

































竜は世界を愛さない




転生したら最弱になった最強魔術師はそれでも滅びに立ち向かう
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　皇こう都とは竜が世界で最も愛したという、美しい街だ。




　魔術師というのは、すべてが「皇こう国こく」の首都、皇都に集まる。他の国が魔術師という生き方を認めていないからだ。空を飛び、剣を振り回し、死し獣じゆうを狩って、時々人を殺す。そういう胡う乱ろんな生き方を、他の国は認めていない。だから、この大地で一番西にある、山脈の中に奇跡的に現れた円形の盆地、「皇都」に集って、ある者は商売をし、ある者は死獣狩りをし、ある者は軍に雇われたりする。

　だから国には思い入れがあった。それはアルヴィドという人物、つまり俺自身が、この国の皇位継承権を何十番目かに持つからではない。純粋にきれいな街で、魔術師がたくさん住んでいて、竜が守ってくれているという伝説があって、仲間もいるからだった。

　今にして思えば、純粋すぎたかもしれない。

　竜は世界など愛していなかった。

　そう、世界を愛していたはずの竜に攻められ、世界はあっけなく滅びようとしている。




「ぐ……っ！」

「動かないで！」

　俺の体を制止するのは、ティーア・ブルーノ、皇こう国こく軍ぐん准じゆん尉い。治ち癒ゆ魔ま法ほうをはじめとする、呪じゆ文もん詠えい唱しようを得意とする魔術師である。

　俺が受けた十数カ所の切り傷に対して、治癒魔法の詠唱が始まる。この場合、痛みを感じないことの方が重要だ。傷の程度がどうあっても。治癒魔法には限界がある。ティーアはそのことをよく知っている。

「大丈夫？　これで、一応……飛べるぐらいにまでは、回復したはずですけれど」

　全身が楽になった。痛みもない。

　ただ、傷が少々深いようだ。

「……助かる。戦せん況きようは？」

「相変わらずですわ」

　俺達はずっと、背後に山、そしてそのさらに後ろに皇都を控えながら、竜の巣の方面からやってくる竜の群れを、防ごうとしている。

　相手は、竜の巣という場所からやってくる、竜の大群。

　小さいもの、数十匹。大きいもの、十数匹。そして、それらを必死で倒し、食い止めた先に現れた、ばかばかしいぐらい大きな竜。

　全長は十メートル以上だろう。氷魔法アルジエ・トムニアが所々にかかっていて、氷の破は片へんがきらきらと銀色に光りながら落ちている。速度は駆け足よりも速く、木々をなぎ倒しながらまっすぐこちらに向かってきている。

　ティーアの言うとおり、状況は、芳かんばしくない。

　というより、この最後の巨大な竜には、全然歯が立っていない。

　とにもかくにも、俺たちはあの竜一匹に、ずっと敗北し続けていた。




　──四日前、俺たちは「竜の巣に向かい、竜を倒せ」という命令を受け取った。

　それまで「竜」というのは、味方だと言われていた。俺たちの国であり、そしてこの大地で唯ゆい一いつ魔術師という存在を認めている小さな国、「皇国」は、その「竜」の守護のもと繁栄したという伝説があるからだ。

　いや、伝説ではなく、実際に竜は存在する。

　なぜなら、「皇都」の夜空は、竜の放つ光でいつも赤いからだ。

　しかし、逆に言えば、その赤い空しか、竜がいるという証拠はないのだった。

　だから、俺はあの赤い空は、何か別の自然現象だと思っていたし、結局竜なんてものはいないのだと、勝手に思っていた。ましてや、「竜の巣」という住処すみかがあって、本当に世界を壊す力を持っているなどと想像したことは、一度だってなかった。

　その竜は今や、「竜の巣」を壊し、山さん岳がく地ち帯たいを抜け、この「皇国」の首都──つまり俺たちのいる場所に迫っているという。だから守ってほしいという。その理由は、「竜の巣計画」が失敗したからだ、とも。

　そうして俺たちは竜を倒す使命を帯び、山をひとつ越え、竜を待ち構えた。

　なめていた。

　最強と呼ばれ、力を過信していた。何もかもが実力不足だった。なまじ小さな竜は全て倒せただけに、この、最後の──おそらく最後であろう──巨大な竜も、俺たちは倒せると思い込んでいた。勝てない。この、最後の竜には、一つのダメージも与えられない。防衛ラインは次々後ろに下がっていく。この山を超えられたらすぐ皇都の町並みが広がるという所まで来ている。なのにこの竜はほとんどダメージを食らっていないかのようだ。竜が引き起こしているという天変地異も止まらない。地震で次々と崖が崩れていく。




「一つ先の防衛ラインで、わたくしが氷魔法を使っておきました。しばらくの足止めにはなるはず──その間、サラが……」

　指さした先に、一人の魔術師が剣を振るっている。

　竜の火か焰えんを躱かわしながら、何も言わず、黙々と戦っている。

　たった一人で戦っているのは、サラ・ヤナギ准尉。こちらは剣を主体とする力りき学がく系けい魔ま法ほうの使い手だ。いつもなら。

　いつもなら──。

　そんな平へい時じの情報なんて、何一つ当てにならなかった。

　確かによく戦ってはいる。ときおり重力制御魔法がきれいに決まって、竜の体が地面に叩きつけられている。しかし、それは竜にとって、何のダメージにもなっていないらしい上、だんだん効かなくなっている。

「一匹にか──ちくしょう！」

　俺は立ち上がろうとするが、ティーアに止められる。

「この後ろのすり鉢ばち山やまを突破されたら、竜は皇都になだれ込みますわ。貴方あなたはすり鉢山の山頂まで下がって」

「そこまで下がるのか!?　俺一人で!?」

「ええ。わたくしたちはまだ戦える。でも貴方は体力の回復を待つべき。貴方がここにいても、ただの足手まといですわ。いいかしら？」

「……っ！」

　言い返せない。

　今、竜に剣を振るっているサラも、俺に治癒魔法をかけてくれたティーアも、俺より実力のある魔術師だ。

　体力がもはや限界に近い俺が、ここで一緒に踏ん張ったとして、どれほどの役に立つというのか。全く役に立たないだろう。

「でも──二人じゃ止めきれない！」

「ですわね……せめて、アルが山頂まで逃げる時間を稼ぐために──」

　ティーアが苦虫をかみつぶしたような顔をしたそのとき、声が響いた。

「私がいます！」

　横に震えながら立っている、女性士官。

　まるで頼りない、指でつつけばすぐに崩れ落ちそうなほど震えている、我らが隊長。

　魔ま術じゆつ師し小しよう隊たい管かん轄かつ士し官かん、レキ・ウェン。

　俺はそのレキ・ウェン皇国軍中ちゆう尉いを、親しみを込めてレキ姉と呼んでいる。

「私に……た、た、戦わせてください！」

「無茶です！　レキ姉の魔力は……そりゃ昔は強かったですけど、今はてんでダメじゃないですか！　そんなだったら俺はここにとどまりますよ！」

「だ……ダメです！　あなたは山頂まで後退して！　傷は治癒魔法で治っても、体力の消しよう耗もうは治りません……私がサラさん、ティーアさんと戦って、時間を稼ぎます！」

「ど、どうしてそんなに──」

「全滅したら、もう一度防衛ラインを引くことはできなくなるんですよ！　そのまま世界は竜に攻め滅ぼされます！　大丈夫……そう、わ、私たちなら、だ、大丈夫です！」

「でもレキ姉が行かなくても!!」

「いえ──半人前……い、いえ、十分の一人前でも……私は……お、お姉ちゃん、皆さんを守るお姉ちゃんですから!!」

　歯ぎしりする。

「さあ行って!!　私は……私は！」

　レキ姉は、慣れない手つきで剣を握る。

　剣の切っ先がぷるぷる震えている。

「魔術師小隊管轄士官！　あなたたちのお姉ちゃん代わりなんですよ！　さあ!!」

　くそったれ。

　なんでこんなことになったんだ。もう少し早く出動命令が出ていれば、地震と昼夜逆転が起こる遙はるか前に討伐命令が出ていれば、もっともっと早く、竜が竜の巣を壊す前に、竜の巣まで行って討伐していれば、こんなことにはならなかったのに。

　山頂へと登る道を走る。

　何度も地震で足下を崩される。

　山頂が見えた。

　見えたところで、俺は力尽きそうになった。

「……はぁ、はぁ」

　体力の回復を待て──。

　しかし残った体力を、山を登ることに費ついやしてしまった。うつぶせに倒れたまま動けない。

　……時間が経った。

　一時間か、二時間、完全に、一ミリたりとも動けなかった。

　後ろに、竜と戦うみんなの声がする。

　……近づいてきた。

　竜が山を登り、近づいてきた。俺も戦わないといけない。みんなと合流し、戦うのだ。

　ようやく、指だけが動いた。

　指で土をかきむしり、振り返ろうとした、その瞬間だった。

　──断だん末まつ魔まの叫びだった。

　耳に入ってきたのは、人間の断末魔の叫びだった。

「──そんな」

　体のどこかに残っていた力を使って、振り返る。

　竜が、数人の人影を振り払い、火焰で燃やしていた。

「あ……あ……」

　違う。ただ燃やされているのではない。

　火焰は俺の方向を向いていた。

　俺が山肌に寝そべっているのを見て、まずはこいつをと思い、火焰を吹いたのだ。

　それを、体を張って止めているのだ。

　いや。

　止めた……のだ。

　あの火焰の直撃には、魔術師とてただの人間、耐えられるわけがない。

　俺は致命的な一撃を逃れることができた。

　聞き覚えのある──仲間から発せられた──断末魔の叫びと引き替えに。

「そんな……」

　竜がまっすぐこっちに向かってくる。

　俺は慌てて起き上がる。よろけながら剣を構える。

　だがしかし、どうしろというのだ。

　せめて跳ちよう躍やくして、頸けい部ぶを狙って──剣を打ち込めば──。

　竜が速度を増して迫ってきた。俺は飛ぶ準備をする。

　飛べ。

　念じたとおり、体が魔術により浮く。しかしうまく制御できない。竜と目と目が合う。












　……目と目が合ったら終わり。

　竜は口から俺めがけて火焰を吹き出し、俺はそれを避けるため、バランスを崩した。

　だがもう一度上へ飛ぼう、そう思ったその瞬間、轟音が鳴り響いた。

「なんだ……あれは……」

　空中から見下ろす地面が──跳はねていた。

　あの堅い地面が、まるで、布をばさばさと振り回すように跳ねている。

　皇都の方面を振り返る。すべての建物が崩れていく。燃素フロギストンプラントは爆発し、皇都中が炎に飲み込まれはじめた。

　地面には炎しかない。

　空中にとどまるしかない……が……。

　魔力など、そう長く続くものではない。

「く……そ……」

　俺の体は、魔力を使い果たし、自由落下していく。

　下は炎の海。




　その日、竜は皇都を越え、大地を蹂じゆう躙りんし、人類は滅んだ。
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　──貴様を、よみがえらせてやろう。




　前も、後ろも、横も、どこを見ても暗黒、そんな場所で、声だけが響く。




　──〈盟めい約やく〉に基もとづく転てん生せいだ。早く行くがよい。




　待て、どういうことだ。誰だお前は。




　──あれから世界は作り直された。お前はすでに生まれているが、何も知らない。




　作り直す……？




　──作り直された世界は、貴様が死ぬ前と同じ道をたどっている。




　なぜだ？　どうしてそうなった？




　──行け。お前の経験と知識を全て授け、そして人なるもののあがく様を見届けよ。




　もう少し説明しろ、何が何だか──





　　　　＊






「ですから頭を動かしたら重症化すると言っているでしょう！　初歩の初歩ですわよ！　治ち癒ゆ魔ま法ほう学がくの単位はきちっと取っていますわよね？　──あぁ、脳筋の貴女あなたの一いち夜や漬づけではとうてい取れる単位ではありませんでしたわね、申し訳ございませんわ」

「何が治癒魔法だ、貴様の治癒魔法はいつも失敗しているだろう！　というか貴様がまともに呪じゆ文もん詠えい唱しようを成功させたところを私は見たことがないぞ？　今回もそうじゃないか！　アルヴィドはその場で伸びたまま動かなかったどころか痙けい攣れんまでしていたぞ！」

　ぼんやりと意識が戻ってきて、言い争う声が耳じ朶だに響く。

　頭が痛い。そう、さっき頭を階段に打ち付けて──、

　いや。

　俺は確か、さっき竜と戦っていたのだ。──階段から落ちたような気もするが、しかし実際には、竜と戦って死んでしまって──そして机を運んでいて。

　……えっと。

　…………。

　…………。

　なんだこれは。

　目を閉じながらも、目が回るような混乱を感じた。

　今、二つの記憶が混在している。

　──これが、あの暗闇の声が言っていた、転てん生せいというものか。

　頭の中に二人の俺がいるような感覚が、どうも全くなじめない。記憶をたぐり寄せると、そう、確かに竜とさっきまで戦っていたはずなのだが、なんだかそうではないような気もする。そっちは多分、暗闇の声が言っていた、何も知らない俺だ。

　──そうだ、机を上に運んだ後、階段を降りようとして、滑り落ちたんだ。

　思い出す。しかしそれ以上が思い出せない。

　心の中で問い返す。

　──お前がさっきまでいた俺か？

　返事がない。

　──おい。返事しろ。

　返事がない。

　──俺は今まで何をしていた？　一週間前の生活は？　一年以内に驚いたことは？

　やはり返事はない。

　……無理だ。散発的に思い出すことはできても、それ以上が思い出せないようになっているようだ。もしかしたらあの暗闇の声の主が封印したとか、そういうこともありえる。思い出せるのは、前の俺の記憶ばかりだ。

「もう喧けん嘩かはその辺にしてくださいっ！　近所からまた怒られますよっ！」

　レキ姉が叫ぶ。

　こうして三人の声が交差しながら耳に入ってくる中、目を思い切って見開いた。

「っ……！」

　そして、すぐさま痛みが襲ってきた。

「はぁ……って、痛ててててててっ！」

　声を出すと、喧嘩の声がやみ、たちまちこちらを四つの顔が取り囲んだ。

「おい……大丈夫か？」

「アル、ようやく目覚めましたのね。……あぁよかった」

「あ、ダメダメ、まだ寝ててください！　額の布、今替えますからね！」

　レキ姉の声で、再び俺は目を閉じる。

　額に冷たい感触があって、きゅっと絞られた布で痛みがいくぶんか緩和された。

　しばらく冷たさを味わい、そしてゆっくり口を開く。

「……ここは……」

「あなたの部屋、です！」

　そう言ったレキ姉の後ろから、サラが言う。

「大丈夫なのか？」

「あの、大声出してたのはあなたですよ！」

　レキ姉がそう言うと、ティーアも言う。

「まったく。困ったものですわね」

「……ティーアさん、あなたもです！」

　レキ姉の鋭い突っ込みがティーアに刺さる。

　そして、間髪を入れずに、

「というわけで、二人は退場っ！」

　と、レキ姉が一いつ喝かつした。

「意識も戻りましたし、アルさんは私が見ますから！　それと！　目がちゃんと覚めたら、すぐにミーティングしますから、下で準備しててくださいっ!!」

　二人は一発で黙ってしまった。続いて「おまえが悪い」だの「貴女のせいですわ」だのの小さな声が聞こえたが、階下へ降りていく音とともに止んでしまった。

「……大丈夫ですか？」

　レキ姉が枕まくら元もとで心配そうに尋たずねる。

　もちろん大丈夫ではない。今、俺の中には、二人の俺がいるのだ。

　が、それをレキ姉に訴えたところでどうしようもなさそうだ。

　とにかく今やらないといけないのは、前の世界と同じく、おそらく滅びる直前にあるだろうこの世界を、できるだけ把は握あくすることだ。

　……ぼんやり、そう思う。

　が、はっ、と急に目が覚めた。

　俺の顔をのぞき込んでいたのは、四人の少女だった。

　小隊は俺以外に三人のはずではなかったか。

　もう一度目を開ける。

　──レキ姉の隣に、見かけない少女が座っていた。

「……だ、誰……？」

「え？　誰って？　何がです？」

「何がって……その……」

　再度目を見開く。

　きょとん。

　そんな音が聞こえてきそうなほど、無表情で、首を横に傾かたむける少女。

　少女は何も言わない。

　銀色の髪をしていて、年の頃は十三歳ぐらいだろうか。十九歳という年齢に不釣り合いなほど幼く見えるレキ姉と並んで座っていると、まるで職場見学に来た少女二人、といった出で立ちだ。

　──誰だ。

　記憶をたぐるたびに不自然な頭痛がする。やはり何らかの原因で、前の俺とは断絶が発生しているとみて良さそうだ。しかし、

「あの、もしかして……言いにくいんですけど……」

「待ってください」

「……えっと、こちらは、」

「──ミーシャ」

　ミーシャ。

　名前だけがぽろり、と出てきた。

「そうです！　なーんだ、ちゃんと覚えてるじゃないですか。よかったぁ」

　レキ姉はそう言って、大げさによかったよかったと繰り返す。

　が、出てきたのは名前だけだった。

　知識と経験を全て授けよ、と暗闇の声は言った。でもこれでは、逆に転生してきた俺の方が教えられている。

　違和感はまだある。

　まだ何か、前の世界と明らかに違う、かつまだ思い出せていないところがある。それがなんなのか、考えれば考えるほど、間違い探しのように頭が混乱していく。

　俺は体を起こす。

　全身が痛む。後頭部にはたんこぶができている。その大きさの割に半端に痛みが少ないのは、中途半端な治癒魔法がかかったせいだろう。

　しかし痛みにわざと逆らうように、布団をはねのけ、寝ね床どこから出て、外を見る。

　──これが間違い探しの答え。

　この薄暗い部屋の天井まで到達する、光。

　西せい方ほうの山さん岳がく地ち帯たいからやってくる光。

　その色が、赤ではなく緑になっている。





　　　　＊






　世界は俺が死ぬ前と同じ道をたどっているという。

　なるほど、確かに状況は酷こく似じしている。同じような小隊のメンバーがいて、色は変わっているが、竜の放つ光が存在する。地理的な条件もほぼ同じのようだし、窓から見る限り、周りの建物などから判断しても、年代だって一致していると言えそうだ。

　しかし。




　俺は寝床に戻った後、しばらく目を閉じていたが、ゆっくりと再び身を起こした。

「すみません、レキ姉。いくつか……質問して、いいですか？」

　すると、レキ姉は不安そうに言った。

「……あ、あの、もしかして、頭をぶつけて、記憶が……？」

　俺は頭をかく。

「……そうかも、しれません」

　実際は「かも」どころではないのだった。

「あの、私のことは、分かりますよね？」

　間違っていたらどうしよう、と思いつつ答える。

「……レキ姉こと、レキ・ウェン皇こう国こく軍ぐん中ちゆう尉い。魔ま術じゆつ師し小しよう隊たい管かん轄かつ士し官かん」

「はい、その通りです！　……なんで階かい級きゆう名めいまで？」

「いえ、なんとなく……」

「……じ、自分の名前も言えますよね？」

「……アルヴィド・ヤン＝フェルト准じゆん尉い。魔術師小隊所属……合ってますよね？」

「はい！　……よかった、大丈夫そうですね！」

　少しだけ、胸をなで下ろす。

　俺とレキ姉は少なくとも変わってない。

「……質問しても、いいですか」

　自分の記憶が頼りにならない以上、一つ一つ聞いていくしかない。

「……あの、本当に記憶が？」

「ええ。いいですね？」

　若じやつ干かん問い詰めるような物言いをしてみると、レキ姉がしゃきんと背筋を伸ばした。

「は、はい！　なんでも！」

「頭に治癒魔法をかけたのは？」

「ティーアさんです」

「──ん？」

　即座に違和感を覚えた。

「何か……おかしかったですか？」

「いえ……」

　治癒魔法は高度な技術だ。にもかかわらず、剣や道具に〈直接〉力を与える「魔術」に比べ、治癒などを含む〈遠隔〉系の「魔法」は軽んじられやすい。しかし、ティーアは、あえてその「魔法」の道を選んだ人間だ。

　なのに、治癒魔法の質が悪すぎるのだ。

　痛みは引かないし、こぶも小さくならない。

　だいたい原因はわかる。詠えい唱しようミスだ。

　俺は安直に、レキ姉が、その場を取とり繕つくろうためにやったのかと思っていた。

　しかしティーアが？

　そんなまさか。俺は滅亡寸前、戦ってボロボロになっているときだって、十数カ所の切り傷と、脱だつ臼きゆう、もしかしたら骨折まで治してもらったのだ。こんなにずさんな治療をするわけがない。

　かといってレキ姉が噓をついている様子は全くない。

「その、隣の──」

　次にレキ姉の隣に座っている少女について聞こうと思った。

　だが、途中でやめる。

「え？　え？　な、なんですか？」

　あたふたするレキ姉に、俺は問う。

「──レキ姉、今日のぱんつの色は桃色？」

「そうです！　──え？」

「またバスト大きくなりました？」

「え？　え？　何で知ってるんですか？」

　もう一つ質問といこう。

「最近の小隊に、竜を倒す、もしくは『竜の巣』に行く、という任務はありますか？」

「え……」

　数秒の沈黙。

　レキ姉は固まっていた。

　この質問にも、どうせ、「え？」が返ってくると思っていた。

　だったらそれでいい。竜は味方じゃなく、敵だったのだから。

　それを伝えるために転生させられたのだから。

　だが、予想に反して、レキ姉は吹っ飛んだように後ずさり、口をぱくぱくさせた。

「な……」

　その驚きようといえば、こちらが引いてしまうぐらい。

　しばらく「き～～～ん」という耳をつんざくような悲鳴を上げた後、レキ姉は叫んだ。

「ななっ、なんで知ってるんですか!?　それはほんとにほんとの軍の機密で誰にも話していないはず……あれれれれ!?　ど、どーして知ってるんですか!?」

「もう一度聞きますよ、『竜の巣』への出動があるんですね？」

「は、はい、明日から……って！　だからそれは！　だ、ダメな情報なんです!!」

　レキ姉が目を回している間、俺は、手応えを感じた。

　──なんだ、勝てるかもしれないじゃないか。

　暗闇の声は、人間のあがく様を見届けろとか、そんなことを言っていたが、この世界は、前の世界とはかなり違う。魔術師小隊の投入が早いし、手遅れになる前に対処できる。

　しかも竜の巣へ討伐？

　竜の巣が壊れる前に討伐に行けていれば、間に合ったはず──。

　あの理り不ふ尽じんな強さを誇る竜にも、落ち着いて対処すれば、勝てるかもしれない。

　もう一つ。

　一人増えている。

　魔術師小隊は少数精鋭主義だ。俺はギリギリでその選考を通過したが、無駄なメンバーは絶対に採用しない。俺を含めて三人という数は、最大だと聞いたことがある。

　それでもあえて、もう一人メンバーを採用している。

　それぐらい実力のある人物ということだ。

　が──そんなことを思う暇もないぐらい、レキ姉は慌あわてふためいている。

「落ち着いてください、何でそんなに慌てるんですか」

「そ、その、違うんです、アルさんが、な、何を思ってるのか知りませんが、ほんとに……ほんとにまずいんです、その情報が漏れるのは……」

「すみません。でも……」

「いえ、い、いいんです、あの、私、ほんっっっとに隠し事が苦手で、それはアルさんもよく分かってると思うんですっ。薄々気づかれてるかなって思ってもいましたが、けど、でも──それでも──かなり頑張って隠してきたつもりの話なのに……い、いつ気づいたんですか!?」

　ベッドに押し倒される。

　すぐさまレキ姉がマウントポジションを取る。

　まさか、上からパンチで殴られるのかと思うぐらいの勢い。

「……いえ、そこまで驚かれるなんて、思ってませんでしたけど……」

　レキ姉は、もう何も考えていない、とにかく必死という形ぎよう相そうで俺に顔を近づけた。

「教えてくださいっ。私、不用意なことは、言ってないはずなんです！　ついさっきですか、何日か前ですか、それともずっと前から気づいてたんですか!?」












「い、いえ、つい最近」

「本当ですね!?」

「ほんとです、ほんと」

　噓をついたら、即座にパンチが振り下ろされそうだった。

　そんな経験をしたのは、初めてだ。

　でも、その言葉を聞き届けると、レキ姉は──俺にまたがった状態で──力なく拳を下ろした。

「わ、分かりました……私の権限では、アルさんをこれ以上、尋じん問もんすることはできません……私も……勝手に慣れない尋問なんかしたら、何か喋っちゃうかもしれませんし……また情報部の諜ちよう報ほう士し官かんに怒られて……あ！　はわわっ！」

　そこまで言って、マウントポジションを取ったことの重大性に気づいたのだろう。

　レキ姉は飛び跳ねるようにベッドから脱出する。

　そして叫んだ。

「と、とにかく、その話は!!　い……いえ、実のところ、いろいろ切せつ迫ぱくしていて、今すぐ話さなければいけないことなのですが……ですが、私が話す前にアルさんがなぜか知っていたというのが問題で……」

　レキ姉は混乱して髪の毛をかきむしる。

　見たこともないほど、あまりにも取り乱している様子なので、思わず俺は謝ってしまった。

「す、すみません……他には誰にも話しませんから……」

「わ、分かってますよっ!!　でも、今から話すこととはいえ──それは立派な最重要機密なんですよ!!　ほんとに黙っててくださいね!!　これから、下でその作戦会議をする間、初めて聞きました、知らなかったです、ってふりをしてくださいね!!」

　いつにない剣幕でそう怒ど鳴なられて、俺はうわずった声で返答する。

「わ、分かりました」

「この様子だと、もう……記憶の混乱は大丈夫そうですし、体も……もう痛まないんですね!?」

「は、はいっ！」

　本当はまだ少し痛みが残るが、しかしレキ姉の威圧感は本物だった。

「じゃあ、『竜』についてのミーティングは……アルさんがブリーフィングルームに到着し次第始めます！　とにかく時間がなくて……もう明日には出かけないといけませんし……でも、いいですか、知らないふり!!　ですよ!!」

　レキ姉はそう言いつけて、隣の少女に、「ほら、ミーシャさん！　行きますよ！」と声をかけ、部屋から出て行った。

　──いったい、何だったんだ？

　前の世界では、レキ姉は何も知らされていない様子だった。

　滅亡の間際、想定外の強大な敵に出会い、それでも勇ゆう敢かんに戦って、死んでしまった。

　それが俺の記憶にあるレキ姉だ。

　でも、今回は、今の段階で、知っている。

　それも、俺が少し触れただけで、見たこともないほど取り乱すぐらい。
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　小隊本部の二階にある食堂兼ブリーフィングルームには、食卓を兼ねる大きな机と、いくつかの椅子、それに移動できる黒板が置いてある。

　俺は黒板に向かって右側、一番後ろに座り、左側にはサラとティーア、俺の目の前には──ミーシャが座っていた。

　まずレキ姉は、テーブルをばんばん叩いた。

「はい、注目！　いいですか？　私たち魔術師小隊は、皇国軍でも唯ゆい一いつの実戦級魔術を扱える部隊です！　伝統と栄光の魔術師小隊!!　世界の命運は、皆さんの双そう肩けんにかかっているのです!!　その使命をまず、改めて自覚して欲しいと思います！」

　前振りから始まった。

　魔術師小隊、というのは意外にも洗練された組織で、まず命令を受けてからミーティングがあり、命令についていろいろと検討を加えて出動するようになっている。こんな組織は他にどこを見渡してもあり得ない。

　しかしそれがちゃんと機能しているかといえば、これは怪しいもので、作戦は常に無茶であり、文句をつけようにも下から上に意見が流れるシステムはなく、その辺を突っ込むと「誇り」とか「自覚」になってしまうのが常だ──とはいうものの、事実としてレキ姉の言うとおり、誇るべき組織であることは確かである。

「こほん！　そして重要なお話なのです!!　怪我したばかりのアルさんを、意識が戻ったからすぐに出席させるということは、つまり私たちには時間がなくて、ピンチだということを認識してほしいと思います!!」

　その通りだった。

　しかしそれだけでは、レキ姉のあの混乱と焦りを説明できそうにはない。

「ではサラさん！　西の夜空に現れる光の伝説をご存じですか!?」

　何を急に、といった疑いのまなざしで、サラがレキ姉を見つめる。

「竜が放つ光、だと……聞いていますが」

　レキ姉は真剣な表情でうなずく。

「その通りです！　あの光は、竜が放っている光なのです！」

　へぇ。

　と、誰も驚きはしなかった。

　だいたいこの話は皇都の住民なら誰だって知っている。かつての俺のように本当に竜がいるのか疑う人はいるが。

「そして私たち魔術師小隊の、次の目標は、『竜の巣』で、その竜と戦うことです！」

　俺は言われたとおり、今までそんな話は知らなかったというふりをした。

　だが、サラやティーアは、怪け訝げんそうな表情を浮かべ、けだるげにティーアが言った。

「あれは、たしか『皇国』を守っているのではありませんでした？」

「そうだ。そのはずだ」

　サラが同調すると、レキ姉はがっくりとうなだれた。

「ですよね……」

「で、ですよね、って」

　思わずそう言ってしまった。

「いえ、私も昔はそう思ってました。あの頃の私は……はっ！　そうではなく！」

「……レキ姉、説明できるんですか？」

「いえ、私には……」

「…………」

「でも、兄なら大丈夫のはずです！　いいから出てきてください！」

　すると、巨大な影が、ぬっ、と出入り口から現れる。

　無ぶ精しようヒゲに、天井に頭がつきそうなほどの巨大な体たい軀く。

　皇国軍情報部部長、兼魔術師小隊管轄課長、レキ姉の兄、エンリック・ウェン──。

「よう」

　そして全員がため息をついた。
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　エンリック中ちゆう将じようは、自分のことを「ヒゲ」と呼ぶ俺たちを一度もとがめたことはなく、むしろ喜んでいるようにも思える。

　そんなヒゲは偉い人だ。なんせ中将閣かつ下かである。中将は軍隊の最高階級、元げん帥すいのわずか二階級下でしかない。このクラスになると、部下の数は千人単位になる。

　魔術師小隊を含む、多数の特殊部隊を統べる長であり、肩書きは情報部部長。つまり、レキ姉よりも二段か三段ほど上司ということになる。

　にもかかわらず、ため息としかめっ面で迎える俺たちを叱しかることもなく、食堂がちらかっているからといって怒ることもない。むしろこのオッサン自身、無精ヒゲを剃そらずにいる、いい加減な人間で、俺たちがやった大抵のミスもかばってくれるいい人だ。

　だが、このおっさんが歓迎されない理由はただ一つ、解決しづらい任務を持ってくるからだ。

　普通の任務なら、レキ姉が受けて、レキ姉の指揮の下に遂すい行こうされる。たとえレキ姉が頼りない人物だとしても、原則はそれですべてうまくいく。

　ブリーフィングルームの椅い子すを勝手に一つ取り、ヒゲが座る。

「竜の話はしたか？」

　ヒゲがレキ姉に言うと、レキ姉はうなずく。

「一応……」

「そうか。──じゃあ改めて、俺からも説明する。今回の相手は竜だ。そして──よく聞いてくれ──竜を倒せなければ、世界は滅亡する」

「お言葉ですが、」

　ティーアの声にかぶせるように、ヒゲは低い声で二度目を言った。

「滅亡する」

　沈黙。

　この重い空気に、息が詰まりそうになる。

　──滅亡だと？

　ちまたの陰謀論が真実だというのか、と、誰もがそう思っている。

　がしかし、

「冗談……では、ないのですね」

　サラがつぶやくように聞く。

「そうだ。冗談ではない。諸君もよく耳にしている通り、あの光は竜の発している光だ。竜はまだ、巣の中にいるが、今にもここに攻め込もうとしている。そして竜を倒さないと、俺たちは滅亡することになっている」

　言葉には感情がこもるものだ。

　こいつの言ってることは、噓じゃない、と、全員が確信するような口ぶりだった。

「説明を続けるぞ。今度の出撃は死し獣じゆうの討伐とはやや異なる。おおよそ戦い方は同じになると思うが、竜は死獣の比じゃなく強いから、一回や二回では討伐できそうにない。できるだけ早い回数で討伐すること」

　──確かに俺は、「時間的余裕のある」世界に戻ってこられたらしい。

　そしてヒゲは、手遅れにならないうちに、魔術師小隊の出動を、こうして命じている。

「繰り返そう。諸君の任務は竜の討伐だ。手段は問わない。どんな魔法を使おうと構わない。竜を捕らえ、殺すこと、これだけが諸君の任務だ。危険手当は倍額、さらにこれが終われば半年間の有ゆう給きゆう休きゆう暇かが与えられる」

　一同に困惑の表情が広がる。

　有給休暇と言われても──倒せなければ世界は滅亡するのだ。

　あまりにも釣り合わない。

　……魔術師小隊に与えられる任務は、大抵そんなものだったけれど。

「ええと、中将閣下。竜を討伐する──というと、どこまで行けばいいのでしょうか」

　サラが質問する。

「竜は『竜の巣』と呼ばれる場所に住んでいる。ここから馬車鉄道、そして馬車に乗り換えて半日ほどかかる場所だ」

　今度はティーアが聞く。

「軍の支援……は？」

「輸送科二個小隊が付く。が、あくまで魔術師が、魔術を使って倒す相手だ。一般兵士は役に立たないと思ってくれ」

「ものすごく強い死獣、という認識で、よろしいのですか？」

「一応は」

「……ありがとうございます」

　二人の質しつ疑ぎ応おう答とうを聞いて、ぼんやりと疑問が浮かび上がってきた。

　ヒゲは妙に気の抜けた返事をしている。

　ヒゲも竜の強さを正しく認識していないのだろうか。

　それとも、この世界の竜は、弱いのだろうか。

　あるいは、前の世界と違って、今回は「竜の巣」が崩壊する前に討伐に行くことができる──つまり「時間的余裕」があるから、なのだろうか。

　もしくは、もっと他の理由。

「ま、なんだ。貿易路に出る死獣と違って、竜は『竜の巣』から出てこない。移動時間が長いから、今のうちに暇つぶしでも考えておくことだな」

　ヒゲはそう言って、頭をぼりぼりかいた。

「はぁ……まったく、面倒なものに巻き込まれましたわね、サラ」

「まったくだ。軍は私たちを、どうするつもりなんだ」

　二人は若じやつ干かんお怒りのご様子だ。

　当たり前だ。軍の魔術師小隊に対する態度は、たいてい酷ひどい。扱い方もなってない。人使いが荒いっていうレベルじゃない。有給休暇を提示した時点で、大奮発のつもりなのだろう。

「他に質問はないか？」

「あの」

　俺は手を挙げた。

　そして核心を突く質問をしてやろうと思った。

　前回の世界、出撃の間際に聞いた、この言葉を出せば、ヒゲは揺らぐはず。

「──これも、『竜の巣計画』の一環なのですか」

　全員が、質問の意味をはかりかねて、ぽかん、とする。

　だがレキ姉は、みるみるうちに青ざめて、ヒゲの表情も、明らかにこわばった。

　が、ヒゲの方はすぐに、にやりと笑った。

「よし、お前は俺とデートだ」

　ヒゲが立ち上がり、俺の肩を抱く。

　近い近いキモいキモい。

「ちょ、ちょっと、頭ぶつけたんですよ、触らないでください」

「お、悪い悪い。──ああ、こいつは俺が連れて行くから、後は適当にしとけ。俺たちは二人で晩飯食うから、その分は作らなくて良いぞ。よろしく」

　ヒゲがそう言うと、レキ姉が慌てる。

「あ……あの、質問タイムは？　ブリーフィング、終わりですか？」

「お？　おう、終わり終わり。明日の朝に出発してもらう。特別な準備は必要ないが、剣の手入れは怠おこたるな。覚悟もしておけ。俺はこいつとデートするから。じゃあな」

「おっおっおっちょっと待っさっき階段から落ちたばかりで、ぐお」

　俺はヒゲに引きずられるように、ブリーフィングルームを出る。

　他の奴らはみんな、ぽかん、として見つめていた。
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　四階建ての、魔術師小隊本部の建物から出た。

　この世界は色々違うはずだと思っていたが、実際外に出てみると、それほど変わっていない。例えば向かいの酒さか屋やとか、その酒屋の客入りが悪いこととか。

　でも、やっぱり変わっているところもいくつかある。向かいの酒屋の入り口で、いつも寝ていたデブ猫のチョビがいなくなっているし、士官学校の時計塔も、「故障中」の札がかかっていて、まるででたらめな時間を指している。

「酒は出さないからな」

　自分から誘っておいて、ヒゲはそんなことを言った。

　ヒゲにつれられドアを開け、入店する。

　前の世界と同じ、スカートの短い、いかがわしい制服の店員がやってきた。

「コーヒーセット。こいつにも同じの」

　そう言うが早いか、コーヒーが出てくる。

　とにかく早い。そしてとにかく薄い。

「単刀直入に聞こうか。お前、どこまで知っている」

「ち、近いですよ顔が」

「構うものか。というより、知っているというレベルとは違うだろ」

「ええ、まあ」

「俺は『計画』なんておくびにも出したことはねえぞ。お前なんかに抜けるような管理はしてないと思ってる。あのお漏らしなお姉ちゃんにも困ったものだが」

「はあ……」

　お漏らしなお姉ちゃん、か。

　レキ姉のことなんだろうけど、すごい言いぐさだ。

　それでいて言い得て妙な所もあるし。

「喋しやべる気がないなら、ここから俺が推理させてもらうが」

「推理って」

「そうだな。別世界から転生して来たとか」

　俺は時々、このヒゲが空恐ろしくなることがある。

　三十二歳独身。情報部部長。この年齢での中将昇進は前ぜん代だい未み聞もんだし、切れ者の中の切れ者が集まる情報部の部長というのもやばい。士官学校も三カ月で卒業したという。

　別世界、って。

　そんな言葉がいきなり出てきて、しかも当たっていることが気味悪い。

「やれやれ、本当なのか……」

　ヒゲが頭をかく。

「……正確には、転生する前の世界の記憶を持った俺と、転生した後の今の世界の記憶を持った俺がいて……」

「今の世界の記憶はほとんど吹っ飛んでる、ってか？」

「そうなんですが……なんで分かるんです？」

「いや、心当たりがないわけじゃないんだがな」

「え？」

「なんでもない」

　今のはわざとだった気がする。

「で、その転生前の記憶ってやつでは、世界はどうなった」

「……滅びました」

　ふむ、とヒゲが顔をしかめる。

「すると、今の記憶が飛んでる──ってことは、滅亡直後からここに飛ばされた、という感覚だ、ということか」

「まあ……大体は」

　暗闇の声のような、正確な話をしようと思った。が、どうやらヒゲはそれには関心がないらしく、遮さえぎるように質問を重ねる。

「で、お前、『計画』について聞いておきたいんだが、前の世界の『竜の巣計画』は、どういう計画だったのか、どこまで聞いてるんだ？」

　顔が近い。長めのヒゲが触れそうだ。

「──俺は何も、知らないですよ。とにかく、俺がその名前を知った時には、色々手遅れでした。『竜の巣計画』が失敗しそうだ、とにかくなんとかしてくれ、って」

「なるほどな。最後の最後に竜を倒すために、か。そのときのメンバーは？」

「俺とサラ、ティーア、あとレキ姉……レキ中ちゆう尉いです」

「よくそんなメンバーに世界の最後を託そうと思ったな」

「何かおかしいんですよ。みんなが」

「何ぃ？」

　ヒゲは温和な人物だが、顔が怖いのだ。

　俺は全部吐き出すことにした。

「サラは、前の世界では、剣を振れば無敵だし、剣から出る魔力の出力があまりにも大きいんで、悪魔からもらった魔剣を使ってるんじゃないかって噂すら立ってました。確かにちょっと天然ボケの面はありましたけど──」

「冗談はよせ。俺があいつの自己流剣術を矯きよう正せいするのに、どんだけ苦労したと思ってるんだ。呪文でも教えようと思ったら片かたっ端ぱしから忘れるし。脳ミソ筋肉どころか、パイオツに入りきらなくなった脂肪詰めてんじゃねえのか」

「ティーアは、とにかく……生いき字じ引びきって言われるほど大量の呪文を知っていて、サラの剣が届かない場所で、力りき学がく系けい魔ま法ほうでは解決できない場面で、どれだけ助けられたことか分かりません。彼女の治癒魔法で一体何人が救われたのか──」

「笑わせるぜ。確かに賢いしよく勉強してるよ。けどしょっちゅうパニックになって使い物にならなくなる。そのたんびに呪文を間違えるんだから、これまで味方を誤爆して、一体何人が殺されそうになったことか」

「あとレキ姉。今は全盛期を過ぎちゃってて、頼りなく見えますけど、十年前は天才魔術師として最年少で──」

　まだ話の途中なのに、ヒゲが立ち上がる。

「俺、ちょっとトイレ。吐いてくるわ」

　マジで顔が青くなっていた。

「そんなにおかしいこと言いました!?」

「お前の話、全部まともに受け止めてたら、俺はヘソで沸わかした茶を使って死ぬまで喫茶店を経営できる自信がある」

「そんなにですか」

「そんなにだ」

　──はぁ。

　ヒゲは座る。

「まぁ、お前も能力は落ちてるだろうな」

「……そうかもしれないです」

「その代わり、少し頼りがいができたんじゃないか？」

「それ褒ほめてます？」

「口く説どいてんだよ」

　……は？

「俺もトイレ行って吐いてきて良いですか」

　マジで。

「冗談だよ。変わってるようには思えねえ」

　それはそれで嫌なような。

「……とにかく、全然違う世界なんだな。それは分かった」

「……全然違うって訳じゃないんです。町並みも、建物も、この店も同じです。少しずつ違って……その違いが……最も大きいのが、魔術関連です」

「ふうむ──」

　ヒゲが自らの無精ヒゲを撫なでる。

「前回はとにかく、滅亡間際になって呼ばれたので……時間がなかったですから……滅亡間際じゃない、まだ余裕がある、早めに出撃できる、それなら勝てる……と思いました……なのに……」

「そうだな。あいつらじゃあ、頼りないよな。分かるぜ、それは」

「でも、どうしてそんな、ダメ魔術師が、皇国軍唯一の魔術師部隊を作ってるんですか？　他に優秀な魔術師は──」

「いや、いない。弱いメンバーを集めたつもりはない」

　俺は目が回りそうになったが、今更文句を言って変わるものでもないだろう。

　でも──。

「あの、そしたら、あの小隊で竜に立ち向かわないといけないんですよね。人類は……本当に滅亡するんですよ。前回の最強メンバーでさえ」

　うんうん、とヒゲがうなずく。

「それは分かってる。けど、お前は、前の世界のことに気を取られすぎて、今の世界の、最大のイレギュラーに気づいていない──」

　はっとした。

「──ミーシャ」

「そうだ」

　ヒゲがにらみつけてくる。

「前の世界に、ミーシャはいなかったんだな？」

「は、はい」

「影も形も、だな？　名前を聞いたこともないんだな？　滅亡っつーか、竜と戦う現場──その前も、ずっと、いなかったんだな？」

「そ、そうです。──あの、もしかして！」

「……彼女が世界を救う、スーパーヒロインだと？」

「ち、違うんですか」

「……どうだろうなぁ……」

　いきなりの曖あい昧まいな返事。

　一人増えたと思ったけど、それは戦力の強化を意味しないのか。

「あの、彼女は、強くないんですか」

「強いよ」

　素そっ気けない返事だった。

　無感情というか、乾燥した返事。

「あの」

　俺がさらに言おうとすると、ヒゲがまたしても急に顔を近づけてきた。

「一つ勘違いしてほしくないのは──」

「は、はい」

「俺たち、いや、皇国軍は、と言った方がいいかな、軍の目的は、竜を殺すこと、これ以外にない。そのためには手段を全く選ばない。そうやって、ここ数年、ずっと作戦立案を重ねてきた。そしてその結果、魔術師小隊の出番が来た。魔術師小隊への命令もただ一つ、竜を殺すこと、それだけ」

「は、はあ」

「前の世界とやらは、竜を殺すことに失敗して、滅亡したんだろう？　しかし今回は秘策がある。魔術師小隊が万が一敗北しようとも、滅亡させないための方法が残っている。でも、その滅亡させないための方法というものの目的が、竜を殺すこと、そのただ一点しかないがゆえに──」

　ヒゲは俺の目の前で、顔をこわばらせた。

「──俺はとんでもない罪を犯しつつある」

　そう言って、ヒゲは近づけていた顔を、離した。

　このオッサンが、顔をこわばらせたことなど、一度も見たことがなかった。

「罪……？」

「言っておくが、妹とえっちなことをしたわけではない」

「そーゆー冗談はやめましょうよ!!」

　ヒゲとレキ姉はまるで似ていないし、年の差は十五歳、身長差はレキ姉が背のびしてもヒゲの肩に及ばないくらいあるが、血のつながった、れっきとした兄妹である。

　頼りないとかなんとか言われつつも、レキ姉が士官学校を飛び級して卒業し、そのまま軍に採用され、十七歳の時に中尉、小隊管轄士官という立派な経歴を持つに至ったのは、兄と同じ血が幾いく分ぶんか流れているからなのだろう。

「けど、お前の登場で、何の罪もなく解決する方法も見えてきたんだよな」

「どんな方法ですか？」

「そりゃシンプルさ。お前が前の世界の知識を生かして、頑張ってみんなで竜を倒す」

「ああ……」

「けど、竜はそんなにヤワな相手じゃない。だろう？」

「……そうですね」

「だから、そういう時──つまり魔術師小隊が完全敗北した時どうするか、という問題で軍はモメにモメた。あいつらがああだから、最初っから敗北は想定の範囲内だ。いっそのこと、魔術師小隊を全員自爆させたらいい、なんて言い出す奴まで出てきた」

　ヒゲはコーヒーをすすりながら言う。

「──でもさ、そんな黒いやり方を考えた奴だって、人類を救うという目的は一緒なんだ。目的が同じである以上、やり方の白い黒いなんて、人類史から見たら、バカみたいな疑問なのかもな」

「人類史？」

「皇国史の教科書で、何々の戦いで誰々さんが悲しみましたとか、作戦は成功しましたが誰々さんは泣きましたとか、そういうことがいちいち書いてあるか？」

「……いえ」

「今回もそうだ。百年後に教科書に書かれるのは、竜を倒す戦いがありました、終わり。それだけ。もしかしたら小隊の名前は載のるかもしれないけど、そこでお前らが悲しんだこと、苦しんだこと、笑ったこと、泣いたこと、それらすべてを、誰も記録しない。そこに苦しんだ奴がいたなんて、いちいち誰も書かない。──でも俺は、そういうのは、間違ってると思う」

　何を言っているんだこの人は。

　そう思ったけれど、それはいつも通りというか、前の世界と変わらない。

「だから、感情を交えない軍人としては、例の『滅亡させない方法』は、かなりのナイスアイデアだと思ってる。頼りない魔術師小隊に活躍させて、万一敗北しても滅亡しない、まさに奇跡の作戦だ。けど、軍から一歩離れて、人間として見たときに、それは正しい作戦なのかどうか、俺は疑問に思う。──とんでもない罪っていうのは、それだ」

「……そんなに、非人道的なことをさせるつもりですか？」

「だから言ったろ。お前が活躍して竜を倒せば何の問題もないって。問題はそれが失敗して、滅亡しそうになったとき、どうするかだけの話だ」

　失敗したとき──か。

　ヒゲがどういう計画を立てているのかはわからない。だが、全員死亡全滅エンドを迎えた前回のような悲劇を繰り返さないのであれば、どんな悪魔的取引でも、応じようとも思える。

「でも、それはそのとき考えよう。今のうちから考えたって仕方ない。なんせ滅びた世界からやってきた、世界最強魔術師集団の一人がついたんだ。竜を倒せる可能性は大きく上がった、そうだろ？」

「それは、そうかもしれないですけど」

「そのとき何かあれば、俺を恨うらめばいいさ。責任を取るために付いてるんだ、この星は」

　ヒゲが肩の階かい級きゆう章しようを叩く。

　銀色の三つ星。皇国軍中将。

「じゃあ、聞きますけど……結局、『竜の巣計画』って、なんなんですか。ただ単に──竜の巣を探索するだけ、じゃないんですよね？」

　ヒゲがコーヒーカップを置く。

　そして、長いため息をついた。

「──それは、いずれ分かるさ。けど、お前が期待しているほど面白い話じゃない」

　ヒゲは低い声でそう言うと、続けて小声で言った。

「それから一つ忠告しておく。お前が前の世界から何らかの理由で転生してきた、このことはうかつに喋るな」

「は……？」

「ただの一般論だ。抱える面倒は少ない方がいい、そうだろう？」

「……分かりました」

　ヒゲが伝票を握にぎる。会計を済ませて外に出る。

「そうだ」

　ものも言わず、小隊本部とは反対の方へと歩いて行こうとしていたヒゲが、突如俺を呼び止めた。

　そして、ヒゲがちくちくするほどの顔の近さで、耳元にささやいた。

「ミーシャと仲良くしてやってくれ」

「あ、はい、それはもう」

「あいつは、唯一竜と戦う方法を知っているからな」

「──え？」

　ヒゲの顔が離れる。

「内緒だぞ！」

　ヒゲはくるりときびすを返した。

　竜──と戦う──方法を──知っている!?

「ま、待ってください！　どうしてそういう大事な情報を最後に言うんですか！」

　ヒゲは振り返らない。

　自分で調べろ、と言わんばかりだった。
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　魔術師小隊の住む四階建ての建物は、いつでも出動できるように、事務所兼生活空間となっている。一階が事務所、二階が食堂兼ブリーフィングルーム、キッチン、あと風ふ呂ろとトイレと物置、三階が女子居住区、四階が俺の部屋だ。

　立地自体、軍の本部にほど近い。

　魔術師小隊がここにいる理由は簡単、いつでも呼べるからだ。任務としては死し獣じゆう退たい治じが一番多いが、救急や災害派遣みたいな任務もあり、いつ何時でも対応できるようにするため、魔術師小隊は一つ屋根の下で暮らすことになっている。

　そして、重要なことがある。

　ここは、女の子四人と男が俺一人の、圧倒的女おんな所じよ帯たいなのだ。

　元々魔術の才能は女性に偏かたよりがちである。軍に雇用されるほどの魔術の才能を持つ男性は、滅多に現れない。俺はかなりの例外だ。

　だから俺は、なんとか女所帯でうまくやっていかなければならない。

　実際、うまくやっていると思う。

　俺はほとんど屋根裏部屋とも言うべき四階で生活し、「女子居住区」の三階には日にち没ぼつ以降足を踏み入れないことにしている。

　これは俺が決めた、ただの俺ルールであって、誰かに強制されたものではない。

　が、そうじゃないと、なんだか俺が落ち着かないのだ。

　日没以降の三階は、女の子の空間。

　だから──ルールを破るのは緊張する。

　誰もそれをとがめないにしてもだ。

「……寝てる？」

　俺はミーシャの部屋の前に立ち、ノックはせず、つぶやくようにそう言った。

　聞こえないかも、と思ったが、ドアが少し開いた。

「起きてる。用事？」

　ミーシャの顔がのぞく。

　うなずくと、ドアが開いた。

「入って」





　　　　＊






　入った瞬間、奇妙な違和感に襲われた。

　そこは確かに「女の子の部屋」であった。が、どこかわざとらしい感じが、妙に目に付く。

　ベッド、木の机と椅い子す、それ以外にはほとんど何もない。

　机の上には桃色の布が敷かれていて、ベッドの布団もまた桃色の水玉模様で、枕元に置かれたクマのぬいぐるみは、微妙に斜ななめに傾いていて、「なんでこんな所に？」と言わんばかりの表情だった。

　でも、推理は簡単だ。

　これはレキ姉の手によるものだ。

　ミーシャの姿はワンピースのネグリジェ。

　フリルがあしらわれていて、それなりに可愛らしいものだが、これもやっぱり薄桃色。

　きっと、レキ姉が「女の子らしくしなさい」と言って買ってきたものなのだろう。机の布もベッドの布団も、ぬいぐるみもネグリジェも。そのわざとらしさが違和感を生むとは気づかずに。

　でも、そんなぎこちない「女の子らしさ」が、なんだか逆に可愛かった。

「アルが来るの、はじめて」

「緊張してるのか？」

「……かもしれない」

　そんなことを言われると、俺の方が緊張する。

　実際は、ここではじめましてと言うべきなのだろう。

　だが、実際には、この世界の俺は──どこに行っちまったのかは謎として──ミーシャとつきあいがあるらしいので、言わないでおく。

「……座る？」

　ミーシャはベッドの上に座っていて、その横をぽんぽんと叩く。

　……無防備なのか、わざとなのか。

　前者だろうけど。

「こっちの椅子にしとくよ」

　机の下にしまわれていた、背もたれのない椅子を引き出し、俺はそこに座る。

　ミーシャ──前の世界にいなかった少女。

　俺よりも三歳ぐらいは下に見えるが、およそ「少女」と言うには似つかわしくないほどの落ち着きと、どこか儚はかなげな、すべてを達たつ観かんしたかのような表情を持ち合わせている。

　ただ、さっきレキ姉が竜について解説していたときは、ぼーっとした表情を見せていて、そういうあたりは年とし相そう応おうなのかな──とも思った。

　あと、サラとティーアという二大美少女に並んでしまったのが不幸なだけで、まだ未発達なりにもちゃんと発育はいい。身長も、レキ姉より少し低いぐらいだから、ちょうど見合っているとも言える。要はレキ姉の胸がぽよよん過ぎるのである。

　……何を考えているのだろう。

「あのさ、俺──」

　そう言って、俺は世間話から入ろうと思ったが、その前にミーシャが言った。

「アルは『計画』を知ってるの？」

「もがっ」

　ずっこけそうになった。

　そして一いつ気き呵か成せいにミーシャが質問攻めを始めた。

「どこまで知ってるの？　知ってるそぶりはなかったけど、いつ知ったの？」

「……え、ええと」

「あの後ひげに何聞かれた？　わたしのことはどれぐらい知ってる？」

「えっとえっと……」

「ひげのことは？　レキのことは？　何をどれくらい知ってるの？」

「……」

　俺が慌あわてているのを見て、ミーシャは、はっ、と目を見開いた。

　そして、とても申し訳なさそうな声で、つぶやいた。

「……ごめん」

　顔が思いっきり暗くなっているのを見て、俺は慌てた。

「あ、いいっていいって。変だっただろ、今日の俺」

　こくり、とうなずく。

「色々あったんだ。えっと──」

　言うべきか、言わざるべきか。

　言うな、とヒゲは言った。

　けれども、一般論だ、とも付け加えた。

　ならば──俺よりも遙かに「何か」を知っていそうなミーシャに話すことは、何も問題ないだろう。

「俺は、竜で滅亡した世界から、生まれ変わって来たんだ」

「……いつ？」

「今日」

「……」

　俺は続ける。

「前の世界は、今の世界とそっくりだった。でも……サラもティーアも、レキ姉も死んでしまった。けど、俺だけ……変な暗闇に連れて行かれて……この世界の俺と一緒になった」

　変な言い方だと、自分でも思う。

　が、ミーシャはそれに突っ込むでもなく、じっとこちらを見つめている。

「とにかく、前の世界は失敗だったんだ。最悪の失敗……けど今回は違う。前の世界に、お前はいなかった。だからたぶん、お前がキーになってるんだと思う。一人増えたってことは、戦力も一人増えたってことだし」

　そんなことを言われたら、普通は疑ってかかるものだ。

　だが、奇妙なことに、ミーシャは一瞬目を丸くしただけで、黙った。

　なるほど、そういうことか、と言わんばかりに。

「それから、『計画』についてだけど」

　ミーシャの体が、少しだけぴくんと動いた。

「俺は、確かに前の世界で『竜の巣計画』という名前を聞いた。でも、それは本当に滅びる直前のことで、それ以上は全然知らない。竜と戦わなきゃいけないってことは知ってるけど、竜についてはほとんど知らない。そして、お前のことは──ごめん、何も知らない。いや、知ってるんだけど、思い出せなくなっている」

　俺はそう言い終えると、ミーシャの反応を待った。

　しばらくの沈黙。

　やがて、ミーシャが口を開いた。

「はじめ……まして」

「お、おう」

　正しいような正しくないような。

　まあ、今の俺の半分を占めている「前の世界の俺」には会ったことがないわけだし、正しいのかもしれない。

「いくつか聞いていい？」

「おう。なんでもいいぞ」

「その世界は、滅亡……したの？」

「そ、そうだな」

「……みんな、死んじゃったの？」

「──ああ」

　俺はそこで、ミーシャが泣きだすのかと思った。

　が、ミーシャは無表情のままだった。

　そして、一言だけ、ぽつりとこぼした。

「そう……」

　もしかして、と思った。

　滅亡しても、構わないと思っているか──あるいは。

　いっそ滅亡してしまえと、思っているのか。

「あ、あの、ごめん。いきなりそういう話しても、ついてけないよな」

「ううん、大丈夫。よくわかった。安心した」

「安心？」

「アルがへんな情報源ソースからへんな話を聞いたのかと思った」

「そういうお前は結構色々知ってそうだよな。あの二人より」

　そう聞くと、ミーシャは案外すぐに認めた。

「……そう。わたしは竜と戦ったことがあるし、『計画』についても知ってる立場」

「なんで？」

「言えない」

「魔術師小隊に来た理由は？」

「言えない」

「ヒゲのおっさんとの関係は？」

「言えない」

　…………。

「すまん」

「ううん、平気。本当はいろいろ答えたい。けど、『竜の巣計画』はもう死人も出てる大事だから、機密はうっかりしゃべれないし、それに」

「それに？」

「アルに心配かけたくない。アル、前の世界で、辛つらい思いをしてきたみたいだから」

「……ああ」

　辛い、というか。

　悔しかった。何もできないまま死なせてしまって、何もできないまま死んでいった。

　所しよ詮せん、自分なんかに、誰かを救うことなんてできないんだって、思い知らされた。

「だから、アルとわたしは、仲良くしたい。ううん、仲良く、以上の関係」

「……以上？」

「竜のこと、相談したり、とか。竜の真実を知っているのは、わたしとアルだけだから。……それとレキとひげもだけど」

　やはりレキ姉も竜について何か知っているわけか。

　確かに俺が「竜の巣」という言葉を口にした瞬間、マウントポジションで殴りにかかろうとしたぐらい慌てていた。

　前の世界では、突如押しつけられた「竜の討伐」という任務に、いつも通りおびえて、しかし、最後は勇敢に立ち向かっていったけれど──。

　今回は、どうやらヒゲと──結託、という言い方は大げさかもしれないが──秘密を共有しているらしい。

　そうだ。ヒゲといえば。

「あのさ、答えられないなら、答えなくてもいいけど」

「……うん」

「ヒゲのおっさんが、今回の世界、俺たちが負けても秘策がある──みたいなことを言ってたんだ。お前に……その……心当たりはあるか？」

「…………」

「お前が、もしかして……その、秘策……」

　みるみるうちに、ミーシャの体がこわばるのを見た。

　そしてガチガチと歯が鳴る音が聞こえた。

「ご、ごめん！　ほんとごめん！　今のはちょっと……無神経すぎた！」

「ううん、いい、全然、大丈夫」

　ぽろり、涙がこぼれた。

　涙がこぼれたかと思うと、それが止まらなくなった。

「お、おい、大丈夫か……？」

　まずい。完全に俺のせいだ。

「わたし、わたし──」

　がくがく震えながら、ミーシャが言った。

「みんなのこと、敵だって、ずっと思ってた……」

　──。

　今度は俺が完全に凍り付いた。

　が、あふれるものを吐き出すように、ミーシャが話し続ける。

「だからわたしが殺すつもりだった。小隊だけじゃない、魔術師も、皇こう国こくの人も、みんな、全部、全部。一人残らず、魔術師は皆殺しにしなきゃいけないんだって思ってた。でも、いろんなことが起こってから、皇国の人に引き継がれて、ひげが来て、ここに住むように言われて、いじめられるんじゃないかって思ったけど、レキもがんばって、アルだけじゃなくって、サラも、ティーアもみんなやさしくしてくれた。みんなやさしくて、たのしくて、すきになっていった。だから、そのために戦おうと思ってる。けど、それまでずっと、皆殺しにしなきゃいけない敵だ、って思ってた」

　俺が唖あ然ぜんとしているのを見て、ミーシャは俺の目を見み据すえた。

「でも、今はちがう。みんな守りたい。アルも、サラもティーアも、ひげも、レキも。みんな、守りたい。そのために戦いたい。そのために、その先も──覚悟してる」

　言葉が出なかった。

　ミーシャがヒゲの言う「秘策」であることに疑いはなくなった。

　だが、その「秘策」というのは、一人の少女に、これだけの負担をかけるようなものなのか。そもそも、俺たちは殺されようとしていたというのだ。誰が一体そんなことをさせようとしていたのか。

　こんな少女一人を泣かせて、いったいヒゲは何をやろうとしているのか。

　いったい何を覚悟しているというのか。

「……すまん。もう、二度と聞かない」

　ミーシャは首を横に振った。

「いい。アルは悪くない。竜の話の真実なんて、聞いたら辛くなるだけ。他のみんな……サラとティーアには、黙っててほしい」

「……わかった、約束は守る」

　それにしても、竜が登場する前に、ずいぶん話が動いている。

　サラとティーアが弱体化した。おそらく俺もだ。

　それだけで済むなら、あるいはまだマシだったかもしれない。

　今回は──このミーシャという少女を中心に、とてつもなく大きい何かが動いている。

　うごめいている、と言うべきか。

　この世界は、俺が仲間を守るため、滅亡を防ごうとしている世界であると同時に──。

　この世界は、ミーシャにとって、滅ぼそうと決意させたほど、呪われた世界なのだ。

「アルはすごいね」

「……え？」

「前の世界が滅んじゃったのに、ここでも頑張ろうとしてる」

「……前の世界で、みんな死なせちゃったからな」

「無理しなくても、平気だよ。わたしが助けるから。でも」

「……でも？」

「みんなのために、絶対に裏切らないつもり。だけど、わたしの行動が原因で、いずれ信じてもらえなくなるかもしれない。本当は今もずっと滅ぼしたいんじゃないかって思われるかもしれない」

「……えっと、どういうこと？」

　首を横に振る。説明はない。

　この世界は、ミーシャがかつて滅ぼそうと思った世界。

　つまり──体が今もそれを求める、ということだろうか。

　今も滅ぼしたい気持ちがあって、勝手に体がそうしてしまう、ということだろうか？

「きっと、すぐにわかると思う。でも、今のわたしは、世界を滅ぼしたくない。これは、ぜったいにぜったい。だから、わたしはアルに、誓っておきたい──」

　ミーシャは立ち上がる。

　そうして俺に近寄って──。

「わたしは、アルを、裏切らない。約束する」

　足の甲に、キスをしようとする。

　意味は、隷れい属ぞく。












「や、やめとけ」

「……これは、わたしのため。誰か、絶対にわたしは裏切らないからって、約束する人がほしかった。この誓いをできるのは、竜の話を知るアルしかいない。だから──」

　そうして、口づけされた。

　目が回りそうになった。はねのけようかとも思った。

　が、木のきしむ音が外から聞こえ、俺は硬直する。

　間違いない。レキ姉の足音だ。階段を上がって、こちらに近づいてきている。

　焦る。

　足下を見るとキスどころじゃなく、舐め始めてる。

　とりあえず俺は小声で叫んだ。

「待て！　キスってのはな！　舐めるんじゃなくてこう口づけするだけで──」

　扉の外からレキ姉の声。

「ミーシャさーん、まーたお風呂上がりにぱんつ穿はき忘れたでしょー、もぉー、タンスの中にしまってるから、ぱんつぐらいちゃんと穿いてくださーい……よ……？」

　ばかん。

　ドアが開いた。

　レキ姉の歩みは、ミーシャの部屋の前、扉を開けたところで止まる。

　そしてその瞬間、風呂上がりらしきレキ姉は、ミーシャが俺の足の甲に口づけ──いや、足の指を舐めているシーンを目撃し、完全に凍りついた。

　そして俺も凍りついた。

　待て。穿き忘れって何だ。今まで俺がずっと話していた相手はノーパンだったのか。ノーパンネグリジェの女子と、二、三歩近づけば重なり合う距離でシリアスな話を続けていたのか。それから──それから、足の甲に隷属の口づけをされて──つまり──その──、外から見れば、足を出して舐めさせてたわけで──。

　かなりまずいシーンを見られたのではないか。

　すっくとミーシャが立ち上がり、ぱんつを受け取り──そのまんま、いきなり、穿いた。

　俺は見ることしかできなかった。

　穿きましたよ、と言わんばかりに、左右のヒモをぎゅっと音を立てて縛る。

「……レキ？　どうしたの？」





　　　　＊






　地理的な話をすれば、俺たちが住んでいる《皇こう国こく》の首都・皇こう都とは、すり鉢ばち型がたをした、カルデラ盆地に位置する円形の都市である。

　盆地をぐるりと囲む山を、すべて「すり鉢山」と称している。

　都市には同心円状に環状の道路が走っている。この環状道路はよく整備されていて、起き伏ふくも少なく、道幅は広い。

　が、内側から外側に向かう放射状の道路は、坂道になっていた。

　考えてみれば当然だ。すり鉢山に囲まれた盆地なのだから、必然、中心部から外側にかけては、坂道になる。皇都を出るとなると、この坂道を延々と上り、山を越えなければいけない。

　とはいえ、すり鉢山をぶち抜くトンネルも多数存在する。東側に位置するローレント王国との貿易路は特にすごい。二十本ぐらいのトンネルがあり、どれも馬車が悠ゆう々ゆうとすれ違えるほどの大きさを誇る。坂道を上らなくても、トンネルを抜ければ隣国だ。

　だが、西側はひどい。

　西側には山さん岳がく地ち帯たいしかない。貿易の価値もない西側には、現在に至るもまともなトンネルは一本たりとて存在しない。

　──そう、聞いていた。

　実際には軍がトンネルを掘っていた。「竜の巣」の研究のためだ。

　前の世界、俺たちはそのトンネルで、生まれて初めてすり鉢山の西側に出た。

　そして、竜を見た。

　遙か先には、崩れた「竜の巣」も見えた。

　俺たちはすり鉢山を背後に戦い、そこが死に場所となったのだった。





　　　　＊






　夜が明けて、翌日を迎え、俺はそんな記憶を思い出しつつ、馬車の準備を待っていた。

　相変わらず「そんな記憶」以外は大して思い出せない。それなのにもう一人の自分がいるような感覚はぬぐえず、どちらも俺なのにどちらも俺でないような感じがひどく悩ましい。

　そんな中、馬車の準備をしている軍の輸送科の小隊長と、例の「竜の巣」への所要時間について話していると、半日なんて大げさな、と笑われてしまった。

　だって途中は馬車鉄道になってますからね、道路も新しくしましたし、ここだけの話、「竜の巣」のために非公開のトンネルをたくさん作っているんです、もしかしたらその半分あれば着くんじゃないですか、と。

　俺は首を振った。

　もっとかかる。倍はかかるかもしれない。

　レキ姉は乗り物酔いが酷ひどいのだ。

「昨日はうるさくしてすまなかったな」

　会話が終わるとすぐ、サラが声をかけてきた。

　……日にち常じよう茶さ飯はん事じとはいえ、彼女なりに反省するところもあったのだろう。

「ああ、いいよ。もう治ったし」

　ヘタクソとはいえ、治ち癒ゆ魔ま法ほうを使ったときの効果は歴れき然ぜんとしている。

「そういえば」

　サラが尋たずねてくる。

「ん？」

「中ちゆう将じよう閣かつ下かの話だと、竜が人類を攻め滅ぼすというが、そうなると──味方を殺しに行くということになるのではないか？　竜は人間を守っていたというのは、結局、迷信だったという訳か？」

「どんな迷信にも、信じるに足るだけの、根拠がどこかにある、そうは思わないか」

「……やけに知的なことを言うな」

「別に。俺なりに調べただけだよ。気になることは大体調べる性格だからな」

「ふむ……そうだったのか」

「ところで、何か質問があるなら、聞けよ」

　そう言うと、サラは少し迷うような仕し草ぐさをして、それからつぶやいた。

「……実は私もさっきから気になっている」

「何がだ」

　しばらくサラは沈黙した。

　そして、目線をぷいっと逸そらして、言った。

「……この戦いが終わったら、言う」

　あからさまな発言だった。

　言ったら絶対死ぬような発言。

「そういうの、やめよう」

「……え？」

　俺は声が震えるのを感じた。

「相手は竜だ。俺たちはいつ死んでもおかしくないんだ。そういうのは……やめよう」

「……言え、と？」

　うなずく。

　そして俺は言う。

「言ってくれ。相談したいことは全部相談してくれ。気持ちの中で、引っかかることがあるなら、全部今のうちに言ってくれ」

　しばらく、気まずい時間が流れた。

　そして、サラが、決意したように言った。

「……新しい下着にして験げんを担かつごうと思っていたのを、忘れていた」

「はあ？」

「だから！　今日の準備のために色々考えていたら！　つい普段の下着を適当に選んで着けてきてしまったんだ！　こういうときは験を担いで新しいものにするんだろう！」

「そんなの百パーセント迷信に決まってんだろ！」

「さっきから気になって気になってしょうがない!!」

「だったら今着替えてこいよ!!　まだ準備に時間かかるみたいだから丁度いいだろ!!」

「……」

「なんだよ」

「……どうすればいいんだ」

「は？」

「何色が一番運勢を上げてくれるんだ？　リボンの付いている方、付いていない方、どっちの運勢が強いと思う？　あと花柄とストライプならどっちが強い？　やはり刺し繡しゆうには人の気持ちがこもるのか？　千人針とも言うし……なあ？　なあ!?　答えてくれ!!」

　前後にがくがく揺すられた。

　……。

「全部自分で決めろ!!」

「引っかかることがあれば全部聞けと言ったのは貴様の方だろう!!」

「そんなに大量の下着をストックしてるなんて思わないだろ!!」

「……しかし」

「まだ何かあるのかよ」

「運の悪い下着で死んだとしたらどうする？　死んでも死にきれなくないか？　もし下着のせいで死んだ、あのときあの下着にしておけばと後悔したらどうする？」

　一瞬。

　一理、あるかもしれないと、思った。

　前の世界、俺たちは運が悪かったのかもしれない。

　そしてその一いち因いんは、下着にあったのかもしれない。

　いや、あの日はどういう下着でも、結局死んでしまっただろうけど、もしかすると、日々運の悪い下着を選び続けたことが、積もり積もってあの理り不ふ尽じんな死につながったのかもしれない。

　……。

　そんなわけない、と思う。

　でも、そういうことにまで気を配るのもまた、俺の仕事なのかもしれない。

　サラの言うとおり、何か一つでも後悔を残せば、死んでも死にきれないのだから。

　それがどんなにくだらないことでも、だ。

　しかし。

「……動きやすいのにしておけ。見た目は知るか」

　死ぬかもしれないがゆえに、アドバイスは身もふたもなかった。





　　　　＊






　馬車鉄道で半日というのは、通常の死獣討伐じゃちょっとあり得ない。そもそも、皇国は交通に関してはかなりの先進国だ。しかも皇国が小さい国であることもあいまって、長い時間の移動に誰も慣れてなどいない。俺だってあまり経験のないことだ。

　そんなわけで、俺はとにかくレキ姉が心配でならなかった。

　酔ってリバースしてしまうのは仕方ない。

　だが、人間の胃はそんなに丈夫にできてないはずなのだ。

　が──。

　予想に反して、臨時停車は二回だけで、後は順調にルートを消化していた。

　前回の世界に比べ、レキ姉の胃腸は強くなっているのかもしれない。

　──けれども馬車鉄道区間を抜けて、再び普通の馬車に乗り換え、道が悪くなり、ガタガタと揺れ始めると、流石に三回目は近くなってきた。

「……アルさん、私、あなたに、聞きたいことが……色々、あって……早めに行動して、早めに帰って、聞こうかなって……思ってたんですが……もう、ダメみたいで……」

　戦場で死にかけている兵士みたいだった。

　顔は青ざめてるし、時々白目をむきそうになっている。

「……昨日のことでしたら、誤解です」

「ご、誤解っ……!?　誤解であんな……うぷっ！　あんな……」

　ちゃき、という音がした。

　サラが剣に手を触れた音だった。

「やめなさい、サラ」

　ティーアが言う。

「だがアルヴィド。やはり私は聞かねばならん」

「もう何でも聞けよ」

　若じやつ干かん投げやりに言う。

「貴様、中ちゆう尉い殿どのに何かしたのか？」

「レキ姉に？」

「昨日の夜だ。貴様がミーシャの部屋に入った後、しばらくして中尉殿が入っていって、真っ青になって出て行った」

「……見てたのかよ」

「な……何事かと思ってな。うん。貴様が、珍しく夜に、それもミーシャの部屋に入っていくから、は、破は廉れん恥ちな行為に……及ぶのではないかと、心配して……な」

　サラが赤くなって目をそらす。

「肝かん心じんなところは……見えてなかったが……しかし、相当、大胆なことをしたのではないか、と……その後の中尉殿の表情で、分かった」

　……いや、確かにアレはかなり破廉恥だった。

　俺はミーシャに足を舐なめさせたのだ。

　青ざめていたレキ姉が、叫ぶ。

「私は……何も……見なかったことにします！　うぷっ……」

「や、やっぱり、貴様、何かやったのか!?」

「や、やってねー！　やってねーよ！」

　はぁーあ、とティーアの大きなため息。

「貴女方、本当に好きですわね、そういうゴシップが」

「なんで貴様はそんなに落ち着いている」

「……アルがどうなろうと、アルが誰とキスしたりいちゃついたりしようと、わたくしには関係ないからですわ。別に、うらやましいとか、悔しいとか、そういうことは思いませんわよ。……っていうか目の前でいちゃつかれるのが不ふ愉ゆ快かいなだけですわよ、サラ」

「いちゃついてなどいない！」

「下着の色から柄に至るまで聞くその間柄がいちゃついてないとでも!?」

　ティーアが馬車の椅子を叩く。

　揺れる。

　うぷっ、というレキ姉の声。

　さっきの──聞かれてたのか。

　……当たり前か。

「それに、昨日の晩のことは、一部始終を聞いていましたけれど、いやらしい声なんかは聞こえてきませんでしたわよ」

「貴様、聞いていたのか」

「覗のぞいているよりはマシですわ」

「聞き耳を立てる方が……そ、その、いやらしいだろう！」

「違いますわよ！　覗きの方が変態ですわ！」

　壁に耳あり障しよう子じに目あり。

　──日没以降の小隊本部三階は、女の子の空間。

　ルールを破った代償は、こういう風に返ってくるのだ。

「そ、それより、レキ姉──」

　俺が話題を変えるべく、レキ姉の方を向くと──もう、息も絶え絶えだった。

「私……私、いつまでも、あなたたちの……お姉ちゃんで、いられると、思ってましたが……やっぱり……そんなことはなくて……み、みんな、大人になっていくんだって……うぷっ！　思っ……ぅ……うっ!!」

「馬を止めてください！」

　俺は叫ぶ。

　馬のいななく声。

　急停止。

　そして停止するが早いか、馬車の近くに、銀色に光りながら落ちていく、美しく小さな滝が現れた。

　これから先も、灰色がかった黄土色の道を、ひたすらに進み、また何度もトンネルを抜けていく。

　竜の巣は、その果てにある。
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　三回の臨時停車を経て、俺たちは竜の巣の手前までやってきた。

　竜の巣は円形の、堀のような谷に囲まれていた。どの谷も、底が果てしなく暗く見えないほど深く、そのすべてがほぼ垂直に切り立っている。

　上から見れば、ドーナツ状に見えることだろう。

　その竜の巣の開口部には、アーチ状の巨大な橋がかかっていて、その橋を渡れば、巣の内部に入れるということになる。

　どう考えたってたどり着けないはずだった場所に、何百年もかけて、何千人もの犠ぎ牲せいを出しながら、トンネルを掘り、そして、長い長い石造りのアーチ橋を作ったのだ。

　竜がいるという伝説を確かめるためだけに。

　馬車から降り、アーチ橋を進む。

　かなり長い。何十歩というレベルではなく、皇都で一番高い時計塔を横倒しにしてもまだ足りないぐらい長い。幅は十人ぐらいが並べる程度。重量の関係で馬車は通れない、と書かれた看板が、ご丁寧に突き刺さっていた。

　半分まで来たところで、レキ姉は立ち止まった。

「入ったら竜はすぐそこにいます。剣を持ってる人は抜刀して、そのままゆっくり進みましょう。ティーアさんは杖を用意しておいてください。特に氷系魔法の用意を。──ここから先、私が案内しますので、他の皆さんは、下がって！」

　意外なほどの頼もしさを感じる宣言。

　そして付き添ってきた軍関係者が、敬礼して一歩下がる。

　さっきまで谷底に、朝食を流し込んでいた人とは別人のようだ。

「……レキ姉、竜の巣に来たこと、あるんですか？」

「はい。えっと、その、下見で」

　噓だ。

　下見なんかじゃない。一度来たことがある、程度の振る舞いではない。

　じわじわと浮かび上がっていく矛盾点。

　その最たるものは──サラやティーアの魔術劣化ではなく──レキ姉も関わっていると思われる「竜の巣計画」そのものにシフトしていく。

　レキ姉も関わっているのか。

　あのヒゲやミーシャだけでなく。

「ぼさっとしてないで。早く剣を抜け」

「あ、ああ、うん」

　慌てて剣を鞘から抜くついでに、サラとティーアの姿を見た。

　変わっていなかった。

　凜り々りしく美しい戦う乙女おとめ。

　ああ、滅びたあのときと全く同じじゃないか。

　よく見たら、剣の握り方がちょっと違うけど、──まあ、ご愛あい敬きようか。

　そういえば、その横で、ミーシャは特に何か考えている様子でもなく、短い剣を持って、立っていた。

　──何度も戦っているから。

　言われてみれば、何の緊張もしていないようだった。

「準備は良いですか？　作戦説明をします。これが一回目の戦いですが、二回目、三回目と役に立つ情報なので、しっかり聞いてください」

　戦い方──か。

　魔剣と恐れられたサラの剣を打ち返し、ティーアの呪文詠唱を受け付けないような竜にも、いくつか弱点がある。すなわち、

「氷魔法──《アルジエ・トムニア》が有効ですので、ティーアさんはそれを使ってください。あと、サラさん、剣で竜の肉を斬ろうとしないで。表面に傷をつけるだけで、十分なダメージになります。竜は肉厚ですが、その肉は外気に対して脆ぜい弱じやく。むしろ肉を切ろうとして、剣を失う方が恐ろしいです。ダメージを与えたら、即座に離れて。竜が暴れて巻き込まれないように、それから口から出る炎に焼かれないように注意して。泥臭くても、氷魔法で凍った場所に斬ざん撃げきを繰り返す、これで行きます」

　俺はぽかんと口を開けながらレキ姉の説明を聞いた。

　完璧なほど的を射た説明だった。

　俺たちは前の世界で、滅亡直前にぶっ続けで死闘を繰り広げる中で、なんとかその戦訓にたどり着いたのだ。

「詳しいですね」

　ここまで来ると、この世界では「竜の巣計画」にレキ姉が参加していることに疑いはないのだが──。

「あの、研究者の皆さんが、色々研究してまして」

　言い慣れた言い訳。

　そんな感じだ。

「で、俺はどうします？」

「アルさんはミーシャさんと二人一組で、ミーシャさんの指示に従い、別働隊として竜を攻撃してもらいます。えっと、少々の急激な高度上昇にも、耐えられましたよね、確か」

「なんとか」

　空中を飛ぶのは魔術師の専売特許だが、その移動可能距離は大して長くない。

　ただ、俺にはちょっとばかり自信があった。

　サラが剣、ティーアが呪文に精通しているように、俺は飛ぶことに自信がある。

「じゃあ可能な限り、竜の攻撃から守ってあげてください」

「分かりました」

　飛ぶことは大きなリスクを伴う。攻撃の直撃を受けると、即座に自由落下を始める。最悪の結末は墜つい落らくだ。

　でも、相手の攻撃を少し逸そらすだけでそれは防げる。墜落途中に拾い上げることもできる。適切に対処すれば、リスクは減らせる。

「最後に。竜から出る光が、時々途切れるようになったら、作戦終了です。そこまでで、いったん帰還してください。深追いは厳禁。いいですか？」

　うなずく。

　そしてレキ姉は、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「──申し訳ありませんが、私の魔力は、竜にはとうてい及びません。ここからは皆さんに戦ってもらいます。私は、この開口部で待ってます。もし、作戦がまるで通用しないとか、緊急の用事があったら、呼んでください。途中撤退もできますから」

　賢明だ。前の世界ですら、レキ姉の魔力は全盛期をとっくに過ぎていて、「ないよりマシ」ぐらいの扱いでしかなかった。

　俺たちは直ちに了解し、竜の巣の開口部へと向かう。

「……なあ、聞いていた話と違わないか？」

　サラが小声でつぶやく。

「何がだ？」

「中ちゆう尉い殿どのだ。まるで何度もここに来ているようだ」

「ああ」

「この任務、私たち以外に、以前……誰かが担当していたのか？」

「……だよな」

　違和感は俺以外にも伝わっているらしい。

　誰もあまり笑う気にはなれない。

　けれど、ガチガチの緊張──といったものからは、解放されていた。

　開口部に入る直前で見上げる。

　それは──高く、高く、空の雲の上まで伸びる──細長く、丸い塔。
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　竜の巣に入る。

　開口部から竜のいる場所に行くまで、やはり先ほどの橋の、半分ぐらいの長さのトンネルを抜けた。

　巣というにはあまりに分厚すぎる。

　どうやってこの檻に竜を閉じ込めたのか。

　竜を置いておき、その周りに塔を作った、と言った方が正しいように思える。

「ひっ……」

　ティーアが思わず声を漏らしていた。

　竜が、炎を吹いている。

　次いで地面が激しく揺れる。思わずつまずきそうになるが、なんとか地面を踏みしめ、耐える。揺れた衝撃で、竜の巣の壁から、小石がパラパラ落ちてきた。

　そう、ただの死獣なら、こんな攻撃は絶対ありえない。

　もはや他のメンバーも悟ったことだろう。こいつは味方なんかじゃない。世界を滅ぼす竜なのだ。

「大丈夫だ。炎は上方向にしか吹けない」

　俺は冷静に見上げる。

　しかし、一匹だけか？　巨大な竜は、確かに前の世界を滅ぼした竜に違いないが、竜の巣は予想外に狭く、そして予想していた小さな竜はどこにもいない。

　この狭い空間に閉じ込められていれば、竜は火か焰えんを下方向に吹いたりはしない。

　だがサラは顔を引きつらせる。

「そ、そう言われてもだな……」

「ビビるな。炎を下方向に吹いたら、竜は自分の身を焼くことになるだろ。だから上から攻めない限り──下にいる限り炎は当たらない」

　サラとティーアが見つめてくる。

　なぜ知っているのか、と。

　竜の巣については、俺も初めてだ。とんでもない所に来たと思った。

　だが竜については、戦った記憶がまだ、生なま々なましい。

　俺は二人の疑問を打ち消すように、叫んだ。

「レキ姉の作戦通りいくぞ！　ティーア！　まず詠唱しろ！」

「え、ええ、《アルジエ・トムニア》──!!」

　ティーアの呪文詠唱と共に、杖の先から竜に向かって氷魔法が飛ぶ。これで竜を凍結させ、思いっきり剣を叩き込めば──しかし凍ったのはわずかにしっぽの先だけ。

「ぜ、全然効いてませんわ……！」

　ティーアがうろたえているが、俺は叫ぶ。

「そんなもんだ！　諦めるな！　やり続けろ！　サラ、凍ったところを片っ端から斬りつけていけ！」

「わ、分かった！」

　サラが剣を振り上げ、叩き込むが、斬ざん撃げき音おんは、ざくっ、という実に間抜けな音だった。

「くそぉっ……！　ええいっ！」

「落ち着け！　肉まで斬るな！　言われたことを忘れたのか！」

「……あ、ああ！」












　いかんせん今回は戦力が激減している。サラの剣はにぶい光を放つだけでダメージは与えられていないようだし、《アルジエ・トムニア》は本来、竜の半分ぐらいは凍らせることのできる呪文だ。

　竜の反撃はほとんどない。この程度、反撃の価値もないということか。

　ミーシャが俺の袖そでを引っ張る。上を指さす。俺は直ちに意味を悟さとる。

「お前らはとりあえず下でダメージを与えとけ！　俺たちは上に行く！」

　俺は飛ぶために意識を集中させる。

　その瞬間だった。

　ミーシャの背中に、透明の羽が生えた。

「あ──!?」

　そんなバカな、と思っているうちに、みるみるミーシャが竜の頭の付近まで上昇する。俺は必死で上に飛び、掩えん護ごしようと試みるが、力が衰えているのか追いつけない。ようやく飛べたと思った次の瞬間にはミーシャが短剣で竜に斬りかかっていた。

　──掩護なんているのか？

　そう思わざるを得ない。俺は空中にいられる時間が切れそうになるのを感じ、いったん壁の出っ張りに待避、もう一度ミーシャの様子を見る。

　タコ殴りにしていた。

　竜の鱗が飛ぶ。皮膚が次々切り裂かれる。竜の赤い肉がそこかしこで露出し、竜の口から甲高い咆哮が飛び出す。緑色の光に包まれていた竜の巣が、時折火焰で赤く照らされ始めた。攻撃に翻ほん弄ろうされているのか、吐き出す火焰は散発的で力ない。緑のオーラは徐々に消え、赤みが増えてきた。

　俺はあっけにとられてそれを見ている。首から上の、容易には近寄りがたい場所で、見事に反撃を躱かわしながら戦っている。ミーシャの攻撃は明らかに手慣れていて、こっちが手助けすれば逆に足を引っ張りそうだ。

　なんというか、あまりにも凄すぎて、スカートを激しくはためかせながら戦う中、終始丸見えのぱんつばかりが気になる──あれ？

　なんだあれは。

　ぱんつじゃない。

　水着だ。

　そうか。やられた。今度の世界のレキ姉は策士だ。跳ちよう躍やくしたらスカートの中身なんて丸見えに決まっている。水着なら見られても何の問題もない。それにブラもつける必要がない。好きなだけ運動しても、制服が破れまくっても、下は水着だから全然平気。

　やられた。まさか繊維産業先進国の皇国の製品が俺の下心を出し抜くとは。

　……独自行動を取るか。

　もはやミーシャに掩護は必要ない。彼女にとっては一方的すぎるほどの戦いだ。俺も前の世界で多少は戦った。剣を取り、首を叩っ切ってやる。

「よくもぉっ──！」

　跳躍。弱点は鱗の切れ目。狙いを定め、剣を振り上げ、振り下ろす。

「滅ぼしやがって!!」

　ざくっ、と竜の硬い皮膚に剣が食い込んだ。

　切れ味はイマイチだが狙い通り。鱗の切れ目にクリティカルヒットした。

　瞬間、竜の出す光が、オレンジ色に変わる。

「やった!!」

　確かな手応え。

　俺は竜の頭を剣でめちゃくちゃに斬りつけているミーシャを見上げる。もう十分だ、いったん引こう、そう目で合図する。

　ミーシャはうなずく。素早く二人で竜から離れ、咆哮に耳をつんざかれそうになりながら、地上へと降り立つ。ミーシャはスカートの中に指を入れ、水着の食い込みを直す。

　その間、サラとティーアが、しっぽをバシバシ殴っていた。

「終わりだ、撤収するぞ」

「ま、まだこの程度しかやってませんわ……えっと、《アルジェ・テアム》！」

　ティーアが叫ぶ。

　……竜の表面ではなく、サラの剣が凍り付く。

「な、何をやったんだ貴様！」

「詠唱ミスだ。帰るぞ」

　俺はティーアとサラの肩を叩く。

　竜はダメージを受けるほど、光が明滅する。初出撃としては、そこそこやった方だ。

　なんとか戦える。滅亡も、避けられるかもしれない。

　問題は、どれだけ時間があるのか。前の世界よりは、かなりあるはずだが──。
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　──しかし、なんだってレキ姉はあんなに竜について知っているんだ？

　二階、ブリーフィングルームの机に肘をついて、ぼけーっとしながら、考えようとするが、どうにもまとまらない。

　ぶっつけ本番で玉ぎよく砕さいした、前の世界のレキ姉と違いすぎるのだ。

　性格はさほど変わっていないけれど、竜に対する態度がまるで違う。落ち着き払っていて、戦略も的確で、妙に手慣れている。まるで何度も通い、知り尽くしたかのように。

　おそらくは──レキ姉も、ミーシャと一緒に何度か出撃していて──。

　ならばレキ姉も、前回世界を滅ぼした、あの「竜の巣計画」の一員なのか？

　しかし、どういう理由で？　「竜の巣計画」は、前回と今回でそんなにも違うのか？

　すると、いつの間にかサラが右隣に座っていた。

「なあ、アルヴィド。貴様に聞きたいことがある」

　そして挟むように、ティーアが左隣に座る。

「わたくしも。話を聞かせて欲しいですわ」

「え──？」

「貴方あなた、竜とは初対戦ではないでしょう？」

「……な、何のことかな、はは」

　不用意に言うなと言われている。だから言わない。

　しかし俺も、隠し事はそう得意ではない。レキ姉ほどじゃないにしてもだ。

　いや、今の返し方からすれば、同じぐらいか……。

「隠しても無駄だ。聞き出すまで解放しないからな」

　ずい、と身を乗り出してサラが近づいてくる。

　……えらく顔が近いな。

「え、いや、だってさ、それだったらミーシャに聞いて──」

「ミーシャは特別だ。一年前、小隊に編入してきて、死獣との戦いでもあれぐらい活躍することはあった。だから、ああいうことがあっても不思議ではない」

「じゃ、じゃあさ、レキ姉」

「中尉殿はおそらく上の指示を、そのまま流しているんだろう」

　ああ──。

　そういう考え方もあるか。にしては慣れすぎているように思えるけど。

「だが！　貴様だけは説明がつかん！」

「え、ええ？　そうか？」

「貴様は普通の魔術師だっただろう。そりゃ私たちよりも、確かに強かったが──あれほど竜に対して手慣れた攻撃をするのには、何か理由があるはずだ」

「う、うーん……」

「そうですわ。それに……何か、ここのところ……そう、竜がどうのこうのという話の前後から、貴方、おかしくなってません？」

　参った。隠せそうにない。

　俺は助けを求めるように、ミーシャに視線を送ったが、戦い疲れたのか、机に突っ伏して眠っている。

「……本当に、教えられない事情がありますの？　それでしたら、無理にとは言いませんわよ。でも、心配なんですわ。……っていうか」

　ティーアがジト目でサラをにらむ。

「なんだ、私が何か悪いことでもしたのか」

「そういえばアルは帰り、わたくしたちと別の馬車でしたわね。──サラが帰りの車の中で、『大丈夫なのか』だの『心配だ』だの、しきりに言ってくるんですもの……相手するのも、疲れましたわよ。『もし何かあったらどうするんだ～！』って……」

「な、わ、私は別に！　ただ単に、その、仲間として心配してるんだ！」

　別に気になるとかじゃないんだからな、とサラが机を叩く。

　──こいつらには、あまり心配をかけたくない。

　しかしヒゲに口止めされている以上──。

　ええい。

　何を考えているんだ。ヒゲだって、俺の身が危なくなるのを警戒して口止めしているだけだろう。こいつらを心配で苦しめてまで隠すほどのものじゃないはずだ。

　ただ、情報料だけはもらっておこう。

「──わかった、言う。けど」

「けど、なんだ」

「お前は結局、どのぱんつを選んだんだ」

　サラは赤面し、ティーアは額に手を当てた。

「……パステルブルー。リボンフリルレースなし。お前のアドバイス通り、運動性の高いものだ。見ても何も面白くないぞ」

　俺は腕組みして、部下の報告を聞き終えた将軍のようにうなずいた。

「……ありがとう、全部話すよ」

「な、な、納得いかん！」

　サラのポニーテールが上を向き始めた。

　怒ど髪はつ天てんをつく。

　ティーアが後ろから羽は交がい締じめにして、ポニーテールは下を向いた。

「で、どういう話ですの？」

「──俺は、滅亡した世界から来た」

　これで、この秘密をバラしたのは、ヒゲ、ミーシャに次ぐ三人目と四人目だ。

　そろそろこの「告白」にも、慣れが来そうだ。

「……つまり、二人のアルが、ということですの？」

　俺は首を横に振る。

「そう焦るな。前回の世界では、竜に世界を滅ぼされた」

「あの──竜に、か」

「そうだ。今日出撃して、倒しに行った、あの竜に、だ」

　二人は深刻な面おも持もちでうつむいた。

「俺は幸運にも、最後まで生き残ったけど、滅亡する世界の中で半なかば焼かれてた。意識を失ったと思ったら、どういうわけか、ここに来てたんだ。──頭にでかいたんこぶを作ってな」

「……この世界の未来から戻ってきた、というわけではなくて？　つまり──信じがたい話ですけど──時じ間かん遡そ行こうした……とか」

　ティーアの言葉に、首を横に振る。

「いや、時間遡行じゃない……らしい。俺は前の世界から、よく分からないけど──神、みたいな奴に、転てん生せいさせられたんだ。……本当は、この世界に再び生まれてた、つまり俺はもともといたんだけど──」

「待て。分からん」

「……要するに、今の俺は、元々の俺にかつて滅びたときの記憶を足したものだと思ってくれ。もとの俺も、転生してきた俺も、互いに夢を見ていたんじゃないかと思えるけどな……」

　サラが三十秒ぐらい考えた後、うなずいた。

「分かった。で、どうなんだ、今回の情じよう勢せいは」

「まずい。前回の世界より、俺たち三人の能力が落ちてる。しかも前の世界に比べれば、最弱レベルだ」

「…………」

　二人が黙った。

　そして、サラの方が口を開いた。

「……ということは、私たちは、前の世界では──強かったのか」

「その通りだ」

　けれど、俺は、あまり素直に肯定したくなかった。

　魔術のことで、サラたちをうっかり責めて、傷つけたくないと思いつつあった。

　お前らは無能だと言ったところで、全く意味がない。

　これでも、一番頑張っていて、軍の中でも、一番魔術を使える方なのだ。

「……ふむ。ということは、ええと、お前のいた世界での私たちぐらいの力があれば、あの竜は──」

「──だから、倒せなかったんだよ」

「は？」

「前の戦力でも倒せなかったんだ。だから滅亡した」

「……今の、私たちよりも、遙はるかに強い……魔術師だったはずなのにか？」

　うなずく。

「……だ、だったら、まずいんじゃないのか」

　サラは青くなり、そしてティーアも、同じように青ざめていた。

「……ですわね。わたくしたちの力が……弱くなっているということは、竜には……絶対に、勝てない、ということで……」

「待て。事態はそう単純じゃないんだ。今回の世界はちょっとしたイレギュラーが続いてて……俺自身、この先どうなるのか、分からなくなってる」

「どういうことですの？」

「俺も最初はそう思った。世界最強の魔術師集団でも勝てなかったんだ。俺たちが全然ダメなら、勝ち目はゼロに等しい──でも、お前らが弱体化したことよりも、さらに大きく違う点がある」

「大きく違う点……？」

「まず時間だ。前は手遅れで出動することになったけど、今回はまだ竜の巣が崩れていないうちに出ている。……ただ、それは単に、誰か……もしかしたらヒゲがたまたま早めに気づいただけかもしれない。でも、今回、時間的余裕が多いことは疑いない」

　俺はそう言うと、ミーシャが線でも切れたかのように眠っているのを確認し、そして続けた。

「しかしミーシャ、あいつは前の世界にいなかった。あれだけ竜と戦えているし、今回の世界の鍵になると思う」

　ティーアは口元に手を当てながら、ささやく。

「……わたくしも、そう思いましたわ。何か、変だと」

「貴様の方が変だから、最初は貴様に聞こうと思ったんだがな」

　ミーシャは全く起きそうにない。

　後で部屋に運んでやらないと、などと思う。

「……実は、ミーシャに関しては、俺もあまりよく分かっていない。なんせ前の世界にいなかったから、俺もあの時の夜が、最初のまともな会話だ」

「さ、最初のまともな会話で、破廉恥なことまでさせるのか!?」

「落ち着け！　あれは！　レキ姉が勘違いしただけで！」

　でも、やっぱり足を舐められるっていうのはまずいよなあ、と思う。

　まったくもう。

「ともかく。それともう一つの問題は、レキ姉だ。レキ姉はミーシャと違って、前回の世界と共通して登場する。そしてレキ姉は、前回の世界とかなり……違う」

「ほう……中尉殿が？」

　興味深そうに、しかし真剣に二人が身を乗り出す。

「いいか、レキ姉はあんなに頼もしかったか？　毎回戦略をきっちり立ててくるような人だったか？　どうでもいい任務まで断り切れずに持ってきて、毎回『ふぇぇ』とか言って頭を抱えてそこら辺に縮こまってなかったか？」

　俺は即座に肯定的な返事が返ってくると思っていた。

　が、やや困惑が混じっていた。

「……大体はそうだな」

「ええ……」

「……え？　違っていたか？」

「いや……そうじゃない。貴様が言うとおり、中尉殿は大体頼りない人だった。でも、頼りないというよりは……」

「やる気がない人、でしたわね」

　──ん？

　どうやら俺は、肝心な記憶を吹っ飛ばしてしまったらしい。つまり、俺の前の世界の記憶にあるレキ姉は、二年前に、新・魔術師小隊が結成され、その指揮官に当てられて、とても張り切っていたのだ。

「でも、ミーシャが来てからおかしくなったな」

「そうですわね。急に、あなたたちのお姉ちゃんとして、責任が、とか言い出すようになって、色々とやる気を出し始めて……」

「迷惑だったこともあったな」

「……不器用ですわよね。元々、それほど他人を気遣うのに慣れていないのに。無理しているのが見え見えですわ」

　俺は──。

　サラたちが魔術師としての力を失っていたことより、大きな衝撃を受けた。

　だって、あのレキ姉が、やる気のない姿を見せていたなんて。

　──いや、確かに俺の記憶は……なくなっている。この世界の俺なら知っているはずだ。なのに。

「……俺のいた世界では、いつでも過剰なぐらい張り切ってた。それが良い結果になることは、あんまりなかったけど……みんなのお姉ちゃんだから、みんなを守るとか、そういうことばっかり言ってた」

「ええ、そうですわ。確かにレキ中尉は、そういう感じになりましたわよ。ミーシャさんが来てから。いきなりなので、最初は戸惑いましたわ。何があったのか、って」

「そ、それ以前は──」

「小隊の管かん轄かつ士し官かんは、あくまで任務、という感じだったな。元々頼りないから、住み込みのハードワークに耐えられるのか、とも思っていた」

　ティーアが同意する。

「耐えられるのか、というより、耐えられてなかったですわね、実際」

「時々目が死んでいたな」

「その頃は──小隊本部に住んではいましたけど、軍本部に詰めていることが多かったですわね。共同生活している以上、それなりに『お姉ちゃんらしく』してはいましたけれど、積極的にわたくしたちに関わろうという感じではありませんでしたわ」

　そんな、と思った。

　しかし一方で、そうかもしれない、とも思った。

　実のところ、俺はレキ姉について詳しく知っているようで、その実、「魔術師小隊以前」のレキ姉については全く知らない。前の世界でも魔術師小隊結成の前は──もしかしたら、こいつらが言っているように、事務的な性格だったのかもしれない。

　──とすると。

　レキ姉は、ミーシャが来てから性格が変わった。

　逆に言えば、ミーシャという存在がレキ姉を変えた。

「そいつは……随分前の世界と違うぞ」

「……まぁ、わたくしたちも変に思いましたわよ。あんなに変わるなんて。でも何を聞いても教えてくれませんでしたから」

「やっぱりヒゲか」

「ですわね。あのヒゲ面が、握ってるんでしょうね。ミーシャさんがここに来た理由、レキ中尉の性格が変わった理由」

「それと、なぜか竜の巣の崩壊を予よ見けんして、早めに竜の討伐に行かせている理由──」

　サラがうなずいた。

「四つか」

「三つだよ！」

　しかし、奇妙なことになった。

　元々「竜の巣計画」というのがすべての元げん凶きようであるのは疑いない。だが、その計画にレキ姉が「巻き込まれた」という次元ではなく、「関与している」という次元で存在しているとなると、話はまるで違ってくる。「不幸にも竜の討伐を任された」のではなく、「何らかの事情で俺たちをも巻き込み始めた」ということになるからだ。

　──これはただの転生じゃない。

　そっくりなようで、何かが違う世界で、今度こそ勝利を摑つかまないといけないのに。

　何も知らないと思っていたレキ姉が、どこかで一枚嚙んでいる。そして俺はその情報を忘れている。

「それよりアルヴィド、戦い方を教えてくれないか」

「戦い方？　ああ、竜とのか？」

「そうだ。……正直、全く戦えなかっただろう、私たちは」

　二人とも真剣な表情だった。

「いや、あんなもんだって。俺とミーシャがなんとかするからさ、」

「そういうわけにはいかないだろう！　片方が倒れたら、どうするんだ!?」

「……」

　俺は思わず気け圧おされた。

　が、すぐに口を開く。

「けど、俺だって前の世界で何度か戦って、その記憶が──」

「違う！」

　サラが一いつ喝かつした。

「……お前が私たちを守ってくれる以上に、私たちだってお前を守りたいんだ。たとえどんなに弱い力であってもだ。この気持ちは噓じゃないんだ」

　サラはわずかに涙ぐんでいた。

「滅亡するかもしれない戦いの中で、お前とミーシャの二人が倒れたら、私たちはどうしようもなく、なすすべもなく世界の滅亡を見守らなければいけなくなるんだ。皇国に住む、何百万の人々も、世界に生きる何千万という人々も、誰も助けられなくなるんだ。私たちには力がない、だから力が欲しいんだ」

「……」

「悔しかったんだ。今日、何もできなくて。お前らが戦っているのを見て。なんで私たちには何もできないんだって」

　その感想は──。

　俺が、前の世界、滅亡間際に思ったことと、同じだった。

　俺よりも遙かに強いサラやティーアが、戦って戦って、力尽きていくのを見て、己の無力さをこの上なく恨んだ。

　さっき、下の方で、竜のしっぽをやっつけていたサラとティーアは、上の方で戦う俺とミーシャのことを、そのように眺めていたのだろう。

　俺は強い自責の念を抱いた。

　──謝ろう。

「……すまん。

　そんな思いをさせたとは思わなかった」

「あ、いや、……私も、言いすぎた」

　俺とサラがしょんぼりしていると、ティーアが言った。

「仲のよろしいこと」

「そ、そうじゃなくてだな！」

　ティーアがつん、とサラの額をつつく。

「いいかしら？　わたくしも貴女の意見に同意ですわよ。悔しい思いをしたのは同じ。どうしてわたくしには、アルほどの力がないんだ──って」

「うん……よし、じゃあ明日、実じつ地ち研けん修しゆうといくか」

　とにかく。

　俺はこの戦力を、何とか使い物になるようにしないといけない──。
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「レキ姉、何かクエストみたいなのは来てないですか？」

　朝飯を小隊全員で食いながら、俺が聞いてみると、レキ姉はあんぐり口を開けた。

「は!?」

「いえ、ですから、こう、死し獣じゆう討伐的な」

　クエスト──というとかなり古くさいが、今でも所属を持たない魔術師は死獣退治のクエストを受け、報ほう酬しゆうをもらっている。それに、民間の手に余ったクエストを軍が受注する、ということはさほど珍しいことではない。──ただし最近は、死獣の数が減ったせいか、無所属の魔術師は別の仕事を探すようになり、クエストという言葉も聞かなくなりつつある。加えてその減りつつあるクエストを、民間がまず消化してしまうせいで、俺たちがクエストを自分から受けることは、ほとんどなくなった。

　この話は、俺の中にある二つの記憶の間で矛盾を起こしていない。レキ姉も違和感を覚えなかったようだが、しかし、首を横に振った。

「……しばらく、来てないですね……」

　とレキ姉はがっくりと肩を落とした。

「でも、それにしたって、一つか二つぐらいは」

「……ないと思います……」

　レキ姉はしょんぼり言った。

「なあ、」

　俺はサラを見つめる。

「なんだ」

「お前ら、無能なんじゃなくて、本当は何か悪いことしたんじゃないのか？　死獣が名前聞いただけでごめんなさいするような何か」

「してない！　だいたい、そんなことをしていたら、私たちは英雄だろう」

「それもそうか」

「それに、戦せん果かを上げないと給料も出ない。そのことは貴様もよく知っているだろう」

「確かに……」

　魔術師小隊の給料は基本給プラス歩ぶ合あい制せいである。そしてその基本給はとってもお安い。

　共同生活で切り詰めてやっていっても、なお足りないぐらいだ。

　まぁ滅亡を前にして、手当がどうのなんて、どうでもいいけど。

「てか、それじゃあ、お前ら暇じゃないか」

「……別にそんなことはない。暇なときはバイトもしている」

「まさか」

「目の前の酒さか屋やだ」

「……よくあんないかがわしいところで働けるな」

「ぐ、軍は副業禁止なんだ!!　バイトするならあそこしかないんだ!!」

　それもそうだった。

　あれは軍の出先機関なので、バイトするぶんには全く問題ない。

　微妙にいかがわしいメイド風ミニスカートの制服も、軍の服務規程に含まれているもので、決してヒゲの趣味で制定されたわけではないらしい。

「──私とて、行きたくて行っているわけではない。実家が遊んでいるんじゃないかと思って、軍の勤務履歴を見てくるんだ。出撃がしばらくないときは、あそこでバイトしたら、臨時で軍務に従事した履歴がつくからな」

「あら、そうかしら？　案外楽しんでいるように思えますけど」

「……か、可愛いからな、制服が」

　あっ。

　マジかよ。あのきわどいミニスカだけじゃなくて、使うべきニーハイソックスの種類とデザインまで指定されてるのに。

　ティーアも引いていた。

「……いや、ティーア、貴様もやっているだろう」

「わたくしは、不ふ承しよう不ぶ承しようですわよ……」

「ま、お前らなら、店の華にはなるよな……」

　意外と豪華メンバーになるかもしれない。

「と、そうじゃなくて……クエストもないとなると、研修コースにするか」

「研修コース!?」

　サラが叫んだ。

　やはりだ。この名前で震えるということは、この世界の彼女にも身に覚えがあるのだろう。

　研修コースとは……読んで字のごとくで、魔術師育成のための研修用道路である。具体的には、皇こう都とからローレント王国に行く貿易路の、旧道だ。

　昔は貿易商が普通に歩いていた道だ。普通の道と違うのは、死獣の出現率だけ。やたらとたくさんの死獣が出るので、トンネルの開通と同時に、新しく大きな道に切り替わったという経緯がある。それまで貿易商は、軍人や魔術師と連れ立って歩いていたのだ。

　この旧道には、誰しもいろんな思い出がある。

　新米魔術師は、必ずこの研修コースを徒歩でローレント王国まで行って、再び帰ってこなければならない。サバイバルも能力の一つだ。新道開通のおかげでめったに行ぎよう商しよう人にんも来ない場所で、ひたすら死獣狩りを重ねて目的地にたどり着くという、やたらストイックな修行を終えて新米魔術師は一人前の魔術師となる。

　倒しても倒しても現れる死獣、長すぎる距離、野宿のつらさ等々を知るとともに、かつて魔術師の先せん達だつが、どのように道を切り開き、身を守ってきたかを知る、歴史の授業でもあるのだ。

「だからさ、研修コースの先っちょだけだから。先っちょだけ」

「……いやらしい言い方をするなっ」

　サラは赤せき面めんした。可愛い奴だ。

「日帰りでできる範囲で行こう。さっさと帰って夕飯にする。死獣を討伐途中で放っておいても、研修コースなら怒られないだろ。ミーシャ、お前も協力してくれ」

「わかった」

「じゃあ、レキ姉も──」

「あの、私は……すみません、軍の本部で、用事があって……」

「仕方ない、四人で行くか。竜狩り研修だ」

　いやそうな顔はしたものの、事態の深刻さは共有している。

　皆、それなりに真剣な顔つきになった。
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　うっそうとした森の中、道が続いている。

　ここは旧道でカーブが多く、アップダウンも激しければ死獣だらけと、新道に比べればずいぶん酷ひどい所だが、それでも新道が交通止めになったらここを使わざるを得ないし、自然に還ってしまったわけではない。

「さっくりレクチャーとするか……」

　だが死獣が現れる気配はない。

　野鳥のさえずりが聞こえる程度だ。

「……ええと、じゃあ、サラ、お前からだ。剣を抜け」

「うむ」

　サラが愛剣を抜き、構える。

「構え自体は合格だ。もっとも、あまり考えずに構えなくてもいいのが魔術師のすごい所。お前、ヒゲに教わったんだろ？」

「あ……ああ。私は剣が好きだったが、自己流で振っていたからな……」

「うん。魔術師の基本動作は、力学系と呪文詠唱の二つだが、その他に、飛ぶことと、あと、剣や杖を常人以上に自由自在に操る身体能力で構成されている。魔術師は誰でも飛べるだろう？」

「まあ……な」

　どうやら、それほど飛べないらしい。

　まあ、それ自体はことさら憂うれうべきことではないが。

「つまりサラが適当に剣を振っていたのは、それが魔術師の基本動作に入ってたからだ。適当に振ってもなんとかなる、これが魔術師と常人の違い」

　俺も、剣を真面目に習ったわけではないが、剣を得意とする奴らとは、ほぼ互角かそれ以上だ。

　考えもなしに体がすいすい動く──逆に言えば、これこそが魔術師かどうかを見極める試金石となる。

　小さい頃に子供が魔術師だと判明してしまうのは、こういう動作をするからだ。

「……なるほど」

「おい、今知ったのか」

「いや、勉強したつもりだが。……いや、したような……。あれ、した、かな……？」

「……もういい、お前が主に使ってる力りき学がく系けい魔ま法ほうの話をするぞ。サラ、お前は一般兵士の剣と、魔術師の剣がどう違うか説明できるか？」

　サラは剣をびしっと構え、真顔で、

「切れ味」

　と言った。

「──と、この程度の認識でも、才能があれば扱えるのが力学系魔法のすごい所だ」

「おい待てアルヴィド、今ものすごくバカにされた気がするぞ」

「……じゃあさっきの答えは？」

　再び真顔。

「切れ味の、鋭さだ」

　ダメだ。

「えー……ティーアの使っている魔法の特徴はだなぁ……」

「おい！　さすがに気になる！　教えてくれ！」

「冗談だ冗談。才能があるっていうのは本当だから、最後まで聞け」

「さ、才能が……？」

　サラの頰ほおがちょっと赤く染まった。

「……いちいち照れるな。俺が恥ずかしいだろ」

「あ、ああ……」

「質問を変えるぞ。……そうだな、馬車鉄道が、馬車と異なって、優れている点は？」

「……そりゃあ、揺れなくて速いことだろう。輸送量が増えて、大量輸送もできる」

「なぜだ？」

「レールがあるから」

「そうだ。そのレールこそが剣で、馬車の馬こそが魔術師なんだ。魔力はさしずめ乗客かな。剣は魔術師の魔力を大量に運び、相手に届ける。しかし馬がしょぼければ魔力の威力は落ちるし、もちろんレールが曲がっていれば──つまり剣の使い方が不適切なら──相手には届かない」

「……私はそんなまともな説明、初めて聞いたぞ」

「分からないでもできる、それが力学系魔法だ。実にすごい」

「ば、ば、バカにするなっ!!」

「してないしてない。分からないでもできてる時点で、才能があるんだから」

「……っ」

　今度は顔の全部が赤くなった。

　……まったく。

「それで、力学系魔法の最たるものは、重力制御魔法だ。こいつの特徴は？」

「……ものが軽くなったり重くなったりする……」

　ずいぶん自信なさげだ。

　……絞りすぎたか？

「そう、ものが軽くなったり重くなったりする魔術だ。馬車鉄道でいうところの、乗客だな。重力は、言うまでもなく、上下方向に働いている力だが……こいつを、剣の周囲だけいじることができる。──死獣、来ねえな……」

　実演しようと思っているのに、全く来ない。

「じゃあその辺の木でいいや。上から下までズバッと切れるな？」

「お安いご用だ」

「じゃあ、あれ」

　適当に指定した木に向かい、サラは剣を振りかぶって、振り下ろす。

　ずばっ、と縦に切れた。

「今、重力制御魔法を使っただろ？」

「使ったな」

「じゃあ、横に切ることはできるか？」

「……」

　さっきとは異なり、やや緊張した面持ちで木に向かう。

　で、切ろうとした──が、

「ぐっ……」

　ごつん、と音が鳴って、剣は木に食い込んでしまった。

「今回も使っただろ？」

「使ったはずだ」

「使ったけど、横方向には切れないわけだ」

「くっ……」

　サラがもう一度横に剣を振るが、ぐさっ、と木に食い込むだけだ。

「──と、こうなってしまうのは、サラが普段上下方向に、重力制御魔法を使っているからだ。剣が重力制御魔法で重くなっているから、縦の斬ざん撃げきは効果的になる。横は逆に重力が関係しないから、いくら重力を制御しても切れ味に関係ないってわけ」

「なるほど……」

　サラはいささかしょんぼりした。

「お前の話は、本当に勉強になるな」

「……ほんとに習わなかったのか？」

「魔術師の先輩なんていなかったんだ。──ああ、この話はしていなかったな。私は、小さい頃……両親が軍務で死んだ後、グラニス公こう爵しやくに引き取られた。通称──」

　淫いん乱らん公こう。

　皇こう都とでその名を知らぬ者はいない、かなり腐った男だ。

　数年前、山賊に襲撃されて死亡したが、あれは軍が淫乱公を止めるために山賊を雇ったという話まである。

「参ったな……そりゃうかつにスケベとか言えないぞ」

「いいんだ。それに私の両親は東方辺境領出身の元魔術師だ。軍務で死んだといっても、かなり汚い任務だったに違いない。皇都の公爵家に転がり込めたこと自体、奇跡だったんだ」

「よく抜け出せたな」

「私には、両親から受け継いだ剣があった。それ以外には何もなかった。奴はほとんど家にいなかった。正直言って、奴が私の顔を認識していたかどうかすら怪しい。私はずっと一人で屋敷の離れに住んでいた──」

「ってことは、育ちとスケベは関係なかったのか」

「う……」

　黙らせてしまった。

「いや、反論しとかないとこれからもスケベ扱いするぞ」

「……じ、実際、……奴からは、魔術も剣も、果ては文字すらも習わなかったが……同時に……別に……スケベなことを教わったわけでもない……勝手に私が書庫に入ったり……絵かい画がを見たりして学んだだけだ……」

「……そこまで白状すんなよ」

「反論ではなく言い訳をしておきたかっただけだ!!」

　まったく。

　……正直な奴だ。

「話を戻すぞ。竜と戦うときは、できるだけ垂直に斬ること。しっちゃかめっちゃかに斬ってたら、何のダメージも与えられない。魔術師の剣の振り方は、重力を常に意識して、そいつを魔術で操るという点で、普通の剣士と大きく異なってるんだ。だから重力の意識は魔術師なら絶対不可欠ってわけだ。いいか？」

「分かった。ありがとう」

　剣を鞘さやに収め、まずはサラへのレクチャーは終了だ。

「で、次が、呪文詠唱なんだけど、これはもう、あんまり言うことはないな」

「ええ。……って、そうかしら？」

「そうだろ。お前、たいていの呪文は使えるだろ」

「もちろんですわ」

「じゃあ、なぜ土ど壇たん場ばで間違えると思う？」

「……緊張で」

　ふむ……。

「そうかな？　呪文詠唱は、簡単なようで難しい。単語の羅ら列れつじゃないんだ。羅列じゃない一方で、文法も、呪文のもとになった神しん聖せい言げん語ごと同じというわけじゃない。お前が使っている杖は──多分一般的なものだと思うが──およそ数百年前の言語を認識して、魔術を発動するようになっている。どこで手に入れた？」

　ティーアが杖をまじまじと眺ながめる。

「これは……確か、そう、小隊に入るとき、中ちゆう将じよう閣かつ下かにいただいたものですわ」

「氷魔法アルジエ・トムニアだって、《アルジェト──凍れ》という命令と《オムニア──万物》という対象指定の合体だ。命令＋対象で成り立っている上、合体すると《アルジエ・トムニア》という文章に変化する。《ト》と《オ》が合体して《ト》だけになる。だから《オ》を入れてしまったりすると、杖が呪文を認識せず、詠唱は失敗になる。それどころか、誤爆を起こしたりもする」

「……」

　隣で聞いているサラが、白目をむいていた。

　奴には難しすぎるな。

「……ええと、つまり、長い呪文を成功させるには、どうしたらいいんですの？　長い呪文ほど多くのことができますし、多くの力を発揮できますわよね？」

「そうだ。でも、お前にそれができないのは、単語をつなぎ合わせているうちに、呪文は複ふく雑ざつ怪かい奇きな発音の変化を起こすことを忘れてる──もしくは知らないからだ。お前が詠唱をミスる理由はただ一つ、漫まん然ぜんとフレーズをつなぎ合わせているから。つなぎ目の変化を覚えて使わないと、短い呪文は成功するが、長い呪文は絶対に成功しない」

　ティーアは目を丸くして俺の話を聞いていたが、やがて全てを理解したのか、うなずいた。

「それより。基本は分かりましたわ。竜との戦いは、どうすればいいんですの？」

　そうだ。それが本題だった。

「そうだな……前の世界での経験を、簡単に話すから、ついて来いよ。──ああ、ミーシャ、俺の言うことに何かおかしい点があったら、指摘してくれ」

　ミーシャがうなずく。

　俺は話し始める。




　竜はとにかく皮膚を切り刻まれることを嫌う。特に鱗の切れ目が急所だ。だがその皮膚は硬さと弾力を兼ね備えているため、傷をつけることは容易ではない。氷魔法を使えば、その皮膚の弾力を失わせ、剣による斬撃の効果を数倍に引き上げることができる。

　竜が受けたダメージは、どうやら竜の放つ光に現れるらしく、ダメージを受けるごとに光が弱くなったり、あるいは消えてしまったりする。しかしまた光が強くなることもあり、時間と共に回復していくようでもあるようだ。

　──ミーシャが注釈。「どうやら」ではなく、「間違いなく」だそうだ。

　一方、竜の攻撃は、口から出る炎の他は、こちらにダメージを与える技は持っていない。近距離で戦う魔術師が警戒すべきは炎のみだ。一応巣の中でもがこうとする竜に巻き込まれないよう注意すべきだが、多少なりとも空中を移動できる魔術師にとって、ゆったりした竜の動きは、よほどの油断がない限り、特筆すべき脅威にはならない。竜がまるで「囚とらわれている」かのように竜の巣の中に収まっているのは、もっけの幸いと言えよう。

　しかし、竜は「力りき場ば」を持っており、周りの地面を遠隔力で共振させる。竜の巣も地形の一部である。竜が怒れば、竜の放つ「力場」により山は崩れ、いかな竜の巣といえど、崩壊が起こる。その崩壊に巻き込まれれば、当然魔術師といえど、死ぬ。

　これが俺が前の世界で、実際に見て、知ったデータ。

　それ以外は持っていない。

　あの「竜の巣計画」というものの正体も。




「──つまるところ、私たちには相当手に余るな」

　俺の講義がひとしきり終わると、サラが唸うなった。

　そう、前回の世界では、ティーアが竜の一部を完全に凍らせて、サラが大火力で叩き切っても、竜は死ななかった。

　はっきり言えば、先ほどの戦闘、サラたち二人が竜に与えたダメージなど、それに比べれば毛ほどの価値もなかっただろう。

「……だろうな。俺だって正直、まともに戦えていたかどうか怪しい。『竜の巣』に収まって、竜が身動きできないから、なんとか戦えているように見えただけだ」

　ティーアが手を上げる。

「ところで、撤退した意味はなんですの？　もう少し戦っても良かったのでは？」

「一気に倒そうとすると、竜のもつ遠隔攻撃力、つまり『力場』が突如広がっていくということもあるんだ。あのままタコ殴りし続けていたら、竜にダメージは与えられるけど、『力場』が広がって、勢い余って竜の巣をぶっ壊しかねない」

　しかし、そこで撤退するよう命じたのは、レキ姉だ。

　俺は前回の戦いで、『力場』が広がることを経験的に学んだが、今回は既にその事実が発見済みである。

「結局、何度か通って倒さなければいけない、ということですのね」

「そういうことになるな。とにかく、泥臭く行こう。前回の世界は、『竜の巣』が壊れてからの戦いだったけど、今回は壊れてない。それは間違いないんだ」

「私たちのような力でも──」

「力を合わせて、何度も戦えば、勝利の可能性は十分ある」

　俺は言い切った。

　たぶん、この二人を育てるのも、今回の世界の俺に与えられた使命の一つなのだろう。

「ところでミーシャ、俺は一つ気になったんだが──」

「ん」

「短剣を使う理由は？　なぜ頭を狙う？」

「……竜の弱点を、だいたい知ってるから」

「鱗の切れ目以外に？」

　うなずいて、話し始める。

「竜はいろんなタイプがいて、急所は鱗の切れ目と頸けい部ぶ、これはアルが言った通り。でも、そのほかにも、見えない──じゃなくて──何回か戦っていたら、うっすら分かる程度の急所がある」

「それを見切った、というわけか」

　うなずく。

「……これは今の俺たちには無理だな」

　他の二人は苦笑いする。

「私たちは、私たちのできることをしよう」

「そうだ。とにかく、二人が真面目に戦ってくれればそれでいい。お前らは俺が守る。そのためにもう一度生まれ変わったんだ」

「ふん、かっこつけるな」

　サラは、わずかに自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「お前やミーシャにばっかり、良いところを取られてたまるか」

　その通り、とティーアも笑う。

「わたくしたちを、もっと信頼していただけるよう、頑張らないといけませんね」

　俺も笑った。

　そうだ。それが一番だ。

　みんなで勝って、みんなで生き残る。

　それが俺たちの目標。

　裏で何が起こってるか、レキ姉やヒゲが何を考えてるか──なんて、それに比べれば、些さ細さいな問題にすぎない。

「さて、昼飯に──」

　ぐい、と袖そでを引っ張られる。

　ミーシャが指をさす。

「あれ」

　人間よりも一回り大きく、どす黒い灰色の皮膚、オオカミが巨大化したような姿形。

　すばしっこく、人間に危害を加えるが、竜に比べるとあまりにも与しやすい相手。

　間違いない。

「やっとお出ましか……」

　死獣だ。





　　　　＊






　この死獣もかつてはオオカミだったのだろう。

　灰色の外見に赤い目だけが光っている。独特の腐ふ臭しゆうを放ち、淀よどんだオーラを放つ。

「《アルジェ・テ……》」

　俺は大声を出して、竜のための呪文を使おうとするティーアに怒ど鳴なった。

「そいつを使うな！　めちゃくちゃに凍るぞ！」

　だがティーアには届かなかった。呪文を一つ一つ間違えないように詠えい唱しようするのに必死で、こっちの声なんかまるで聞こえていない。

　サラは鬼き気き迫せまる表情で、剣を振りかぶる。

「でりゃあああああああああ!!」

　こっちも聞いちゃいない。

　ぐしゃあ。

　いやな音がする。剣は死獣に食い込んだが、分厚い脂肪に阻はばまれる。

　今のは本来、強烈な一撃だったはずだ。前の世界のサラほどでないにせよ、剣の重量と重力制御魔法が合わさって、すさまじい運動エネルギーが上から叩き込まれた。

　普通の動物ならこの一撃で血を吹き、倒れる。

　しかし倒れないところに死獣特有の問題がある。

「アル」

　俺が頭を抱えていると、ミーシャが袖をもう一度引っ張ってきた。

「あれ、見て」

　ミーシャが指をさした方向には、さっきから飛行を交えながら剣を振り回しているサラ──の。

　俺が上下方向を意識しろ、と言ったせいか、上から急降下して下に振り下ろす動きを続けている。

　死獣は上側の防御力が高いらしく、なかなか断ち切れない。

　ならば横に斬ればいい。竜とは違うのだから、横方向の斬撃もダメージになるはずだ。

　それを言いたいのか、と思った。

　が。

「もしかして」

「そう。ずっと見えてるから」

　飛行を交えながら。

　魔術師の基本動作、上に飛び上がって下に急降下していく動きを繰り返している。

　つまるところ──スカートはめくれまくりであり、おぱんつは丸見えだった。

「おお……」

　頭のいい魔術師なら、スカートにも重力制御をかける。その計算を頭でしながら飛行することができる。鉄壁のスカートはめくれることなどあり得ない。

　だが、どうやら、そういう考えは持ち合わせていないようだった。

「ねえ」

　ミーシャが俺と一緒にサラを見ながら尋ねてくる。

「なんだ」

「青が好きなの？」

「何色でもいいんだよ、こういうのは」

「じゃあ、どうでもいいの？」

「何色でもいいけど、どうでもいいわけじゃないんだ」

「穿はいてることが大事なの？」

「その通り」

　俺は、二人を放っておくことにした。

　相変わらずどかどかぐしゃぐしゃ音がしているが、相手は防御力だけやたら高い様子で、攻撃力は限定的らしい。

　つまり竜の劣化版だ。

　呪文を詠唱し、殴っているうちに見いだせるものもあるだろう。戦闘が終わってからその反省をすればいいのであって、今うまく勝てることよりも、タコ殴りにできる安全な相手を、思う存分タコ殴りにするという経験は、貴重なように思える。

　死獣があまり出なくなったというのなら、なおさら。

　ミーシャはとっくにそのつもりをしていたようで、つまらない授業をうまく聞き流す優等生のような表情で、それを眺めていた。

「サラ、危ない」

　ぽつりとミーシャがつぶやく。

「そうだな」

　モーションが大きすぎる。もっとすばしっこい死獣だったら、剣を振りかぶりつつ飛んでいる間に側面を攻撃するだろう。

「注意しないの？」

「後でいっぱいするよ。それよかお前だって危なっかしい」

「そう？」

「そうだよ。竜が怖くないのか？」

「……あんまり」

　そんなこと、一度も思ったことない、と。

　そう言わんばかりだった。

「ったく。あんまり心配かけんな」

「アルは、心配なの？」

「ああ」

　ミーシャはしばらく首をかしげた後、うなずいた。

　もしかして──。

　心配されたことが、ないのだろうか。

　戦い方が危ないから気をつけろとか、あんなことをしたら死ぬとか、そういう不安を抱かれたことがないのだろうか。

　そんなことすら思える反応だ。

「……心配、させないように、戦うって、どうしたらいいの」

「え？　あぁ……そりゃ、俺がついて行けないぐらい、いきなり飛ぶとか、竜の炎をちょっとばかし食らったって大丈夫みたいな考えで戦うとか、そういうのをなくして、もっと自分の体をいたわれ──ってとこかな？」

　ミーシャはこくんとうなずいた。

「……参考にする」

「おめーもさ、ちゃんと『救う』リストに入ってるんだよ。前の世界で死んじまったあいつらだけじゃない。お前も一緒に滅亡を回避して、生き残る。それがこの世界での、俺の生き方なんだからさ」

　俺はそう言うと、ミーシャの表情を眺める。

　反省している──のだろうか？

「あんまり気にすんな。お前らしく戦うのが一番だ。俺の言うことは二番目」

「……うん」

「もっと適当に笑ったり泣いたりしていいんだぞ」

「適当に？」

「そう。面白いときには笑うべきだ、とか。周りが笑ってるんだから笑うべきだ、とか。べき、で考えちゃいけないんだ。──自分への足かせを捨てて、自分の持ってる尺しやく度どを世界の万物に適用する。特にな、世界の尺度で動いてる理屈と違って、感情は自分の尺度で動いているから、時々理屈を追い抜くんだよ」

「理屈を、追い抜く」

「そ。その先に衝突が待ち構えていても、普通の人は、無意識だと止まらない。でもお前は無意識のままだと止まっちゃうんだ」

　なんとなく、だが、ミーシャにはこういう理詰めの説得が通用するような気がした。

　理詰めに感情のメカニズムを説明してやれば、感情を出してくれるようになるような。

　そんな気がした。

「……なるほど」

「そろそろ勝負が決まるぞ」

　ぴきぴきぴき。

　氷が一気に広がる音。

「あれ……？」

　ティーアの困惑の声。

　死獣どころか、周りの樹木まで凍り始めたことに気づいたようだ。

「せぇいっ!!

　もらったっ!!」

　サラが派手にスカートを翻ひるがえしながら跳躍する。

　次の瞬間、死獣は灰へと還った──が、そのときのエネルギーで氷は融け、灰は飛ひ散さんし、混じり合ってセメントのしぶきとなり──。

「どぶぅっ!?」

　およそ女子としてあるまじき悲鳴を上げ、サラとティーアの二人が、泥まみれになる。

　決定的瞬間は、その二秒後だった。

　あははっ、と。

　ミーシャが声を上げて笑った。





[image: ]




「今日も出撃がありますっ！」

　レキ姉が、ふんす、と鼻息を吐いた。

「皆さんは、あまり気乗りしないでしょうけど──」

　ドヤ顔でそう言って、その先もすらすらと演説するつもりだったらしい。

　──気乗りしないでしょうけどこれは人類を守る大切なお仕事で云うん々ぬん。

　が、レキ姉の予想に反して、サラもティーアも、やる気に満ちていた。

　今すぐ出発したい、というような顔で。

「……あの、皆さん、どうしちゃったんですか？」

「我々は世界を守るという使命に燃えております、中ちゆう尉い殿どの」

「……な、なんだかバカにされてるような気がしますが？」

「とんでもありませんわ。文字通りの意味です」

「あのぅ……」

　レキ姉が俺を見つめてきた。

「二人に、一昨日……何か、言ったんですか……？」

　これは二つの意味だろう。

　一つ目は、竜狩りの訓練の時に何か発破をかけたのかという質問。もう一つは「計画」に関する機密のたぐいを何か漏らしたのか、という質問。

「別に何も。ただ、剣の振り方を修正して、詠えい唱しようのミスはなくそうって、それだけですよ。レキ姉が心配してるようなことは、何も漏らしてません」

　びくん、とレキ姉が震えた。

　レキ姉は、俺が「竜の巣計画」について何か知っているらしい──という不気味な情報を得ている。俺が怪しい情報を摑んでいて、今にも何かバラされるんじゃないかと、戦々恐々としているらしい。

　そしてそれ以上のこと──俺が違う世界から来たということ──は、まだ、レキ姉は知らない。俺の手持ちのカードだ。

　このカードを使って、まずはレキ姉を翻ほん弄ろうし、「竜の巣計画」の真実に迫る。

　と、そんな余裕があればいいのだが。

「……ア、アルさん……私に……意地悪になってませんか……？」

「い、いやいや、そういうわけじゃなくて」

「うぅ……」

「涙目になられても困りますって」

「……涙目になってました？」

「意識してなかったんですか」

「……し、してませんでした」

「ちょっとあざといです、レキ姉」

「っ！　あざとくなんかないです！　ほんとに無意識ですってば！」

　レキ姉が慌あわてる。

　にしても、何か色々裏のことを──つまり、ミーシャのことであったり、ヒゲの秘策の話であったりを知っていそうな人とは思えない、小動物みたいな反応だ。

　いや、竜との戦い方を知っている、ミーシャと何か関係がある、性格が変わったらしい……その情報だけで、色々と勘ぐってしまう方が、考えすぎなのか。

　──多分そうなんだろうな。

「えっと、そういうわけで、これから出発します……が……」

「まだ何か気になるんですか？」

「……あのぅ、カレンダーの、昨日の所に……二重丸が……」

　そういや昨日ティーアが何か書き込んでいたな。

「はじめて記念です」

「は!?　え……？　え？　あの、え？　噓、ですよね？」

　レキ姉が青ざめていく。

　ティーアが顔を引きつらせた。

　それは突っ込もうとする自分に、「面白いことになったから止めるな」と言い聞かせているようだ。

「それは女の子にとって、人生で最も大切な瞬間だと言います」

「あ……あ……え？　だ、だとすると、え？　よ、四人？　四人で!?」

「そうですが」

「え？　わ、私が、昨日の夜、帰ってきてから……えっと、深夜になってたので……皆さん、寝静まってましたから……んんん？　その前に？」

「はい」

「三人とも……？　一人で？」

「いえ。サラとティーアはすでに」

「え？　え？　え？」

「よかったですね」

　俺はほほえむ。

「ぴぃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」

　そう叫ぶと、レキ姉は白目をむき、椅い子すの背もたれに背を預け、仰向けになって泡を吹き始めた。

「大丈夫ですか」

「わ、わわわ、わ、わ、わ、私の、し、しっししし知らないところで、そ、そっそそそんなことになっなっなって……あ、あわわわあわ、じゃ、じゃじゃじゃじゃあ、わ、私だけが、とっとと取り残され、て、お、おおおおお姉ちゃんなのに、いや、そ、そーゆー問題でもなくて、え、え、えっと、は、早ければいいってものでもなくて、その」

　思い通りの方向に走ってくれるから気持ちいい。

　しかし白目をむきながら痙けい攣れんし始めたのはまずい。

「いや、すみません。誤解です」

「はい……」

「ミーシャが初めて、声を上げて笑ったんですよ」

「え……？　え!?」
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　行きの馬車、ガタガタ揺れる車内。

「そうですか……あの子が、笑ったんですね」

　俺はレキ姉の希望で、二人きりになっていた。

　二台ある馬車のうち、後ろを行く方に俺たちは乗っている。

　前回車酔いを起こしたのは緊張していたから、という推理は当たっていたようで、今回は何事もなく、むしろ乗り慣れているような雰ふん囲い気きで、レキ姉はこともなげに過ごしていた。

「やっぱり、あんまりないことなんですね」

「ええ……それは、アルさんもよく知っていることだと思いますが……」

　おっと危ない。

　まだレキ姉には、俺が違う世界から来た話を、カードとして見せていないのだった。

　が、俺がそんなことを考えているなどとは思ってもいない様子だ。

「私、あの子の保護者だと思ってて……いえ、実際、保護者なんですが……長い間、何もしてあげられなくて……」

「…………」

「でも、ここに来て、皆さんと喋るようになって、あの子、ちょっとずつ笑うようになっていったんです。……けど、どこか、偽物の笑いなのかなって思ってました。笑わなきゃいけないから笑ってる、みたいな」

　そう、俺も同じことを感じたのだった。

　だからこそ、「べき」を外せ、と言ったのだった。

「──あれは、割と不意に出た、本物の笑いだったと思いますよ」

「そうですか。……安心しました。でも」

「でも？」

「……いえ」

　ぐず、とレキ姉が鼻をすする。

　軽く、涙が出たようだ。

「笑うことが、あの子にとって、プラスになればいいんですが……」

「……明るい材料じゃないんですか？」

　ぎこちなく過ごし、しかも世界を滅ぼそうとすら考えた少女が、笑うようになった。

　これのどこに、マイナス要素があるのだろうか。

　──何一つ、悪いことなどないのではないか。

　たとえ滅亡が避けられないのだとしても、笑って迎える方が、いいのではないか。

「……そういうわけでは」

　そしてレキ姉は、聞かれてもいないのに続ける。

「……やっぱり、楽しいことを教えるのとか……そういうのって、皆さんの方が得意ですよね。……私、そういうの……苦手で……」

「……そんなことは」

　と言ったが、確かに、レキ姉はあんまり得意そうではなかった。

　レキ姉は元来小動物的な面白さを持っている人ではあるのだが、面白いと思わせるのは本人の天然由来のキャラクターに依存している部分が多く、決して他人を面白がらせるスキルがあるわけではない。

　精せい一いつ杯ぱいお姉ちゃんらしく振る舞おうとして、それで毎回面白くコケるのが素だと──俺は前の世界の経験から思っていたが、それは結局一面的なものの見方だったようだ。

　実際には、「本来コミュニケーション全般が苦手なのに、どうにかしなければいけない」という状況に追い込まれる中で、「お姉ちゃんポジションを死守する」というのが、レキ姉の立てた生存戦略であり、お姉ちゃんらしく振る舞う理由であったのだ。

「あの、それで、一つだけ……気がかりなことがあって……」

　おずおずとレキ姉が切り出す。

「なんです？」

「ミーシャさんに異常が現れたら、すぐに報告してください。……アルさんに、特別に頼んでおきたいんです」

「……？　ええ……」

「そろそろ、だと思うので──」

「え……？」

「あ、いえ、何でもないです……あの、えっと、あの子、無理しすぎるところがあるので……」

　それは俺も同意見だった。

　無理しすぎた結果、どこかガタが来そうな気がする。

　悪い予感というのは、回り回って当たるものだ。
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　巣の中に入ると、何をすべきかは全員が分かっていた。

　俺はミーシャと一緒に、目でタイミングを計り、飛ぶ。

　竜の頸けい部ぶが見渡せるあたりでいったん退避。昨日、剣で傷つけたはずの場所を見る。

　ビンゴ。まだ傷跡は残っている。

　自己修復能力は強いが、それとて無限ではない。ミーシャがタコ殴りにした場所も、まだ傷だらけのまま残っている。

　今回もミーシャはタコ殴り戦法だ。短剣でビシバシ斬りつけている。普通、そこそこの長さを持つロングソードでないと、十分に魔力が伝わらない。したがって相手へのダメージも少ない。が、ミーシャにとっては、短剣もロングソードも、違いはないのだろう。

　俺は再び頸部を狙うことにする。

　飛び、竜の首を思いっきり足で蹴り、剣を振り下ろす。

　うろこの切れ目を上手に狙えば、氷魔法がなくても竜の皮膚に傷をつけることは可能だ。

「よしっ！」












　ぐぉお、おおお、と咆ほう哮こうが聞こえる。オレンジがかった緑のオーラが、緑色を失っていく。すかさず、ミーシャは短剣を竜の頭部に突き刺し、引き抜く。

　竜の血が噴き出る。

　とんでもない光景だ。この巨大な竜がこれほど派手に血を噴き出すとは。竜にも皮膚が薄い部分があるのだろう。そこをピンポイントで狙わないと、竜の分厚い肉の下にある、血管にまで剣は達しない。

　どれだけ竜との戦いに慣れているんだ、こいつは。

　──下を見る。

　そこで初めて、サラたちの奮ふん闘とうを見た。

「《アルジエ・トムニア──……──テアム》──」

　おっ、と思った。長く続いているが、すべて正しい詠唱だ。まず全体を薄く凍らせ、一部を強く凍らせる。

　ティーアの呪文詠唱はなおも続くが、そこにミスは見当たらない。

　次にサラがそこに剣を叩き込んだ。

「てやぁああっ!!　成せい敗ばいっ!!」

　えらく古こ風ふうな叫び声とともに、剣を一気に振り下ろすが、肉までは断たない。表面がぱっくり割れたところで再び傷のついていないところに剣を振り下ろす。

「とりゃぁっ!!」

　再び、肉まで断たない程度の斬撃。

　俺は上空から拍手を送った。

　やるじゃないか。

　大ダメージは与えていないが、戦い方は少なくとも正しい。しっぽだろうが首だろうが、ダメージはダメージだ。

　──と。

「わっちっちぃいっ!!」

　背中に炎を食らいそうになって、慌てて避ける。

　──竜がやや下向きに炎を吹いた！

　サラたちの攻撃が、ある程度ダメージになった証拠だ。

　竜の巣の壁に阻まれ、サラたちの所に炎は行かない。

　にもかかわらず、下向きに炎が出れば、竜は自らの身を焼く。

　攻撃できないのに、自らの身を焼く攻撃に出たのだ。

　──つまり混乱している。

　さらに竜のオーラは濃いオレンジ色になりつつあった。

「よし、ミーシャ、帰るぞ。ちょっと帰りにサラたちの応援もしてやれ。──ミーシャ？」

　さっきまで竜の頭部に短剣を突き刺していたはずのミーシャの姿がない。

　──まさか！

　周りを見渡す。ミーシャの高度がゆっくりと下がっている。

「っぶねー!!　なにしてんだ！」

　思わず叫んだが、本人の意志でも、油断でもない。

　意識を失って、落ちている！

　自由落下よりもスピードは遅い。無意識下で魔法を使いながら、ゆっくり落下しているのだろうが──。

　事故か。それとも持病のたぐいか。俺は飛び降りるように急降下するが、その前にミーシャは地面に──仰向けに着地し、ぐったりした。

「おい、大丈夫か！　ミーシャ!!」

　ぱっ、と目が開く。

　──よかった。少なくとも死んでない。

　と思ったのもつかの間──。

「な、なにするん──っ！」

　ミーシャが短剣を俺に向けてきた。

　慌ててロングソードで応戦する。次々繰り出されてくる剣を振り払い、間合いを取ろうとするが、なぜか、まるで死ぬのは怖くないと、理性も何もかも吹っ飛んだという様子で立ち向かってくる。

　レキ姉の発言。

　──異常が現れたら、すぐに報告してくださいね。

　そして不安そうに、

　──そろそろ、だと思うので──。

　と。

　これか。しかし一体なんなんだ。なぜこうなるんだ。

「アルヴィド！　なんだ、何をしている！」

　竜のしっぽをやっつけていたサラが駆けつけてくる。

「わからん！　……上で戦ってたら、なぜかこうなった！　サラ、応援してくれ！　ティーア、お前はレキ姉に報告して！」

「わ、わかりましたわ！」

　ティーアが巣の開口部から外へ出ていく。サラが剣を再び握る。

「後ろから回ってくれ。頸部を狙って昏倒させる。できるか？」

「……承知した」

　サラと俺で挟はさみ撃うち。ミーシャは完全に錯さく乱らんしている。目の色がすでにおかしくなっていて、短剣の振り方もめちゃくちゃだ。

　そりゃあ、これだけ錯乱していれば、倒すのは簡単ではある。しかし、倒すわけにはいかない──。

　どすっ、と鈍い音。

　うまいこと後ろに回ったサラが、一発で仕留めてくれた。

　ミーシャは前のめりに倒れ、俺は慌あわててその体を受け止める。

「……なあ、ミーシャに何があったんだ」

「俺が教えてほしい」

　……俺もサラも、動揺している。

　どうしていいのか、分からないでいる。

　その時だった。

　閃せん光こう。

「伏せろぉおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　叫んだ。俺は倒れているミーシャの体を、上からかばうように覆う。

　サラは何のことか、と目を丸くしたが、俺は見本を見せるように頭をかばってうつぶせの姿勢をとった。サラもそれに続いた。

　追っかけてやってくる、すさまじい振動。轟音。

　──くそっ!!

　これが竜の力だ。

　竜の「力りき場ば」は、地面を共きよう振しんさせ、遠えん隔かく力りよくを生み出す。

　背中が熱を感じ、しばらく激しい縦揺れが続いた。背中に小石がいくつも降り注いだ。なおも地面が激しく振動し、立っていられない。

　それにしても「竜の巣」は堅くできている。これだけの揺れで、ヒビ一つ入っていない。小石がぱらぱらと壁から落ちるが、それだけにとどまっている。

　だが──。

「出るぞ、サラ！」

　俺は揺れがある程度収まると同時にミーシャを背負い、サラの手を引いた。

「あっ……き、貴様！　何をす──」

　恥ずかしいもクソもない。竜を怒らせてしまった。調子に乗りすぎたのだ。

　走る。出口に向かって、走る。





　　　　＊






　竜の巣は、外から見れば崩ほう落らくもしていなかったし、竜の巣につながるアーチ橋も健在だった。あれだけの振動があっても、竜の巣から無傷で出ることができた。

　だが、外に出たときには夜になっていて、そして、竜の光の大きさは、はっきりと視認できるほどに、濃く、広くなっていた。

　それだけでも動揺に値する。

　ミーシャと俺の二人で、二回の出撃でかなりのダメージを与えた。二度目の出撃、アテにならないと思っていたサラやティーアがそれなりに戦って、勝てそうな気さえした。

　──そんなにのんきでいいはずがない。

　仮にもこいつは、前の世界、自ら「竜の巣」を壊して攻めてきた、あの竜なのだ。二回もいいようにやられて、黙っていると思い込んでいた方が愚かだった。

　だが、ミーシャのとった意味不明な行動にも俺は動揺していた。

　そしてそれを、レキ姉が予見していたこと──。

　──そろそろだと思います。

　──異変があったら。

　レキ姉は、確かにそう言った。

　それは体調の問題だと思っていた。あるいは病気の問題だと。

　しかし、他人に刃を向ける──。

　これは、ただの病気とか、体調の問題ではない。

　馬車鉄道に乗り換えてからも、数回の大きな地震が起こった。

　脱線するほどのことはなかったが、「竜の巣」の崩落が近くなったということは疑いようがない。

　しかし、一番動揺しているのはレキ姉か。

　車酔いのことも忘れ、気を失ったままのミーシャの手をぎゅっと握りしめ、車の中で何も言わず震えていた。
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　小隊本部に帰るころには、すっかり土ど砂しや降ぶりの雷雨になっていた。

　おどろおどろしい雲が立ち込め、町の石畳が小川みたいになるほどの雨が降り、普段は夜遅くまで開いている店も、今日ばかりは早じまいして、街は半なかばゴーストタウンと化していた。

　竜の光は、そんな分厚い雲を通してでも観察することができるほど明るくなっていて、すり鉢ばち型がたの皇こう都とのすぐそばまで迫っている。この雷雨もまた、竜の持つ「力りき場ば」の影響を受けたものであることに間違いない。

　意外なことに、サラもティーアも、帰り着くころには平静を取り戻していた。

　──いや、もともと胆たん力りよくは強い。俺の滅亡話もしっかり聞いていたし、女子の方が肝きもが据すわっているとも言うし、それはあながち噓じゃないと思う。

　ただレキ姉はどうしようもなかった。

　俺はいろいろミーシャについて聞きたかった。

　でも、顔を真っ青にしながら、

「……軍の本部に、報告に行ってきます……」

　と言い残して、日付が変わってもまだ帰ってきていない。

　俺は自室のベッドで、照明をつけたまま、ぼーっと天井を見ていた。

　時折、机の上のコップが、ガタガタ音を立てて揺れるような地震が起こった。

　そういえば、前の世界も。

　雷雨が来て、地震が起こるようになって──気温がおかしくなり、昼夜が逆転しはじめ、「竜の巣」が壊れたという情報が入り、そうして俺たちが呼ばれたのだった。

　雷鳴。

　前の世界で、俺たちは、こんなのおかしい、何か起きているに違いないと相談して、レキ姉にも報告した。けど、俺たちやレキ姉が何度掛け合っても、軍からは何の情報も命令も降りてこなくて、情報部を訪ねてもヒゲは不在で、ようやく「竜の巣」へ出撃する命令が来たのは、「竜の巣」が崩落した後であり、しかも真っ暗な午後一時だった。

　確かに「竜の巣」はまだ壊れていない。

　でも竜は倒せていない。

　あと数回で倒せるかもという望みも、今日の「力場」の広がりを見て、打ち砕かれた。

　数回もかけていられない。

　悠ゆう長ちようにやっていたら、「竜の巣」は一気に破壊され、「力場」が世界を覆ってしまう。

　あと、二回、三回──それぐらいで決めないと。

　そうでなければ、何度も何度も通って戦っていれば、竜のボルテージはどんどん高まり、「竜の巣」も崩壊するだろう。

　崩壊してしまえば最後。

　世界最強の魔術師集団でも倒せない、凶暴な竜が外に出る。

　その前に。

　そう、なんとか、「竜の巣」に竜が閉じ込められている間に、倒さなければ。

　だが戦力はどうする？　サラもティーアも、よくやっている。頑張ってくれている。でも、ダメだ。人類滅亡の前には、誰もが正直にならざるを得ない。あいつらには、期待できない。自分さえもだ。そして頼みの綱だったはずのミーシャも──。

　やっぱりダメなのか。

　また、救えないのか。

　どうにかしなければいけない。でもどうすればいいのか分からない。用意していたはずのカードが、一つ一つ使えなくなっていくのを感じる。時間というカードがなくなり、ミーシャというカードがなくなると、俺たちの手持ちのカードはない。

　それになぜ、ミーシャはあんな行動をしたのか。

　それとも、「竜の巣計画」とは何かを突き止めることと、滅亡を防ぐこととを、両方追い始めたから間違えたのか。一つ──もちろん前者──を切り捨てなければならないのは分かっているが、さりとて俺たちがこんな状況に陥おちいった原因を探らねば、滅亡を防ぐこともできはしまい。

　前者には堅すぎる鍵がかかっていて、後者はカード切れ。

　詰んだか。

　──と。

　ドアのノック音。

「……いる？」

　ミーシャの声。
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　部屋の中にミーシャを入れると、床にぺたんと座った。

　顔は青ざめているが、少なくとも取り乱してはいない。

「椅い子す、使えば？」

　ふるふる。首を横に振る。

「……風ふ呂ろはまだなのか？」

　こくん。

「ちゃんと入れよ」

　こくん。

「あと風呂上がりはちゃんとぱんつはくこと」

　……こくん。

　ミーシャの姿は出撃したときの制服のままで、まだ少し土煙の匂いがする。

　……でも、俺は少し安心した。目の前に座っているミーシャは、確かに憔しよう悴すいしてはいるものの、襲い掛かってきたりはしない。

　それよりも、戦いが不首尾に終わって、そのことで自分を責めている様子だ。

　この反応はある意味「普段通り」で、目の色と血けつ相そうを変えて俺に向かってきたあのミーシャは、いったい誰だったんだとすら思える。

　さて。

　何も会話のないまま、三分ほど時間が流れ、俺はいたたまれなくなって口を開いた。

「その、さっきの戦いのことか？」

　うなずく。

　再び沈黙。

「……あー……えーと……なんだ、気を失ってた間のことは気にすんなよ。ちゃんと無事に戻ってこられた。何の問題もないだろ？　えっと──戦いのことなら、まぁまぁ上手くいったし。今回も竜に──」

　すると、ミーシャが突如、ぼそりと言った。

「あれから」

「え？」

「あれから、どうなったのか、おぼえてないっていうのは、うそ。アルに、斬りかかったのも、覚えてる。サラに、倒されるまで、とめられなかった」

「え……」

「気づいたらアルが敵だと思ってた」

　うーん。

　まずいなあ、と思った。

　記憶がないならフォローのしようがあるが、記憶があるなら明確な「反乱」だ。

　だが、本人はそれを明らかに気に病んでいて、「実は殺してやろうと狙ってた」みたいなことを言い出すようには思えない。

　そういや前に、「世界なんか滅びちゃえと思ってた」なんて言ってた気がするけど、この様子だと、「突然それを思い出した」というわけでもなさそうだ。

「気にするなよ。ほら、もともと戦闘はあそこで終わる予定だったし。何かの病気なんだろ？　ここんとこ、無理しすぎてたんじゃないか？」

　沈黙。

　しまった。病気、だなんて、デリカシーのない聞き方だったか。

「あ、ごめん、勝手に病気とか言って。えっと、いろいろ事情があるんだよな」

　また適当なことを言ってしまった。

　苦し紛れの言葉が、一つ一つ傷つけている気がする。

　しかし沈黙をもってしても、傷つけてしまう気がする。

　だが、俺のそんな逡しゆん巡じゆんを遮さえぎるように、こわばり、震えた声が聞こえた。

「ごめんなさい」

　ミーシャが俺の顔を見上げる。

　それはもう、絶望に満ちた目。

　俺が世界の終わりを目撃している時ですら、そんな顔はしなかった。

　それほど、暗く鬱うつ屈くつした、絶望の目。

「裏切って、ごめんなさい」

　裏切り──？

　……「反乱」は、ミーシャの中では「裏切り」なのか……？

「ごめんなさい──ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

　縋すがるように、ミーシャは俺の体に抱き着く。

「な、泣くなよ。落ち着いて」

　だが、なおも縋り付いて、泣きじゃくりながら言う。

「どうしたらゆるしてもらえる？　閉じ込める？　たたく？　なぐる？　裸で出て行けって言う？　わたし、なんでもする。なんでもされていい！」

「待て待て、なんで俺がそんなことしなきゃならないんだ」

「だって、約束、破ったから。裏切った、から。当然のこと」

「約束……って」

　ああ。

　そこで思い出した。

　世界を滅ぼしたいと思ったこと。

　でも、その後考えを覆したということ。

　今度はみんなを守りたいと思うようになったということ。

　──でも、その考えは、自分の行動によって、信用されなくなるかもしれない、と。

　そう言われたこと。

　そのあと、信用されるために、口約束だけでなく、俺の足を舐めたこと。

「いいって。一回だろ」

「だめ。これからも続く」

　そう言われても。

　ミーシャが今後戦力に数えられないとなると、厳しい戦いを強しいられる。

　そりゃ事実だけど。

「なんとか抑えられないのか、それ」

「……無理じゃないと思う」

「何か、方法があるのか」

「……わたしを、縛れば」

「縛る……？」

　それは何か。ハムみたいに縛るあれだろうか。

　意味を呑のみ込めないでいると、ミーシャが震えながら言った。

「……わたしは……罰を、うけたい」

「……なんで」

「約束を破ったから。アルに誓った約束を。ぜったいに、誰も、傷つけたくないって、思ったのに、裏切った。サラもティーアも、危険な目にあわせた」

　再び、えぐっ、えぐっ、と泣きじゃくる声。

「くるしい。つらい。そして、とても……怖い。怖くてしかたない」

「……怖い？」

「……また、アルを裏切るんじゃないか、って。ぜったいに、みんなには、傷をつけたくないのに……」

　どうやら、事はかなり深刻なようだった。

　誰にも傷をつけたくない。

　にもかかわらず、体は裏切ってしまう──。

　レキ姉はおそらく、このことを知っていて、「そろそろだ」と言ったのだ。

「約束だけじゃ、足りなかった。わたしは、アルに約束して、足にキスしたら、自分は──わたしの中の──……が──抑えられると、思ってた。でも、甘かった」

　震えながらミーシャが言う。

「……この体に、罰をきざみこんだら、わたしは」

「贖しよく罪ざいになる、とでも──？」

　首を横に振る。

「そうは、ならないかもしれないけど、でも、体は忘れない。このままじゃ、わたし、裏切ったこと、忘れて、また裏切る。またアルを傷つける。またサラやティーアを傷つける。みんな滅ぼしちゃうかもしれない。──わたしはそれが怖い。もう忘れたくない。体に刻み込んで、ずっとずっと忘れたくない。みんなを、裏切ろうとしてしまったことを。そしてもう、二度と、裏切りたくない──」

　参った。これは参った。

　お手上げもいいとこだ。

「だから、わたしを、縛って。全行動を制限して、全部何もかも言うとおりにさせて、破ったら強い罰を与えてほしい。そうしたら、たぶん、わたしはもう、裏切らない」

「……強い、罰……って」

「裏切るのが怖い。体に刻みつけたい。──おねがい、して」

　それは──完全に、奴ど隷れいじゃないか。

　ミーシャの行動を逐ちく一いち制限して、こうしろああしろと奴隷化することが、彼女の中の「何か」を抑え、「裏切り」を止める方法だとすれば──。

　滅亡前の非常事態だから、と、正当化されなくもないのかもしれないが。

「……ちょっと非人道的すぎる。無理だ」

「じゃないと、またすぐに、ああなる。わたしは『裏切る』──」

「うーん……」

　参った参った。

　世界滅亡を防ぐためとか、ミーシャの反逆を防ぐためとか、大たい義ぎ名めい分ぶんはいくらでもある。

　でも、俺が手た綱づなを握るのは、どう考えたって危うい。

　いや──手綱を握るのが、俺じゃなくてもだ。

　そもそも、俺は世界を滅亡から防ぎ、ミーシャも含めて、魔術師小隊のみんなを救うことを目的にしていたはずだ。──なのに、いつの間にか一人を奴隷化するのしないのの話になってしまっている。

　よーし。

　スペシャルゲストを呼ぶか。

「おーい！　サラ！　ティーア！　そこにいるんなら助けてくれーっ！」

　大声でドアに向かって叫ぶ。

　どんがんどたばたどんがたがたどんがんどがんどたどたどたどたどたどたどたどた。

　ドアのすぐ外側で声。

　──な、なんでバレた！

　──貴女あなたがギシギシ階段の床を鳴らすからでしょう！　また太ったでしょう!?

　──し、失礼な！　ダイエットの経過は順調だ！　増えたとしてそれは筋肉だ！

　──はいはい言い訳は後で聞きますわ。そうそう、胸が大きくなったから下着を買い替えたって自慢してましたけど、本当はお尻がきつくなったんでしょう？

　──違う！　断じて違う！

　──じゃあ何かしら？　またアルの気を引くため？

　──違ぁああああああああう!!

　でっかいため息が出る。

「……いいからドア開けて入って来いよ」

　プライバシー？　そんなものない。
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「大体全部聞いてたんだろ。もう説明略するぞ」

　俺はタンスを開けて、クッションを放り投げ、三人ともそこに座らせる。

「ま、待てアルヴィド。全然聞いてない。最初から説明してくれ」

「最初から？　どこからだ？」

「ミーシャが貴様に斬りかかったときも、ミーシャは記憶があったという話」

「最初っから全部聞いてんじゃねーか!!」

　別にいいけど。

「ともかく、事態は急を要するのでしょう？　わたくしたち、こんなことしている暇、あるのかしら？」

　ティーアが呆あきれ気ぎ味みに言う。

　まったくそのとお──。

「その通りだ！　なのにティーアは、またしても下着がどうのとか！」

　ばん、とサラが床を叩く。

「……分かったから、後でその可愛くて新しいぱんつ、見せてくれ」

「……し、仕方ないな」

　いいのかよ。

「言ったな。約束だぞ約束」

「……い、いいだろう」

　変に潔いんだよなぁ。

　……見せてもらうか。

　えへんおほん、と二発ほど咳せきばらいを連発し、サラは口を開いた。

「ともかく、……ぬ、盗み聞きしていた負い目もあるし、それに──アルヴィド、お前は戦せん況きようをどう分析しているんだ？　私たちは、このままでいいのか？」

「いや、かなりまずい。俺の見立てじゃ、あと三回以内で決着をつけないと、前の世界と同じ経過をたどる。──竜の巣は崩れ、世界は滅びる」

　全員が黙ると同時に、図ったかのように稲光が走る。

　雨は降り続き、止む様子がない。

「ただ、俺は勝機があると思ってた。俺とミーシャで全力を尽くせば、三回以内になんとかなるかもしれない」

「でも、そのミーシャさんが、こういう状況になっているわけですわよね」

「そう」

　ミーシャは憔悴しきった顔で、座ったまま体をこわばらせている。

「だが、さっきの話を聞くと、その……き、貴様がミーシャを……ど、奴隷化すれば、解決できるのだろう？」

　サラはけしからんけしからん、いやしかし、と勝手にぶつぶつ言う。

「それは嫌だから、お前らを呼んだんだよ」

　ミーシャが体をこわばらせたままで、つぶやく。

「……だいじょうぶ、アルなら、へいき」

「そういう問題じゃない。……そもそも、そこまでしなくちゃならない理由って、『裏切らないため』──だけじゃ、納得できないぞ」

　……叱しつ責せきするような言い方になってしまった。

　が、ミーシャは言う。

「これはいずれ必要になるはずだったことだから」

「約束を破った罰、というだけじゃないんだな？」

「そう」

「これからお前の『裏切り』を防ぐためには、ずっと必要だと？」

「うん」

「そうじゃないとこれから、戦えない？」

「……そういうこと」

　そういえば。

　最初にヒゲに相談したとき、「ミーシャは世界を救うヒロインなのか？」と聞いたのを思いだした。

　そのときのヒゲの答えは、「……どうだろうなぁ……」だ。

　つまり──「裏切る」可能性があることを含めて、「どうだろうなぁ」だったのだ。

　そして、「大罪を犯そうとしている」なんてことも言っていた。

　その「裏切り」をどう処理するか──が、当初からの問題だったのだろう。

　うまく処理できたら、心強い味方になる。

　が、もし処理できなければ、敵になる──と。

「……まあ、理由はともかく、お前の言うとおりだと、規則を破ったら身体的な罰を与えろ、って話になるだろ？　それが本当に、『裏切り』を防ぐ唯ゆい一いつの方法なのか？」

　こくん。

　うなずいて、話を続ける。

「……わたしの『裏切り』への対処は、それしかない。恐怖による奴隷化で、裏切るな、って、体に分からせるしかない。アルにやってもらえるなら、それが一番。でも、誰もやらないなら、他の誰かがやるしかない」

「ティーア、お前はどう思う」

「……身体的な罰を与えたら、恐怖が植えつけられますわね。……つまり、ミーシャさんが言いたいことは、『裏切り』……とやらに、強い罰を与えることで、自らその可能性を打ち消したい、ということ……でしょう？」

　ミーシャがうなずく。

「人を奴隷化するとか、そういう呪文なかったっけ？」

「ありませんわよ。太古の昔にはあった、と言われてますけど、その内実は結局、人に対して炎魔法を使うとか、凍結魔法を使うとか、そういう『脅し』だったと言われていますわ。炎で焼くぞ、とか、凍らせてやるぞ、と脅して言うことを聞かせる」

「つまり、結局……実力行使で『ご主人様がわからせる』のが一番、と」

「そういうことになりますわね」

「……でも、そうだとしたら、俺にはなおさら無理だよ。サラ、お前がやるか？」

「やるって、何を」

「『ご主人様』だよ」

「な……む、無茶を言うな。大体、『ご主人様』……なんて、いかがわしいだろう」

　サラは顔を赤らめる。

　確かにいかがわしいが、いかがわしさを感じて恥ずかしがるのもいかがわしい気が。

「ティーアも無理そうだな」

「ええ……」

　とすると──。

「レキ姉に頼むか？」

「天地がひっくり返っても無理だろう」

　そりゃそうだ。

　今は天地がひっくり返るようなピンチなんだけど。

　すると、ミーシャがぽつりとつぶやいた。

「レキは、失敗した」

「──え？」

「レキは、それに、いちど失敗したことがある」

「え？　え？」

「だから、──」

　何かを言おうとして、ぷつっと黙った。

　話しすぎた、これ以上は絶対話せない何かがある、と言わんばかりに。

「それって、お前を、その、奴隷化するってことに失敗したって」

　無言。

　肯定も否定もしない。うなずきも、首を振りもしない。完全な沈黙。

「じゃあレキ姉に聞けば、」

　今度は首を横に振り、明確な否定。

「どうする」

「な、なんで私に聞く」

「そうか、お前はむしろ『ご主人様』に飼われたいタイプか」

「ば、バカを言うな！」

　バカ言ってないとやってられない。

　レキ姉が？　──ミーシャの奴隷化に失敗した？

　しかし、

「あ……！」

　俺はほんの少し前の記憶を、完璧に忘れるところだった。

　ミーシャの部屋を最初に訪ねた時の発言。

『滅べば良いって思ってた』

『でも、いろんなことが起こってから、レキもやさしくなったし』

『ひげが来て、ここに住むように言われて』

　──か。

「なんだ？　……結局お前がやるのか？」

「そうじゃなく」

　時系列を整理しよう。

　ミーシャは何かわからないが、辛つらい思いをしてきて、「いろんなこと」があった。

　そしてそれは、レキ姉が保護者役だったころから続いていた。

　その後、レキ姉が「やさしくなった」。

　──その後、「ひげが来て、ここに住むように」なった。

　つまり、「いろんなこと」がレキ姉の「失敗」だとすると、ミーシャが来たのと、サラたちが言うレキ姉の性格の変化は同時だ。「やさしくなった」という言葉にも符合する。上の命令で、ミーシャにいずれ近いうちに起こる「裏切り」を防ぐために、レキ姉はミーシャの奴隷化を行おうとしたが、失敗した。そしてここに来ることになり、レキ姉も──おそらくその失敗が原因で──性格を変えた。

　実際、レキ姉も、馬車の中で──過去については口を閉ざした。

　そして、それが──「ミーシャは裏切る」とか、「それを防ぐために奴隷化しないといけない」といった話とつながってしまうから、というのであれば、納得がいく。

　ざっくりとした推理だ。

　だが、ある程度筋は通っている。レキ姉の名前も、そこにきっちり当てはまる。

　繋がった──か？

「なるほどね」

「なんだなんだ、貴様だけ勝手に理解するのはずるいぞ」

「投げられたんだよ、俺たちは」

「投げられた？」

「アウトソーシング。ヒゲはミーシャが『裏切る』ことを知ってたんだ。で、裏切らせないで使うには、いずれ誰かが『ご主人様』にならないといけないのを分かってて、その『ご主人様』の役を俺たちに丸投げしたんだ。レキ姉が一度、失敗したから、今度は俺たちにやらせよう……ってな」

「つまり、この事態は、中ちゆう将じよう閣かつ下かが描いた絵だと──」

「そういうことになるな」

　あのクソ野郎、と思う。

　──でも、もしかすると、いい人なのか？

　ミーシャの『裏切り』を防ぐために、奴隷に仕立て上げたいのなら、適当な軍人を一人連れてきて、そうさせればよかっただろう。ミーシャの話しぶりから見ると、奴隷化するのに魔術を必要とするわけではないらしいし、単に「裏切ったら殺すぞ」という程度に脅し続ければいいということになる。

　それを俺たちに投げたってことは、それなりに人道的な取り扱いを保証する──というか、奴隷化することに明らかに反対するメンバーに投げたことになる。

「すべてはヒゲの手のひらの上で、か──」

　俺は半ばヤケクソになった。

　あのオッサンには一生勝てない。

「とにかく、俺たち三人でやるしかないぞ、これは」

「その──『ご主人様』を、か？」

「そうだ」

　雷鳴。

　サラがあごに手を当てながら、その場をぐるぐる回り始める。

「な、なるほど……ふむ……なるほどな……」

「お前、興味あるのか？　こういうことに」

「ち、違う！」

「──ああ、ミーシャはどう思うんだ？　このこと」

　ミーシャはしばらく考える様子を見せる。

　そして、口を開いて、

「そう、わるくないけど、──」

　と言った後、ちょっと頰ほおを染めた。

「三人の中でも、アルは、特別だから。約束、したから」

　サラはテーブルを何度か叩いた。

　そして叫んだ。

「……アルヴィド、きっさまぁああああああああああああ～～～～～～～～っ!!」

「いやいやいやいや！　考えすぎ考えすぎ！　ほんとたいしたことない！　約束っつっても、口で約束しただけだから！　口で！」

「なにぃいい！　口でぇええっ!?　どっちの口でだぁっ!?」

「上の口──って『どっちの口で』じゃなく『どの口で』だろ！」

「下かもしれないだろぉおおおおお～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

「んなわけあるかあぁあああああああああああ～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　またしても雷鳴。

　しかし雨は幾いく分ぶん小降りになってきて、「いつもの荒れた天気」になりつつある。

　なんとなく場の雰ふん囲い気きも緩んで、ティーアがでっかいため息をついた。

「バッカじゃありませんこと」

　サラと一緒に聞き耳立ててたティーアもどうかと思うけど。

　突っ込まないでおこう。

「でも、わたしは……罰……じゃなくても……少なくとも……何かが……必要だと思う。常に約束を忘れないための、しるし、みたいなものが……常に……」

「しるし、ってなぁ……」

　まさか焼き印を押すわけにもいくまいし。

　俺が頭をかいていると、ティーアがめんどくさそうに言った。

「首輪でもして、アルに引っ張ってもらえばいいんじゃありませんこと？」

　え。

「お、お前、実家でもしかしてそういうことしてたのか」

　あり得る。ティーアは隣国、ローレント王国の王女だ。いくら王女が魔術師だから遠ざけられていたからと言って、王女様は王女様である。一人や二人、飼っていてもおかしくはない。

「し、してませんわよ！　ただ単に思いついただけですわよ！」

「いーやしてるね。魔術師だって言われてても、やっぱり王国の王女様だろ。すんげえ金持ちだろ。何人かそうやって飼ってたんだろ」

「ちーがーいーまーす!!　わたくしの国は《皇こう国こく》に先駆けて奴隷制を廃止してますわ!!　人権という概念を生み出したのもわたくしの国ですわよ!!　っていうか、だからこそ疎うとまれつつもわたくしが生きていられるんですのよ!!　人権なんてない国なら魔術師の王女なんてそんなややこしいものとっくに殺してますわよ!!」

　すごく早口で反論された。

　ミーシャが俺の袖そでを引っ張る。

「それ、いいかも」

「……」

　うーん。

「まぁなんだ、傷モノにする的なアレよりはいいか」

「……そんなことをしたら、私が許さん」

「しないしない」

　大体このプライバシーゼロの家で、何をどうやればそんな大胆なことができるのか。

「──けど、ミーシャ、覚えておいてくれ」

　俺はミーシャの目を覗き込み、そしてミーシャも俺の目を見つめてくる。

「お前に首輪をつけるってのは、一大事なんだ。たとえそれがやむを得ない事情だったとしても、それでお前の苦しみを減らせるのだとしても、お前を一人の仲間だと思っている以上、やっちゃいけないことの一つなんだ。俺たちは苦く渋じゆうの決断でこれをやる。……決して喜んでなんかない、外せるときが来たら必ず外す、いいな？」

「でも、そんな日は、来な──」

　口を塞ふさぐ。

「来る。俺たちはそういう日のために戦ってるんだ。……全員で、命を張った竜との戦いなんかから解放されて、毎日ぱんつがどうのこうのとか、くっだらない話をして過ごす日を取り戻すために戦ってるんだ。それ以外は何にもいらない。この中の一人でも、苦しむ奴が出るのは許さない。だから必ずそういう日は来る。いいな」

　ミーシャはようやくうなずいた。

　そして、しばらくうつむいた後、ぽつ、ぽつ、と涙をこぼし始めた。

「わたし、のせい、で、みんなに、迷惑……かけ、て……」

「あーもう、迷惑とか、そういうのはいいんだよ。俺たちバカだからさ、人類の滅亡よりお前のほうが大事なんだ。な？」

　みんな──苦笑いでうなずく。

「──ありが、とう」

「はいはい、泣かないの。──っと、それより首輪なんてもん、あるのか」

「ありますわよ。当然」

　……。

「変態を見るような目で、こっち見ないでくださるかしら!?」





　　　　＊






「ここですわよ。ほら」

　二階はブリーフィングルームが半分、もう半分は、トイレ、風呂、物置だ。

　その物置に、首輪は放置されていた。

「妙にでかいな。……人間用？」

　俺はまじまじとそれを見つめる。

　……まさかなぁ。

「だ、か、ら！　これは昔、サラが猫を飼いたいって言って持ってきたものですわよ。サラも何か言ってくださる？　これじゃわたくしが変態みたいですわ！」

　ティーアが怒っていると、サラは首をかしげた。

「猫？　……あれは猫じゃなくて虎だっただろう？」

「いいえ、猫でしたわ。デブ猫」

「……私はてっきり、おとなしい虎だから、飼おうと思って」

「わたしも虎かと思いましたわよ。でも、あれはただの三み毛け猫ねこ。──あの、っていうか、特にアルに言っておきたいんですけど、その首輪のことが念頭にあったから、わたくしは首輪って発言したんですのよ？　まったく、人を変態扱いして……」

　そりゃ申し訳ないことをした。

　……が、デブ猫と言えば、もしかして。

「元・野の良ら猫ねこのチョビか？」

「よくご存じですわね。貴方あなた、その場にいなかったはずじゃ──ああ、前の世界で？」

「そうだ。あいつも生きてたのか」

「ピンピンしてますわ。その場で中ちゆう将じよう閣かつ下かに引き取られてしまいましたけれど。情報部の部長は今日からこいつだ、お前は大将にしてやる、いや元げん帥すいだって言って」

　なーんだ。

　何らかの形で前の世界とは関わりがあるとは思っていたが、ずいぶん細かいところまで関わりがあるようだ。

　ミーシャだって、今はこうしているけど、たぶん前の世界でも存在していたのだろう。ひとりの一般人としてか、あるいは士官学校の目立たない後輩としてかはわからないけど。

「前の世界じゃ、通りの向こうにある、酒さか屋やの看板猫だ。元帥とは出世したな」

「ですわね。……ええと、チョビは何か滅亡と関係が？」

「全くないと思う」

　けれど、デブ猫のチョビの首輪が、ここに残っていて、ミーシャが使う。

　運命の糸は、どこかでつながっている。

「で、ミーシャには……」

「今、つけてみますわ」

　ティーアが首輪をミーシャにつける。

　輪投げみたいだ。

「これでいいですわね。少し緩いぐらいがいいでしょう？　……きつめだと、それこそ本当の奴隷みたいですし」

　こくん、とうなずく。

「で、三人で面倒を見るわけだな」

「……基本的には、貴様が面倒を見るんだろう」

「それはそうだけど。でも、サラが命令したって、いいんだよな？」

　俺が目配せすると、ミーシャはうなずく。

「かまわない」

「ほら。何か命令してみれば」

「……っ！」

　サラが思いっきり赤面した。

「……そ、その、く、首輪をつけた女の子にだな、命令、というのは、いかにもいやらしいというか、その、命令することと言っても、思いつかない」

「貴女あなた、本当に節せつ操そうないですわね。アルに欲情したと思ったら、今度はミーシャさんにも。もしかして、両方興味があるんですの？」

「よ、欲情ぉ～～～～～～!?　していない!!　そんなものはしていない!!」

「だって、すぐ赤くなるんですもの。おまけに太ももをすりあわせて、もじもじもじもじ、そのでっかいお胸と合わさって、端はたから見てると実に卑ひ猥わいですわ」

「ひ、人を淫いん乱らん扱いするなっ！　い、一般的な常識から考えただけだ！」

「命令って言ったって、適当で良いんでしょう。はい、時間も遅いですし、今日はもう寝なさい。おやすみ」

　こくり。

　ミーシャがくるっときびすを返して、部屋を出て行く。

「お前、やっぱ『ご主人様』のセンスあるな」

「だーかーらー！　そんなことしたことありません!!」

　しかし──。

　今日はいろいろな話を知ることができた。

　俺は、前の世界からやってきて、バラバラになった証拠を未いまだにかき集めている。まるで、散らかった引き出しをいったん床にぶちまけて、もう一度乱雑に引き出しの中に入れたような世界。

　そんな引き出しの中で、あるはずの「正解」を探してもがき続けているけれど、前の引き出しに「正解」はあったのだろうか。今回は誰かが「正解」を入れてくれたのだろうか。

　俺が抱いていた疑問のうち、いくつかは氷解するに至った。

　だが、ミーシャの行動については、疑問符がついたままだ。

　竜との戦いが進むにつれ、ミーシャが裏切り始める。

　あるいは、時間とともに、ミーシャが裏切り始める。

　まるで導火線に火の付いた爆弾のように。

　しかしなぜ、人間に「人間に刃を向ける」という導火線が付いているのか。

　裏切ることを予期しているヒゲは、「竜の巣計画」に深く関わっている。

　つまり、裏切ることも、「竜の巣計画」の一部──。

　人間に牙をむく竜。

　そして、いつからか、ずっと竜と戦ってきた少女。

　なぜか人間に刃を向けた少女。

　それらが一つのライン上に並ぶ、嫌な感触。

　ここから一歩踏み出せば、全てが終わりそうな、嫌な感触。
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　朝方には雨は止んでいた。

　竜の光は濃くなっていて、昼間でも見えるほどに明るくなっていたが、予想外にも天てん変ぺん地ち異いというものはほとんど起こっていない。

　それが、何を意味するのか、俺には少し疑問だった。

　これだけの竜の光が見えるということは、竜の巣の「力りき場ば」はかなり広がっているはずだ。

　誰かが抑えている。

　……のではないかと思ったけれど、いったい誰が、という話になる。

　もっとも、微び震しんはずっと続いている。もともと皇こう都とは地震が多いが、こうも続けて来ると、やはり多くの人は不安らしく、窓から外を見ると、不安そうに話をする街の人たちを何人か見つけることができた。

「ただいまですー……」

　食堂に疲れ果てたような声。

　レキ姉だ。

「おかえりレキ姉。みんな朝飯食べちゃいましたよ」

「……あれぇ……もうそんな時間ですかぁ……」

「朝飯、スープしか残ってないですけど、まだ食べてないなら適当に買い置きのパンと一緒に食べてくださいね」

「はいー……」

　ぐったりと椅子に座る。

　結局レキ姉は、軍本部から一晩中帰ってこなかったのだった。

　が、無事に生きて帰ることはできたようで、めでたい話だ。

「スープ、温めますか？　それとも冷たいままのほうがいいですか？」

「ちょっと温めてくださいー……おなか、壊したくないので……」

「はいはい」

　俺がスープの鍋を、よっこいしょと持ち上げると、次の瞬間、耳をつんざくような声が響いた。

「ど、どっ──ど、ど、ど、どっ……どぉお～～～～しちゃったんですかそれぇえええええええええええええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

「それって、ああ」

　食堂で所在なげにぼーっと椅い子すに座っているミーシャの姿。

　そのミーシャが首輪をつけているのを見たか。

「そそそそそういうのよくないと思うんですけど!!　けどっ!!　けどぉっ!!」

「ファッションですよ。最先端の」

「え？　え？　そうなんですか？　そ、そうなんでしょうか？」

　ミーシャがこくこくとうなずく。

　……冗談に乗ってくるとは、これはちょっとした性格の変化だ。

「曲がりなりにも皇こう国こくの首都、皇都の民なら知っておくべきです」

「そっ、そうなんでしょうか!?　わ、わ、私、確かにファッションに疎いですけど!!」

　いや噓だけど。

「──え、いや、でも、ファッションでもよくないと思います!!　なななななんでこうなったんですか！　アルさん！　説明を求めます!!」

　そして、俺の代わりに、ミーシャが答えた。

「レキ、わたしが頼んだの。昨日、『裏切った』から」

　そのときだった。

　レキ姉は、いったん青ざめた。

　──ファッションというのは、俺のでまかせ。

　ミーシャが「裏切り」を防ぐために、それを望んだということは、つまり。

　レキ姉が一旦失敗した「奴ど隷れい化か」の再来──。

「わ、わわわっ、意味わかってるんですよね!?」

「うん。サラとティーアにもいいって言われた」

　はぁ～っ、とレキ姉はため息をついた。

　俺にとっては、それが答え合わせだった。

　レキ姉は「奴隷化」に失敗し、ミーシャをここに送ることになった。

　いつか「裏切る」かもしれないという爆弾を抱えさせたまま。

　でも、なんだかんだで、結局「裏切る」ことになってしまい──。

　サラやティーアとの合議の末、首輪がついた。

　以上のことをレキ姉もついに理解した。

「わ、わかってるなら、まぁ……い、いえ、よくないと思いますけど……けどけどけど……そ、そういうのは、なんというか、予想しえた事態とはいえ、その、見た目がさすがに……って言ってらんない事情もありますけど……」

　ぶつぶつぶつぶつ。

　レキ姉は目を回しながら、ひたすら独り言を言った挙句、何らかの結論に達したようで、最後に小声で言った。

「……あ、あまり見せびらかさないようにしてくださいね？」

　ミーシャがうなずく。

「それより、軍の本部に行ったんでしょう。何か新しい情報はありましたか」

　俺はスープをすくい、いつもレキ姉の使っている鉢はちにそそぐ。

　レキ姉は少しそれをすすって、話し始めた。

「……いえ、何も……。とにかく、竜の巣討伐の労をねぎらってもらって、仮眠室で寝ました……本当はここに帰って寝ようと思ってたんですけど、軍本部についた時点で、私、もう、全然体力が残ってなくて……」

「そうですか……いえ、あんなことがあった後なので、心配で」

「……アルさんの方こそ、何かあったんですよね、ミーシャさんと」

「え？」

「……どこか、親密になってるみたいです……」

「……多少」

　むぅ、とレキ姉が口をとがらせる。

「どーせ教えてくれないんですよねー!?」

「あ、あの、そんなに怒らなくても」

「なーんかいろいろ知ってるっぽいのに、私には教えてくれないですよねー！」

「いや、だから、その」

「でもサラさんとかティーアさんには言ってるみたいですよねー！」

「だって、その、レキ姉だって、」

「だって？」

「『竜の巣計画』について、全然教えてくれないじゃないですか」

　びくん。

　レキ姉の肩が跳ねるように動く。

「それは……その……」

「いいですか？　俺たちは、ついにこういう──首輪をつけるとか、そういう話にまで到達したんです。その辺を分かって欲しいんですよね」

「……アルさん、脅おどすのがうまくなってません？」

「じゃあもっと直接的に脅しますよ」

「う、うう、脅しには屈しませんよ」

「じゃあもっと脅します。『竜の巣計画』について教えてください」

　ど真ん中に直球を投げた。

　レキ姉は硬直した。

「──もしくはここで、着衣を全部脱いでください。脱いだ下着はテーブルの上に。靴下だけははいていても構いません。まずは上半身から脱ぎましょうか」

「……わかりました」

　レキ姉はすっくと立ち上がる。

　そして、上着に手をかけた。

「わわわわ～～～～～～～～～～～っ!?　何してんすかぁああああああっ!?」

「だ、だって！　機密を漏らすか裸になるか選べって言われたら裸になります!!　これでも情報戦課程を修了してるんですから!!」

「ごめんなさい言いすぎました!!　そんなに簡単に脅しに屈しないでください!!」

「でも……」

　もういいです、と言おうとしたところ、ミーシャがレキ姉にささやいた。

「レキ、だいじょうぶ。少しぐらいなら。レキが持ってる情報は、たいしたことないし。ひげも許してくれる」

「……うぅ、そうですね、私は末端の構成員ですからね……」

「……そんなマフィアの下っ端みたいな言い方しなくても……」

「いえ……実際マフィアなんですよ……『竜の巣計画』の推進者も、複雑な……なんというか、派閥があって……ってこれ以上は言えません!!」

「え、ええ……」

　しかし、マフィアか。

　そりゃあ、人類を滅亡に追い込んでまで研究を続けた連中だし──。

　レキ姉はため息をついた。

「いいですか、私は、あんまり知らないんです。本当に。ただ、ミーシャさんの世話役は、ずっとやってきたから……首輪の話については……機密ですけど……できます」

「話をしても、いいんですか。レキ姉の身に危険が及ぶなら、やめてもいいですよ」

「──いえ。実は、私より、ミーシャさんの方が、階級が上なんです。都合上……私の命令下に入って、階級も下扱いにしていいことになってますが、ミーシャさんは皇こう国こく軍ぐん少しよう佐さですから。ミーシャさんが良いって言えば、言っても構わないことになります」

　ぶっ、と俺は飲んでいた紅茶を吹き出しそうになった。

　……レキ姉より二つも階級が上だったのか。

　これはサラやティーアも知るまい。

「だからって──何から話せば良いのか……」

　迷うレキ姉。

　──どこかで尋じん問もん術じゆつのキモを聞いたことがある。

　相手は話したいんだけど、話すわけにいかない場合、こっちがここまで知っていますよ、と言ったら、ぽろぽろと話してくれる、と。

「……俺の見立てじゃ、『裏切り』と『首輪』は予測されていたものだと思います。いつか誰かがやらなきゃいけなかったものだと。──そのお鉢は、最初、一年前にミーシャがここに来る直前に、レキ姉に回ってきた、そうですね？」

　そこまで言うと、レキ姉の表情は一気にこわばった。

「……すみません。レキ姉のトラウマを刺激するのは……本意ではありません」

「え、ええ、いえ……大丈夫、です。それで……？」

「でも、それは、事実ですね？」

　やや間を置いて、レキ姉はうなずいた。

「……はい。私は……一度、失敗しました。いずれはそうしなければいけないと分かっていても、……この子に、そんなことをするわけには、って。いろんな人に、抵抗しました。でも当時は、まだ、時間的にも……余裕があったので、魔術師小隊にそれを任せる、当分は見送るということで、決着しました。下手に手を打って、事態を悪化させるのは、誰も望んでいませんでしたから……」

「でも、結局、このタイミングで、俺たちがやることになったわけです。あれで、いいんですか」

　レキ姉はうなずく。

「……当分は……大丈夫だと、思います。ただ……これまで、明確な『裏切り』の兆しは……なかったことなので……私の知る限り、それが起こり始めるのは、まずい状況……つまり……その……」

「滅亡に、近づいている──？」

「は、はい。そう、です。……でも！　首輪を……アルさん、それにサラさんやティーアさんがつけたことによって、何かが変わる……んじゃないか、って……つまり、その、滅亡からは遠ざかる……可能性も、ある、と、思います……」

「……この首輪には、意味があるんですね。滅亡を遠ざける、という」

「はい……おそらくは……ごめんなさい、あやふやで……」

　これ以上は聞いても意味ないだろう。

　レキ姉は、おそらく……ここから先は、何も知らない。

　これで確実になったのは──、

　ミーシャは滅亡……いや、竜……に近づくにつれ、『裏切り』を起こすようになること。

　それを防ぐために、何らかの手立てが必要だということ。

　その手立ての一つが──「奴隷化」で、俺たちがとった手段は「首輪」だということで、それは決して間違ってはいないこと。

　分からないままなのは、「なぜ『裏切る』のか」ということ。

　そしてそれが、おそらくは、「竜の巣計画」の心臓部であって、レキ姉もそこまでは知らない、ということ──。

「ねえ、レキ」

「何ですか？　ミーシャさん」

「そろそろ、わたしが『竜の子』であることぐらい、アルに言ってもいいと思う」

「──それを、ですか!?」

　レキ姉は飛び上がる。

　周囲を確認。俺とミーシャ以外、誰もいない。

　廊ろう下かも確認。誰もいない。

　食堂のドアに鍵をかける。

「……それほどの機密なんですか」

「はい……本当におちおち話せないんです。──それが、『竜の巣計画』の……なんというか、本質というか、暗闇……ですので」

「というより、『竜の子』なんて話、初めて聞きましたよ」

「かいつまんで言えば……ミーシャさんは、『竜』から生まれた『竜の子』──……それだけか、と言われたら、それだけです。だから、時折竜の心に、人の心が侵食される……その侵食の対策として、つまり、人間であることを忘れないために、奴隷化……という作業が必要だったんです」

　これで、十分だった。

　点と点はすべてつながった。

「なぜ裏切るのか」という問いに対する答え。

　それは、「竜の子」だから。

　竜の子であるミーシャ。竜の心を持つミーシャ。

　竜の心と人間の心を調整しながら、竜を倒してきたミーシャ。

　考えてみれば当たり前だ。どうして竜から生まれたのに、竜に刃向かうことができようか。あるいは、どうして人間に刃向かわずにいられるだろうか。

　そんなことが──。

「いったい、誰がそんな計画を。まさか」

「……兄のことでしたら、関係、ありません。これは事実です。かばってるわけじゃなく……兄が介入したのは、計画が破綻しそうになった……つまり、竜が暴れるという話になって以降の話……実のところ、『竜の巣計画』はすでに壊れているんです。……身内びいきと思われるかもしれませんが、兄はその後始末をしているだけ……」

　これもある程度、つじつまが合っている。

　ヒゲがいい奴説を採ると、どうでもいい軍人にミーシャの奴隷化を頼むのではなく、俺たちに丸投げして、しかも何も説明せず、自由意志に任せたのだ。最初から竜の子を産むというあくどいプロジェクトをしておいて、最後に仏心を見せるなんて、それほどのサイコパスだとは思えない。

　ラストの疑問。

「ヒゲ、いえ、中ちゆう将じよう閣かつ下かは……俺たちが仮に負けても、秘策がある、と言っていました。──それは、大罪を犯すことになるかもしれない、いや、すでに犯しつつある、とも。……なんなんですか、秘策って」

「……言え、ません」

　レキ姉は顔を完全にこわばらせていた。

「それ以上言うぐらいなら、私は本当に脱ぎます。全裸でも何でもなります。それに」

「それに？」

「……その秘策は、絶対に、実行したくありません。口にするのも、はばかられます。どうせ……兄、いえ、軍上層部の意向で……いや、そんなものがなくても、人類を守るため、という大たい義ぎ名めい分ぶんで……もし、百人いたら、九十九人の賛成で、実行されるんだと、思いますが……」

「……じゃあ、いいです」

　全裸が手に入るチャンスだったが、やめておこう。

　とりあえず、パズルのピースを埋めることには成功したのだ。

「じゃあご褒ほう美びに、俺の隠していた秘密を教えます」

「は、はい。なんでしょうかっ」

「俺は、竜に滅亡させられた世界から来ました」

「──へっ？」

　レキ姉の声が裏返る。

「ど、どーゆーことですか？　えとえと？　あの？」

　俺は一いつ気き呵か成せいに喋る。

「前の世界はレキ姉とサラとティーアがいて、四人で最強魔術師小隊を結成していましたが、『竜の巣』から出て、暴れる竜を前にして、善戦するも全員死亡して世界は滅亡しました。俺だけ、なぜか、このまだ滅亡していない世界に生まれ変わってきたんです。俺はみんなを前の世界みたいに死なせたくない。そのために、戦ったり、こうやって『竜の巣』の秘密を探ろうとしたりしてるんです。──以上が俺の秘密。ご清せい聴ちようありがとうございました」

「──……え？　あ、はい……貴重なお話ありがとうございました」

　俺もずいぶん告白に慣れたものだ。

　レキ姉は指を折って何かを数えたり、しきりに首をかしげたり、目を回したりしつつ、三分ほどで事態を飲み込んだ。

「で、でもでも、それって、あの」

「心配いりません。今回の世界は、前の世界と違ってミーシャがいますし、サラやティーアのレベルも上がってきました。俺は滅亡を回避できると、確信しています」

「そういう……こと、だったんですね」

　レキ姉のため息。

「はぁ……。アルさんが、何か隠してるんだって……思ってましたけど、そういうことだったんですね……いえ、私も、アルさんがなぜか、竜についてあまり疑問を呈さないというか、竜と当たり前に戦っているのが不思議……でしたが……」

「この話を聞いた上で、何か俺が力になれることは、ありませんか？」

　ううーん、と、レキ姉はしきりに考え始めた。

　が、しばらくして、申し訳なさそうに口を開いた。

「……あまり……ない、と……思います。戦闘に慣れている……のは、心強いですが」

「ありがとうございます。これで尋問は終わりです。──なぁミーシャ、どうよ、俺の尋問術は？」

「レキよりだいぶマシ」

「うぅ～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　大丈夫なのか、レキ姉の受けた軍の情報戦課程というやつは。

「おい、アルヴィド」

　サラが扉をノックして、食堂に普通に入ろうとして、鍵がかかっていることに気づく。

　俺は鍵を開けてやる。

「なんだよ」

「外を見ろ」

　俺は慌てて窓の外を見た。




　竜の光は、昼間なのに、皇都を覆うように広がっていた。
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「なあ、時間がないんだろう」

　竜の巣の手前で、馬車が停止した。

　レキ姉が出て行って、外でなにやら話をしている。

「焦るな。今一分一秒を惜しんだからといって、世界がぶっ壊れるほどじゃない。まだ『竜の巣』は崩ほう落らくしていない」

「……でも、だな」

　外で話しているのは、どうやら「竜の巣」近辺の崩落についてのことのようだった。

　皇都までは届かなかったが、竜の巣近辺ではかなり大きい地震があったらしく、最後のトンネルの手前で止まっている──ということは、トンネルが崩落したりしたのだろう。

「覚悟はしておいた方がいいかもしれないな」

　俺は沈ちん痛つうな声で、そう言ってしまったことを、少しだけ後悔した。

「……覚悟、か」

　サラがため息をつく。

「滅びる、滅びると言われて、ここまで来たが……本当に滅びるんだな」

　──どうだろうか。

　前回の世界と比べてみると、あまりに条件が違う。

　前回の世界、竜の巣が崩落し、手遅れになって、呼ばれた。

　今回の世界、竜の巣は崩落していない、戦う手立ても用意されている、それに──問題を抱えているとはいえ──ミーシャがいる。

　サラやティーアの弱体化など、どこかにすっ飛ぶくらい有利なように思えるのだ。

　しかし、確かにここまで、別に竜を倒せているわけではないのも確かだ。

　緑色の竜の光。

　竜の力、「力場」が強くなっていることを示す竜の光。

　ほどなく「竜の巣」は崩壊することになり、前の世界と同じ運命をたどる──。

　……秘策。

　秘策って何なんだろう。

　レキ姉をして、全裸になれと言われても言いたくなくて、口にするのもはばかられるようなおぞましい秘策。

　何なんだ。ちくしょう。それを回避できなければ、恐ろしい結末が待っているというのか。

　もしかしたら、滅亡の方がまだマシだと思えるほどに。

「どうせなら格好良く活躍して滅びたいものだな」

　サラはそんなことを言う。

「……格好良く、か」

　そういや、前の世界も……。

　いや、あれは格好良くじゃない。

　かっこつけだ。

「それだったら、格好良く戦って、勝とうじゃないか」

　俺は無理に笑ってみせる。

　何か良い方法は──。

　そうだ。

「──いいか。俺はお前らを全力で守る」

　俺は馬車の中で、そう宣言した。

　ふん、とサラが笑う。

「貴様にばっかり、ずっと守られている私たちじゃない。悪いが、活躍させてもらう」

「……わたくしも、加えてくださる？」

　俺はうなずく。

「そうだ。だからこれから作戦を立てようと思う。俺はお前らを守る。その代わり、お前らがメインで戦うんだ。お前らの力も、今回はきっちり期待して見込んでいる」

「……ほう」

　二人が俺を見る。

　俺は、自分の首を指さした。

「いいか。竜の弱点は、頸けい部ぶだ。ここを徹底的に攻撃しようと思う」

「そこを、私たちに狙えと？」

「そうじゃない。それは今回も、俺とミーシャが担う。けど、お前ら二人の方が主役だ」

「……頸部が弱点なら、あそこにまで飛んで到達できるのは、貴様たちだけだろう」

「それを陽動にする」

「なに？」

「いいか。竜の知能は『あるけど薄い』だ。そしてお前ら二人は、実は、かなり面白い戦力だと思ってる」

「──面白い？」

「そうだ。二回の出撃で見た限り、サラもティーアも、攻撃が派手だ。効果は薄いが、操る剣の出力、使う呪文の威力、どちらも高度なものだ。効果は薄いが」

「二度言うな！　二度！」

「いやいや褒ほめてるんだって。効果が薄いのはこの世界の『魔術』が前の世界の『魔術』と、前提条件が違うからだろう。俺の推測にすぎないけどな」

「……それで？」

「竜は、その攻撃を受けたら、メインの攻撃だと勘違いするはずだ」

「……つまり、それを使って、陽動にすると」

「その通り」

「──で？　私たちは、自慢じゃないが、大して飛べないぞ。貴様らみたいに、上の方に行くことはできない。どう陽動に使う？」

「今まで通り、しっぽでいい。ただし、切断を目指せ」

「せ、切断!?」

「そうだ。今まで肉を斬るなと言ってきた。が、今回からは、死にものぐるいで、斬りに行こう」

　ティーアが顔をしかめる。

「アル、ちょっといいかしら？」

「おう。なんだ？」

「しっぽの切断は、竜に大ダメージを与えるんですの？」

「……与えない。しっぽを斬ったところで、竜は倒せない」

「だったら──竜は陽動とすら思わず、ただ無視するんじゃありません？　わたくしたちは反撃に値せず、そして本丸の貴方あなたたちを狙うはず」

「そう。だが、しっぽの切断は、実は大きな意味がある」

「と、言いますと……？」

「竜にとってのしっぽは、竜の体全体のバランスを保つ重要な器官だ。確かに生命維持には関係ない。だがトカゲのしっぽ切りとは違って、しっぽを失うと体のコントロールを失う。いくら竜の巣に閉じ込められている竜とはいえ、これは耐えがたい。ましてド派手な攻撃を食らったら、『しっぽの切断が主目的だ』と動どう揺ようするはずだ」

「もし、切断できなくても──」

「そう。切断を目指し、徹底的に攻撃しているというだけで、竜は慌あわてる。お前らに注意を向けざるを得ない。その間に、俺たちは、竜の首を狙いに行く」

　サラが叫んだ。

「無茶だ！　竜の首を取ろうというのか!?」

「……首は全部スパッと斬る必要はない。頸部の皮膚に切れ目を入れて、肉を露出させ、頸部の血管を切断していく。これで竜に強烈なダメージを与えることを目的とする。──ミーシャ、できるな？」

　うなずく。

「……それが、一番なんだな」

「そうだ。考え得る限り、あと二回ほどで倒す方法は、それしかない」

　にしても──。

　そう簡単に作戦がうまくいくとは思えない。嫌な予感もする。もし切断できなければ──いや、切断できてしまったら──そっちの方がまずいかもしれない。しかし、代案があるかと言われれば──ない。

　俺が。

　俺がなんとかしなければ。

　こいつらには期待している。でも、前の世界を知る者として、俺が、最終的にこいつらを背負って、救い出してやらなければいけないのだ。

　前の世界の轍てつを踏んではいけないのだ。

　──どうすればいい。

　どうすれば勝てる。

　どうすれば──。

　すると、レキ姉が入ってきた。

「準備ができたそうですよー。発車しまーす……って、……なんでしょうか……この雰囲気……」

　確かに、奇妙な雰囲気だった。

　興奮と不安がミックスされたような。

「いえ、なんでも。行きましょう」

「は、はい……」





　　　　＊






　竜の巣に入り、俺は堂々と仁に王おう立だちした。

　そう、勝てるのだ。

　何が前の世界だ。何が弱体化だ。こいつらは前ほど強くなくても、十分に頼もしくって、しかもミーシャという強力な援軍を擁ようしている。勝てないわけがないのだ。

　──。

　そううまくいくわけがない、とも思うが。

　ティーアの呪じゆ文もん詠えい唱しようが始まる。

　こっちがメインと勘違いさせる。そのために長い呪文を言わせる。ティーアは落ち着いて、単語を一つ一つ唱えていく。呪文詠唱の難しさは、長い呪文になると、所々単語が活用して変化することだ。つなげれば良いのではない、考えながらつなげなければいけない。

　しかしティーアは間違えない。

　竜の咆ほう哮こうが始まる。しっぽが凍っていく。

　俺はそれを見届けつつ、ミーシャに駆け寄った。

「作戦だ。竜の頸部を狙っていこうと思うが、どうだ」

　ミーシャはしっかりとうなずく。

「いいと思う」

「俺が鱗の切れ目に沿って外周を斬っていく。お前は肉の薄いところを見つけてそこをぶっ刺せ。いけるな？」

「大丈夫。でも、一つだけお願いがある」

「なんだ」

「アルが危険すぎる。守らせて。──そう、命令して」

「……分かった。俺を援護してくれ。命令だ」

　ミーシャがうなずく。作戦開始だ。

　俺は剣を、竜の鱗の切れ目のところに、思いっきり振り下ろした。

　が──。

「ぎぃっ!?」

　がぎいぃんっ、という、金属音が響いた。

　まるで、石でも思いっきり叩いたかのような、激しい衝撃が剣に伝わる。

「なんだ──これ」

　頸部の鱗の切れ目。

　俺が以前、出撃したときに、傷をつけたところ。

　そこが、まるで金属のように、銀色に光っていた。

「硬化……」

　ミーシャがつぶやく。

「……お、おい」

「だめ。いったん止めて」

「でも、」

「だめ!!　無理!!」

　それは。

　それまでにない、強い口調だった。

　竜の首に、危うい姿勢で乗りながら、俺は一旦剣を振り下ろすのをやめる。

「──硬化してる。前に、傷つけすぎた。わたしの責任かも」

「どういうことだ」

「竜の皮膚は、ダメージを与えすぎると、鱗が金属に変わっていく。継ぎ目も金属になる。──普通の剣では、もう斬れない」

「し、下にいるあいつらは大丈夫か!?」

「大丈夫。それは問題ない。しっぽは硬化しない。でも──」

　致命的な一言。

「もう、これじゃ、首から上はどこも斬れない」

「だったら」

「竜に、剣で、これ以上のダメージは与えられない」

「どうすればいい!?」

「……」

「まさか、もう倒せないのか!?」

「……」

　二度のミーシャの沈黙。

　その瞬間、聞いたことのない咆哮が、あたりにこだました。




　コォオオオオオオオオオオオォォォォォォォォ……………………。




　──このとき、潮目が、変わった。

　また滅亡する時、俺はこの音を思い出すだろうな、と思った。

　嫌な予感は当たったのだ。

　竜。俺らは勝てると思っていた。さっきまで勝てると思っていた。そう、俺は、あの、滅亡してしまった前の世界から、引き続きずっと──愚かなことに──竜は時間と力さえあれば勝てる相手だと思っていた。

　違う。

　そういう「論理」の通じる奴じゃなかった。

　なんで忘れていたんだ。こいつは死し獣じゆうじゃない。世界を滅ぼす竜なんだ。あの大きな皇こう都とも、皇都よりも遙か遠くにあるはずの都市も、全部全部焼き尽くした竜なんだ。俺たちが剣で殴ってどうにかできる相手じゃなかったんだ。こんな奴から仲間を守ろうだなんて、思い上がりも甚はなはだしい。何で忘れていたんだ。何で忘れていたんだ。

　何で忘れていたんだ。

　終わった。

　──か？

　違う、ダメだ、諦めるな、何か策が、何か策があるはずだ、竜の、竜の皮膚が、堅いなら、力をもう少し入れれば、もしかしたら。

　剣を振り下ろしてみる。

　跳ね返される。堅すぎる。

　違う、諦めるな、諦めるな、何かあるはずだ、何か、何か、何か、そうだ、もう一度、

　──剣を振ろうとして、ミーシャが手で制止した。

「だめ。やめて。無意味」

「でも──」

「ごめんアル。わたしのせい。前回のとき、見境なく首に攻撃しすぎた。血を噴き出させたのは、明らかにやりすぎた。硬化を招くのなんて、わかってたはずなのに」

「違う、」

　俺のせいだ。作戦ミスだ。

　だが、ミーシャは首を横に振る。

「わたしのせい。アルの作戦は間違ってなかった」

　ミーシャは短剣を竜の首に突き刺す。

　がきん、と音が鳴り、金属化した鱗がそれを跳ね返す。

「……アル、剣、交換してくれる？」

「待て、それじゃ俺が戦えない」

「大丈夫。アルは戦わないで、下に行ってて」

　ミーシャが短剣を放り投げる。

　俺は慌ててそれを左手でキャッチするが、そのすきに、俺の右手から、ロングソードが奪われた。

「待て！　二人で倒すんだろ！」

「わたしの間違い！　わたしが責任をとる！」

　どん、と。

　──最初、何をされたのか分からなかった。

　だが、次の瞬間、俺は突き落とされたことを知った。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　飛行魔法を調整し、なんとか体勢を立て直す。再び上を目指す。

　だが、何かに阻まれ、再び高度が落ちた。

　──なんだ？

　まさか。

「バリアか!?」

　竜相手には通用しないから、完全に忘れていた魔術。

　人や死獣を寄せ付けない魔術。

「お前一人で戦う気か!?」

「わたしの責任!!　アルがこっちに来るのは危険!!　わたし一人で戦う!!」

「命令だ！　やめろ!!」

「……アルを守れっていう命令の方が上!!」

　ぎん、ぎん、ぎん、と、まるで剣同士の決闘をやっているような音がする。

　何度やっても、何度やっても、竜が傷つく様子はない。

　口からの炎が時折ミーシャの方に向かい、ミーシャは簡単にそれを躱かわす。

　けれども、こっちの攻撃も、まるで効いていないのだ。

　狂ったように剣を振り、何度も何度も叩きつけ、そのたびごとに弾かれている。

「くっそぉ……！」

　下を見ると、サラが同じく剣を振り下ろしていた。

　しかし、こっちは硬化していない。

「てりゃぁっ!!」

　ざく、という気持ちいい音がした。

　──やりやがった！

　尾部の切断に成功した。

　そして、切断に成功した気持ちいい音がした代わりに──竜が激しくのたうち始めた。

「サラ！　ティーア！　回避しろ！」

「え──!?」

　竜のオーラが赤くなり、竜の巣を染める。

　下にいたサラとティーアが、慌てて竜の尾部から離れる。




　コォオオオオオオオオオオオォォォォォォォォ……………………。




「ひ、ぃ、っ」

　二度目の咆哮。これまでと違い、大地が上下に揺れる幅は、身長ほどもあるかもしれない。──実際はそうじゃないかもしれない。でも、それぐらい大きな振動。

　サラが震えていた。がちがち歯を鳴らしながら。地面に尻しり餅もちをつきながら。

　ティーアがその肩を抱き、持ち上げる。

「ったく重いったらありゃしませんわ！」

　火焰が襲い、焼かれそうになる。

　わずかながら飛翔し、二人は火焰をかいくぐる。

「す、すまない、ティーア、こ、怖かった、んだ」

　サラは顔を引きつらせ、なおも膝ひざを震わせる。

「言い訳は後で!!　アル、上の方は!?」

　上ではなおもミーシャが戦っている。俺は叫ぶ。

「もういいミーシャ！　撤退だ！　命令！」

　だがミーシャは相変わらず短剣をあっちこっちに突き刺している。

「……もうちょっとだけ待って！」

「バカ!!　戻れっつってんだろ!!　早く!!」

　ようやく突き刺すのを終えて、ミーシャが降りてくる。

　──まずい。今回、何もできていない。

　俺たちのやっていることは、所しよ詮せん、児じ戯ぎに等しいのか──？

　地面が揺れる。「力場」の揺れ。体を揺さぶられ、バランスを崩され、四よつん這ばいになる。

「……逃げるしかないと思うか？」

　ミーシャに問う。

「……うん」

「竜の状態は？」

　首を横に振る。

「……だめ。かなり、硬化してる。予想より……ずっと。かろうじて……急所に、一突きだけしておいたから、時間は稼げると思うけど、……気き休やすめだと、思う」

「……すまん。時間稼ぎしてたんだな」

「そう、だけど……」

「……勘違いしてた。お前がまた、俺を守るために無茶してるんだと思った」

「アルは悪くない。それに、それは命令違反だった。叱しかって」

「分かった。後でたっぷり」

　隣で聞いていたサラが口を開く。

「……ミーシャ、ダメなのか。もう倒せないのか」

「……アルが言ってたとおり。しっぽは重要。だけど致命的ダメージにはならない。頸部の硬化が始まった以上、わたしたちの通常の魔術では、もう、どうやっても、対抗することはできない」

「本当に、本当に、ダメなのか。もう、どうあがいても、倒せないのか。剣がもっと強ければ、呪文がもっと長ければ、首じゃない、もっとどこか別の所を狙えば、倒せるんじゃないのか」

「……」

　全てに対し、無言──。

　そしてミーシャは、首を、横に振る。

「……分かった。それ以上はいい」

　ミーシャがうなずき、そして、思いもよらないほど、強い口調で言った。

「……それより、今すぐ、逃げた方が良いと思う。もうなんの猶ゆう予よもない。竜の巣が崩れてもおかしくない。早く!!」

　竜の咆哮。火焰。赤いオーラと、焰で壁が真っ赤に染まる。

「くそっ、撤収だ」

　俺たちは逃げる。

　逃げることしかできない。

　何もできない、何もできない、何もできない──！




　地鳴り。轟音。竜の巣の壁が剝がれ、落ちていく音。

　竜の巣を出る。




　そして、俺たちは見た。

　竜の巣が崩れていく瞬間を。

　激しくのたうち回る竜が、竜の巣を壊し、アーチ橋を壊し、火焰を放つ姿を。




　竜がすさまじい光を放ち、世界を染めている。

　立っていられないほどの地震が襲う。

　竜の巣が壊れた。

　──世界の崩壊は始まった。

　もう、ここに来ることはできない。

　竜を倒すこともできない。
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　竜の巣が崩れ、皇こう都とに迫ってくる竜を、すり鉢ばち山やまで食い止める。

　前回と同じような任務を与えられ、俺たちは出撃する。

　だが、健闘むなしく──いや、健闘どころか結局手も足も出ず、赤く燃える火の海の中、サラとティーアが竜の吹き出す火か焰えんに焼かれる。

　断だん末まつ魔まの声を聞いた瞬間、二人の視線が俺の方を向く。

　──どうして助けてくれなかったんだ。

　と。

　──どうして滅亡した前の世界からやってきたのに、今回も滅亡させるんだ。

　と。

　──貴様なんかに期待した私たちがバカだった。

　と。

　身震いするような恐ろしい呪じゆ詛そに、俺はうずくまる。

　正論なだけになおさら体が震える。

　俺は──俺は何一つできないまま──竜に多少傷をつけた程度で──また、「竜の巣」を壊してしまった。

　ここまでの努力は何の意味もなかった。

　あんなに時間の余裕があったのに、あの「計画」とやらの真実に迫ることに追われた。

　あいつらのために、何一つしてやれなかった。

　呪われて当然。仲間を二度も殺したのだ。サラ、ティーア、レキ姉の三人を二回殺したのだ。合計六人を殺した、血塗られた体。

　そうだ。

　ミーシャは？

　ミーシャはどこにいる？

　あいつは、あいつなら、きっと──。

　──くそっ。

　この期ごに及およんで。

　この期に及んで、一人の──残酷な運命を背負った少女に──助けてくれと泣きつくのか。

　俺は叫ぶ。叫んで山の斜面を逃げる。焰に背中から焼かれる──。




「──っ!!」

　ベッドから起き上がる。汗が吹き出て、寝間着がぐっしょり濡れている。

　──悪夢か。

　時計は午前三時を指している。

　外は酷ひどい雨。竜の巣から帰ってきてから、ずっと降り続いている。

　遠くから竜の咆ほう哮こうが聞こえてくる。

　……尿意が襲う。




　小隊本部、この建物、トイレは一階と二階にしか存在しない。

　夜の三階は女の子の空間だとはいうものの、このときばかりは三階を──階段の踊り場として通過するだけとはいえ──通らなければいけない。

　時折稲いな妻ずまが走り、雷鳴がとどろく中、俺は二階へと急いでいた。

　しかし、俺は通過する際、声を上げそうになった。

　亡霊。

　……のように、廊下に体育座りしているサラ。

「……おめー、何してんだ？」

「……」

「竜の声が気になるか？」

「……」

「おーい」

「……なあ、」

「なんだよ」

　サラの体が震える。

　そして、声ならぬ声が、しばらく続いた後、

　──嗚お咽えつ。

「私たちは──死ぬのか」
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　俺はトイレを先に済ませた。

　サラの部屋に行くと、サラがぼうっとベッドに座っていた。

　……そういえば、初めて入った部屋だが、意外に女の子らしい。きちんと整理整頓されているだけでなく、妙に似つかわしくない可愛い小物が置いてある。

　そして、ぬいぐるみがくたびれて、ベッドの上で寝転んでいた。

　抱きつかれたような跡を残して。

　……ここにいるのは、不安そうな一人の女の子。

　剣士でも魔術師でもない、ましてや竜から世界を守る英雄でもない──。

　ぬいぐるみに抱きつく、普通の女の子。

「前の世界の私は、」

　いきなりサラが話し始めた。

「……堂々と、死んでいったんだろう」

　何を言い出すかと思えば──。

「……そうだな」

「貴様を守るために」

「……ああ」

「竜に立ち向かっていった」

「──そうだ」

　俺がそう言うと、サラの歯が、恐怖からか、ガチガチと鳴る。

　……慌あわてた。

　そりゃあ慌てる。だってあのサラが──。

「──無理、だと、思うんだ」

「……」

「心配はかけさせまいと思ってる。ティーアがうまいこと、私のツッコミ役になってくれている。楽しい会話をしている以上、貴様にはあまり気づかれていないと思っている。けれど、私は、最初に竜と戦って以来、時々……恐ろしくて、恐ろしくて、たまらなくなり始めた。布団ふとんをかぶって声を押し殺して泣いた。……今はもう、はっきり言える。恐ろしくて、手も足も出ない。竜のことが怖い。戦うのは……無理だ。戦いたくない」

　がたがた震えるサラに、俺は布団を掛けてやる。

　そうしたら、布団にしがみつくようにして震える。

「本当に、滅びるのか？」

　恐怖。ナマモノの恐怖。

　けれど、俺は言う。

「……今度こそ、ダメかもしんねーな」

　そう、本音で、包み隠さず言う。

　それを受け取り、サラは、震えながら言った。

「なあ、私たちは……なんのために……生きてるんだ。竜と、理り不ふ尽じんに戦わされて、そうして理不尽に、殺されるために……生きているのか」

　そうかもしれない。

　竜が来なくたって、俺らはどうせ、どこかで理不尽に殺される。

　社会の嫌われ者、はみ出し者、不幸を呼ぶ魔術師。

　これからも理不尽な目に遭い続ける。

　そのために生きなければいけない。

「私の人生は、屈辱を晴らすためのものだった。小隊に入るまで、恋も青春もなかった。親を失い、養よう父ふには無視され、虐しいたげられて、生きているようで、死んでいるような生活……。やりたいことは何一つできず、やりたいことさえ見つけられず……でも、ようやく、剣一本で逃げ出して、魔術師小隊で貴様と出会って、しばらく経って──竜と戦う貴様の姿を見るようになって、……そこはかとなく抱いていた何か、熱いものを、次し第だいにはっきりと感じ始めた。でも──」

　そこで初めて、サラは涙した。

　ぽつり、ぽつりと、大粒の涙を流し始めた。

「全てが遅すぎた。もう、滅亡は目の前だ。私は、わずかこの、数日……しか、生きたと言えないまま、死ぬのだと思うと、怖くて、怖くて、仕方ない。何も、成し遂げられないまま、自分の人生を生きることのないまま、死ぬのか。何一つ、この世界に、私が生きた証拠を残せないまま……私が感じた、この熱い思いも残せないまま……」

　そして、しばらく震えて、涙を流し、何度も何度もそれを手でぬぐって、鼻をぐずらせて──消え入るような声で──言った。

「生きたい……」

　……くそったれ。

　俺はこいつらに生きてもらうために戦ってきたはずなのに。

　そんな台詞を言わせてしまうなんて。

「なあ、アルヴィド」

「なんだ」

「貴様がいた──前の世界の私は、こんなのではなかったのだろうな。もっと堂々としていたのだろうな。死に直面しても、貴様を守るために、戦いに赴おもむいたんだよな」

　俺は考える。

　しかし、首を横に振った。

「違うのか……？」

「前の世界のあいつは……強かった。でも、お前と一緒で、強がってばっかりいたんだ。無理してたんだ。お前みたいに、本音を言うことができず、最後の最後まで、無理してた。──俺はあいつを死なせたことを後悔している。でもそれ以上に──」

「…………」

「──あいつの苦しみを、分かってあげられなかったことを、後悔している。あいつの中には、無理矢理ぶんどってでも、俺が背負うべき苦しみがあったはずなんだ」

　奥歯が鳴る。

　歯ぎしりする。

「前の世界のサラは、今のお前みたいに、俺に対して弱音を吐いてくれはしなかった。俺に対して、絶対にそんな面を見せようとはしなかった。──でも、あいつだって、俺の足に縋すがりついて、泣きじゃくりたい場面が、絶対にあったはずなんだ」

「そう……だろうな」

「──俺は、そんな信頼関係を──時々弱音を吐いて、俺に泣きついてくるような信頼関係を結べなかったことを……ずっと、後悔していることに、滅亡した後で気がついた。今になってようやく、今の世界のお前と、それらしきものに辿り着いたことに、安心感を覚えてもいる。だが」

「……だが、なんだ」

「結局は助けられそうにないと思うと、怖くて仕方ない」

　俺はそう言って、床に、仰向きになって寝転がった。

　全身を倦怠感が包む。

「そうか──」

　サラが言う。

「──だとしたら、私は、幸せな……生き方を、できていたんだな」

「そう、思えるか？」

「ああ……貴様が私のことを、それだけ考えていてくれただけで……そうか、私は、生きた証を、ここに残せたんだ。貴様の心の中に……」

　そう言うと、サラが俺のそばに近寄り、額に手を当てた。

「なあ……疲れてないか、アルヴィド？」

　俺は天井を見上げる。

　双方無言の中で、雨粒が地面に叩きつけられる音だけが、激しく響く。

「……ああ」

　もう、本音を隠さないで言おう。

　隣にいるのは、盟友なのだから。

「俺は、もう、疲れた」

「……」

「何もかも無駄だったんじゃないかと思う。奔ほん走そうして奔走して、『竜の巣計画』の核心まであと一歩、ってところまで来た。けど、竜があの状態だ。もう、勝ち目はないのかもしれない……そう思うと、全ての力が抜けていく。あれだけお前らを守りたいと思って生きてきたのに。……もう終わりだ。救えなくて、本当にすまない」

　涙るい腺せんに涙がたまる。

「俺の生きている意味は、なくなっていく……」

「……なあ、こっちに来い」

　サラがベッドの上から手招きする。

　俺は、何も考えず、ふらふらと向かう。

　すると、なんの前触れもなく、ぎゅっと抱きしめられた。

「……っ！」

「……私は不器用だ。巨乳だけが取り柄のバカだ。だから泣くなら私の胸の中で泣いてくれ」

「……」

　大きすぎる、柔らかすぎる、胸の谷間に、顔を埋うずめる。

　サラの体温。高鳴っている鼓こ動どうが聞こえる。

　──まだ、生きてる。

　崩壊間際の世界で、俺たちはまだ生きている。鼓動を打っている。死んでない。生きた証拠を、感情を、必死で残そうとしている。死にたくないと、思っている。もうすぐ死ぬのに、戦せん況きようは絶望的なのに、心臓は生きようとしている。

　嗚咽が漏れた。

　おっぱいに顔を突っ込んで泣いた。

「すまん。今はこれだけしかできない。こうする以外の方法を知らないんだ」

　サラの胸のあたりが、涙で濡れていく。

　顔をめちゃくちゃに突っ込む。柔らかい双そう丘きゆうが、顔を包む。

「──今の貴様は疲れすぎている。疲れたらいつでもこうしてやる。世界が救われなくてもいい。貴様が私のことを思ってくれている。助けようとしてくれている。それだけで十分、私は救われた。だから」

　むぎゅっ。

「いつでも、辛つらくなったら……私の所に来てくれ。世界の崩壊間際でもいい。貴様の頭を抱いているだけで、私も救われるんだから。そのときが来たら──私の胸の中で、頭を埋めながら、一緒に滅びよう」

「……俺、お前を慰めるために、来たはずなんだけどな」

「ああ」

　サラは目元を袖でごしごしぬぐった。

「貴様のおかげだ。今の私は、貴様より強い。強くなった。生き残ったら、もっと先のことをさせてやる」
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　ドアを開けると、ティーアとミーシャが立っていた。

「起きてしまいましたわ。ただ事じゃない雰ふん囲い気きでしたので」

　ミーシャもうなずく。

「……ま、そうだろうな」

「いい話でしたわね」

「そうか？」

「ええ」

　すると、ミーシャが暗い表情でつぶやいた。

「……サラにも、心配かけてた」

「気にすんな。あいつは強い。臆おく病びようだけど、臆病と弱いのとは違う」

「……そう、なの？」

「臆病な奴は最後まで死なないんだ。それに臆病に素直な奴は信用できる」

「……サラは、辛いの？」

「──みんな辛いに決まってる。滅亡するんだから。でも、それは、心の持ちようで、どういうやり方で滅亡を迎えていくのかは、それぞれの判断に任せるしかない。──サラは強い。だから、なんとかなる」

　ミーシャはうつむく。

　そして、何かを決意したように、黙った。

「それよかティーア、お前も何か言いたいことがあるんじゃないか？」

「え？」

「今日の戦闘を見てて分かっただろ。竜の巣は崩れて、竜がこっちまで来てる」

　ティーアは、ふっ、と笑った。

「何を今更。いずれこうなるはずだったんでしょう？」

「覚悟はできてる──ってか？」

「当然ですわ。おっぱいバカとは違いますし。──それに、わたくしは諦めが悪くて、図太くて図々しいですわ。そして素直じゃない。まだ滅亡しないと思っている」

「心強いことだ」

「……滅亡しないと、言い聞かせている」

「え？」

「……いえ」

　窓の外を見る。

　何度もとどろく雷鳴。

「……もう、わたくしたちは、心の準備にかからないといけないのかもしれませんね」

「そう……だな」

「だから、わたくしは、滅亡しないと言い聞かせてますわ。本来は逆でしょうに──滅亡するんだから、今のうちにやらなければいけないことをって──それが本来の心の決め方でしょうに。でも、わたくしは、しない、しない、と言い聞かせてる」

「……それが、ティーアのやり方か」

「いえ──」

「え？」

「──横よこ恋れん慕ぼ」

「え？」

　ティーアが笑っていた。

　そして、ぽつり、とティーアの頰から、何かが落ちた。

　水滴。

　涙だった。

「わたくしも、貴方あなたのことが、好きだったんですのよ」

　俺は絶句した。

　そりゃまあ、多少の好意はあると思っていたけれど。

　それでも。

「……それは」

「気づかなかったでしょう？」

「あ、ああ……」

「貴方とサラが楽しげに話しているだけで、抑えがたい嫉しつ妬とを感じていましたわよ。いつかサラと貴方が大げんかして、わたくしにお鉢はちが回ってこないか、ずっとずっと狙っていたんですのよ」

「……根気強いな」

「ええ。諦めが悪くて、申し訳ありませんわね。ミーシャさんが、サラが、こんなに貴方のことを好いていて、あまつさえ下着選びにまで付き合っていたのに、わたくしは、ずっと、ずっと、何も言えないで、いたんですのよ。──いえ、言わないで──言う勇気が──言う、言い訳が──なくて──」

　ティーアの目から、涙がこぼれ続ける。

「結局、根気強いんじゃなくて、勇気がなかっただけですわ……勇気がなかった一方で、諦めきれなかったから、わざとサラには、似合わない下着を勧めたりしましたわ」

　ティーアは、まだ、なお、笑っていた。

「バーカ」

「ええ、全くその通りですわ」

　そして、言った。

「わたくし、──このまま、死にたくない──」

　俺はティーアの体を抱きしめた。

「バカ。なんで我慢してたんだ」

「……バカだから」

「そうだよな。バカじゃなきゃ、呪文の詠えい唱しようの簡単な奴なんて、そう間違えねえよ」

　そのときだった。

　がしっ、と。

　ティーアに胸のあたりを摑まれた。

　そして、震える声を聞いた。

「……アル、助けて」

「え？」

　一瞬、その声の変わりように、俺は戸惑った。

　だが、ティーアは──泣きじゃくり始めた。

「このまま、このまま、わたくしは死ぬんですの？　王女のくせに魔術師なんてと言われて、いらない子として生まれて、魔術師小隊に入って、ようやく気の休まるところが見つかったと思ったら、もう死ぬ──」

「……」

「死にたくない──」

　ティーアを抱きしめるのが、なんとなく申し訳なかった。

　さっきサラの胸の中で泣いていたのだから。

　でも、そんな浮気も、許して欲しい。

　最後の最後なのだから。

「この期に及んで、死にたくないなんて、わたくしが、少しでも呪文詠唱がうまければ、そうはならなかったはずなのに、死にたくないなんて、自分の責任なのに……」

　えぐっ、えぐっ、とティーアが泣いた。

　そんな泣き方をするティーアは、俺は初めて見た。

　前の世界──いや、今の世界ですら、こんなティーアは見たことがなかった。

「すまん。ティーア。お前も……」

「ええ……」

「お前も、辛かったんだな」

「辛かった。ずっと辛かった。どうしてサラみたいに素直になれないのか、ずっとずっと、苦しくて……本当のことを言えるときには、もうこんな時間になって……」

「言えたじゃないか。今、言えたじゃないか」

「……ええ、やっと……やっと……アル……」

「なんだ。何でも聞いてやるぞ」

「覚えていて……くださいね……世界がたとえ滅ぼうと……わたくしが貴方のことを、ずっと思っていたことを……」

　ティーアはしばらく俺にすがりつきながら泣いた。

　そのうち、静かになった。

　すると、サラの部屋のドアが開く。

「──さっきから人の部屋の外で何をしているんだ……」

「見ての通り、メロドラマだよ」

「……まったく、私だけ独り占めしてやろうと思ったのに、これだからな」

「俺、どうすりゃいいのかな？」

　ふん、とサラが言う。

「ハーレムでも築くことだな。天国は一いつ夫ぷ多た妻さいでも許されるだろう」

「ちょっ……貴女あなたに簡単に渡すわけにはいきませんわよ！」

「何……？　貴様、意外と独占欲が強いんだな……？」

「下着でさんざん釣ったくせについに現世で釣れなかった貴女には、元々お鉢は回ってきませんわよ！」

「な……じゃ、じゃあ、今見せる！」

「滅亡間際のお楽しみじゃなかったんですの？」

「……ど、どっちがいい、アルヴィド」

　俺は──。

「難しいこと聞かないでくれ。バカなんだから」

「楽しかったな」

　サラは笑った。

「もう私は、何も怖くない」

「……わたくしも」

　俺たちは、ついに「納得」した。

「──滅びよう。難しいことは考えたくない。お前らと一緒なら笑って死ねると思う」

「貴様は、それでいいのか」

「──」

　口から何か言葉が出てくる前に、ミーシャが袖そでを引っ張る。

「ねえ、アル」

「なんだ」

「外でお話、したい。……みんな、いい？」

　俺を話に誘うだけなのに、ミーシャがサラとティーアを気遣って声をかけるというのも、不思議な光景だ。

「待て。一言だけ」

　サラが言う。

「私たちはチームだ。貴様ら二人で戦っているんじゃない。……力の差は歴然としている、それは知っている。でも、私たちだって死ぬ気で戦うつもりだ。そして、死ぬ時も──だ」

　そして、続ける。

「だが、私たちは私たちでしかない。……二人にしか解決できないことなら、私たちは任せるつもりだ」

　ミーシャはうなずいた。





　　　　＊






　夜は明けそうにない。

　皇都住民も、明かりをつける気にはならないらしい。

　外に出ると、ミーシャが士官学校の建物を指さした。

「あれ」

「あんなところでいいのか？」

　うなずいて、

「行ったことないから。一度行ってみたかった」

「なるほどね」

　ミーシャは見た目三つほどは年下だし、事の経けい緯いからして、軍に囲われて生活してきた可能性が高い。となると、まともに一般人と触れ合うことになる学校には、通わせてもらえなかっただろう。

「命令して」

「……いちいちしなきゃだめか？」

「省略したいときはそれでいいけど。でも、わたしは命令で動きたいから」

「じゃあ、学校まで歩け。俺についてこい」

「わかった」

「あとの命令は略する」

「わかった」

　……いいのか？

　ミーシャと一緒に、学校の敷地まで向かう。

　しかし士官学校自体は本当に、つまらない場所だ。

　入り口に看板。

　──しばらく休校、か……。

　そりゃそうだ。

　教職員の姿も、警備員の姿も見えない。

　せっかくだし、校こう舎しやでも久々に見物するか、と、建物の中に入っていく。

　俺はずんずん先に進み、ミーシャはおっかなびっくりついてくる。

　……しかし。

「なんかまずい気がするな……」

「なんで？」

　首輪少女を連れて、夜の無人の学校。

　なんて言えるわけなし。

「ねぇアル、学校ってどういうところ？」

　唐突に聞かれる。

　が、俺はばつが悪かった。

「……それがさ、俺は魔術師小隊に入るために、繰り上げ卒業扱いになったから、ほとんど通ってないんだ」

「楽しかった？」

「そうでもない。そもそも魔術師と積極的に関わろうなんて奴、いなかったからな」

「あの二人も？」

「そうだろうな。ティーアはローレント王国からの派遣だから、ちょっと違うけど」

「……そんなに辛かった？」

「辛かったなんてもんじゃない。誰一人味方がいなかったんだ。絶えず自分だけが間違っているっていう恐怖にさいなまれていた」

「じゃあ、今は？」

「──楽しいよ。自分たちは間違ってないんだって、ちゃんと生きる価値があるんだって、わかるから。とっても楽しい。お前もそうだろ？」

　うなずく。

「前の世界でだって、あいつら、あんな感じだったんだよ。世界最強って言ってたけど、ほんとはそんなあだ名、息苦しかったんだ。二人は最強コンビで、いいライバルだって、いつも笑ってたけど、俺の見てないところで、つまんない喧けん嘩かしてたらしいよ」

「どういう喧嘩？」

「おかずを盛る量が多いとか少ないとか」

「……わかる」

　俺はそこで、初めてミーシャの笑顔らしい笑顔を見た。

　なんだか肩の荷が下りた気がして、俺も笑う。

「今はさ、ポンコツになっちまったから、俺の前でも喧嘩してるけどさ。でも、そっちの方がいいのかもな。前の世界じゃ、みんながみんな、俺たちのことをずっと見てた。軍で一番のエリートだったし、《皇こう国こく》に、いや、皇都に何かあったら、俺たちが救わなきゃいけないって話になってた。でも」

「でも？」

「──そこにいたのは、ただの思し春しゆん期きの男子一人と女子三人だったんだ。そんな奴らに、世界なんて、もとから背負えるわけなかったんじゃないかな」

　俺は苦笑いした。

　──結局、そういうことだったのかもしれない。

　みんな強がって戦って、そうして死んでしまったけれど。

　それがなくたって、どこかで崩壊していたのかもしれない。

　強がって、苦しんで。

　本音を何一つ言えないまま、死んでいって。

「だからさ……世界は、もう、ダメだけど、……俺たちは、前の世界以上に分かり合えたから……それでいいのかもしれない、なんて……思っちまうんだな……」

　俺の目標は、下方修正の下方修正の下方修正だ。

　全員を滅亡の苦しみから救うことではなく。

　滅亡の苦しみの中で、体を寄せ合い、苦しみを分かち合うことになった。

　いとおしい日々だったなと、思い出しながら死ぬことが目標になった。

「でも……わたしは、そんな日々をぶち壊そうとしていた」

「……みんな殺さなきゃいけないと思ってた、って話か？」

「うん。──魔術師も、悩んだり、笑ったり、泣いたりしてた。そんなの知らなかった。殺さなきゃいけない対象が、物事を考えたり、学校に通ったりなんて、想像もできなかった」

「──そのことについて、お前は、何の責任もないだろ」

「……そうかもしれない。でも、殺そうとした」

　俺は黙った。

　ミーシャが何を言おうとしているかが分かったからだ。

「……アルは、この世界、すきだった？」

　俺はぴたっと足を止める。

　振り返る。

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

　ミーシャはいささか困こん惑わく気ぎ味みに、

「軍の人たちが、みんな学校には通ったって言ってた。だから学校に来たら、何か、わかるかなって思った。わたしの知らない世界だから」

「ふむ」

「でも、あんまりよくわからない。世界が広がった気には、ならない」

「ま、学校は学校だからな。後から振り返ってみりゃ、どうしてこんなに狭い世界が、自分の世界の全部だったんだろう、って思うことの方が多いよ」

　ミーシャは窓のそばに駆け寄って窓から外を眺ながめる。

　すり鉢ばち状じようの都市の、中心部がよく見通せる。

「わたしは、ほんとにちっさな世界しか知らない。軍の中と、竜の巣だけ。最近そこに、サラたちの家が加わったけど……アルは、もっと大きい世界を、見てきた、よね？」

　ミーシャが俺の方を見て、こき、と首を斜めに傾ける。

　俺も同じように、こき、と首を斜めに傾ける。

「ま、見てきた……かな？」

「ちがうの？」

「……見てきたけどさ、基本的には皇都から出たことはあんまりないんだよな」

「そう？」

　世界最強の魔術師集団、というのは、結局もてあまされていた。

　前の世界でも、やっぱり魔術師は嫌われていた。

　手柄を横取りされるのを嫌う軍は、なかなか出動させたがらなかったし、その代わりに与えられる任務には、酷いものも多かった。

　死し獣じゆうに強いといっても、大概の死獣は俺たちよりも下位の魔術師で十分に対応できたし、結局、どうしても俺たちじゃないと倒せなかったのは──もしかしたら、竜だけだったかもしれない。

　倒せなかったけど。

「結局、最後まで俺たちは、温存っていう名のもとに、閉じ込められてたんだ。ここに行けとか、ここから先は行くなとか、命令ばっかり。あれは今考えたら、──そう、軍が見せたいものしか、見せてもらえなかったんだろうな」

「……わたしと、おなじ」

「だろうな」

「でもその世界を守れって、ずっと言われてきた。守るために、竜と戦えって」

「理不尽だよな」

「アルもわかる？」

　うなずく。

「……わたしは」

　ミーシャは自分の首輪をぎゅっと握った。

「……世界がきらいできらいでだいきらいだった。ずっと世界に苦しめられてきて、誰一人味方なんていなかった。わたしが苦しくても、ほかの人にはわかってもらえそうになかった。世界は広すぎて、わたしはひとりぼっちだった。ひとりぼっちで苦しい世界を生きてきて、毎日毎日、戦うことで精いっぱいで、苦しくて帰ってきても、誰にもわかってもらえずに、また戦わなきゃいけなくて、ずっと、わたしにとって、世界は、苦しくて、なのに、なんでか、戦わなきゃいけないところだった。だから世界はだいきらい。──だけど──」

　ぽつ、と涙。

「──ほんとに、裏切って、世界を滅ぼしちゃおうと思ったとき、小隊のみんなと出会った。小隊のみんなは、すき。アルがすき。サラも、ティーアも、レキもすき。戦うのはつらい。くるしい。裏切ったりもした。でも、みんなすき。おかしくなりそう。世界はだいっきらいなのに、小隊のみんなは守りたい」

「……俺も同じだ」

　ミーシャを抱きしめてやる。












　抱きしめるぐらいしか芸のない自分が悔しい。

　結局、抱きしめる以上の愛情表現を、知らないんだ。

　でも、俺たちはいつだって、抱きしめられないでいた。

　俺は苦しみながら小隊に入って、サラたちに必死でついていくために走って行って、抱きしめられたことなんかなかった。

　サラもそうだろう。両親が死んだ上に白い目で見られ、養父には放置され、それなのに誰一人同情しなかった。そうして家出同然で小隊に転がり込んできた。

　ティーアは、本当は殺されるはずだった王女だ。魔術の才能を憎まれ、ようやく小隊に辿り着いても、まだなお魔術師として差別を受け続けた。

　そしてミーシャは──。

　みんな、抱きしめられたことがなかった。

　こんなに必死で戦っているのに、世界は一度も抱きしめてはくれなかった。

　世界に愛されたことなんか、一度もない。

　どうして愛してくれないのと叫んだら、どうして愛されると思うんだと返される。

　これでもかと代だい償しようを払っても、もらえるのはさらなる苦痛だけ。

　世界が苦痛を与えるなら、誰かが抱きしめて守らなければいけない。

　だから、抱きしめる。

　そして、俺たちの苦しみを何一つ理解しなかった世界を、滅ぼしてやる。

　この呪うべき世界を、抱きしめてなんかやらない。

「みんな、」

　ミーシャが涙を流す。

「みんな、辛い思いをしてきたんだって、知った。だから、みんな、わたしの気持ちを知ってくれて、わたしのために戦ってくれてたんだって、わかった。この苦しみはわたしのものだけじゃなかったんだって……みんな辛かったんだって。だから」

　ミーシャはもう、俺の胸の中で、震えてはいない。

　覚悟を決めたかのように。

「……わたしは、みんなを救いたい。苦しんできたみんなを救いたい」

「もう──」

　俺は声を振り絞った。

「もう、限界だ。終わりなんだ。俺たちはもう、諦めたんだ。最後は心穏やかに迎えるつもりだ」

　ううん、とミーシャは首を横に振る。

　首輪を握りしめた手を、見る。

「アルと、『約束』したい。最後だから。滅びる前だから」

「──『約束』？」

　うなずく。

　そして、はっきりした口調で、語り始めた。

「わたしは竜。わたしは竜の子。だから人を裏切る。だから首輪が必要。……わたしは、竜から生まれ、竜と戦う、人ならぬ者。時々竜に意識を乗っ取られる、竜の子供。だから、最後に、竜になってしまう──」

　ああ。

　ヒゲが言っていた、最後の策、その秘策とは、つまり──。

「竜になった、お前が……竜を倒す」

　うなずく。

「でも、その後お前は──」

「もう戻ってはこられない」

　聞くんじゃなかった。

　そして。

「それ以上言うな」

　歯がみしながら言う。

　でも、ミーシャは首を横に振る。

「もし相討ちでなく、わたしが生き残ったら。──アルが殺して」
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　その日、夜は明けなかった。

　真っ暗ではない。

　竜の光に覆われている。

　雷雨、地震、これらが続いていた。

　朝、レキ姉が帰ってきた。

　レキ姉の目の下に隈くま。

　そして泣きはらして、真っ赤な目をして。

　レキ姉は、朝食ついでに、ブリーフィングを始めた。

「今度は──」

　ティーアがレキ姉の背中をさする。

「……皇こう都との山の手前。水際で竜を食い止めます」

　──前回の世界と同じだ。

　すり鉢ばち山やまを越えられる前に、竜を食い止める。はずだった。しかし無理だった。当たり前だ、敗走して敗走して、山をじわじわ登らざるを得なくなり、その間なんとかダメージを与えようとしたが、無理だった。

　そこで死んだ。

　もう出撃しても、無駄だろう。

　もう竜の光は、空の全体を覆っていた。

　ここまで竜がやってきて、「力りき場ば」を発動させれば、全てが終わる。

　のど元に剣が突きつけられた状況。

　そして竜は、こちらへ向かっている。

「……最後の策を実行しろ、と、命令が来ました。ですが」

　レキ姉は、立ち上がった。

　そして、頭を下げた。

「私は……それを、認めたく……ありません」

　サラが困こん惑わくの表情で聞く。

「最後の策って、なんですか」

「待て」

　俺が立ち上がる。

「同じ思いです。させません。俺たちはまだ戦います」

「でも──」

「レキ姉。とりあえずの作戦はあります」

　俺は黒板の前まで歩く。

　図を描く。

「すり鉢山の西側と、竜の巣との関係図です。竜の巣から竜はこちら、皇都に向かってきていますが、竜はさほど高く飛べません。必然、谷に沿って来ることになります。なので、地形上──」

　竜の巣を起点に、矢印を二つ引く。

「──すり鉢山には、この二つのどちらかのポイントに、たどり着くはずです。俺たちはまず頂上に行って、頂上で竜を視認。その後山の西側に降りていきましょう」

「そこに……」

「はい。第一班は俺とミーシャ、第二班はレキ姉、それにサラとティーア。二つに分かれて食い止めましょう。もし片方が外れだと思ったら、すぐに応援に行きます。二班の間の距離は走れば三十分。竜の動きはのろいので、体力が完全消耗していない限り、なんとかなります」

「……まだ、戦えると、思ってるんですか」

「とにかく戦わないと、『秘策』というものを実行しなければならなくなります。それだけは……」

　俺はチョークを置く。

　二つに分散させたのは、決して戦略上の意味だけではない。

　ただ、最後に、二人きりでミーシャを説得したかった。

　俺にはミーシャを死ぬと分かって送り出すことなんてできない。

　そんなことをして生き残るぐらいなら、滅亡した方がマシだ──と。

　もし。

　もし説得がうまくいかず、ミーシャを送り出すことになってしまったなら。

　──三人で、いや、レキ姉も一緒の四人で、ミーシャを使わずに戦って、そして、

　その後は考えていない。

　そんな作戦だ。

　レキ姉は、俺が「秘策」の内容を知っていることに困惑の表情を浮かべ──しばらくして、うなずいた。

「……分かりました。上に上じよう申しんしてきます。……兄のごり押しなら、形だけは認められると思います」





　　　　＊






　上申は通った。

　俺たちは馬車に乗った。

　馬車鉄道は、脱線の可能性があるから使わない、と告げられた。

　これじゃまたレキ姉が車酔いするな、と言うと、ミーシャが笑った。





　　　　＊






「この作戦、最後の最後に、お前を殺す『秘策』を実行しなければならなくなった。でも、俺はまだ約束したわけじゃない。それに、お前を殺すということを実行するぐらいなら、全員で滅びようと思っている。──俺とお前は、今、対立している」

「……うん」

「でも、まだ時間は多少ある。だから、お前の話ぐらいは聞こうと思う」

　うん、とミーシャが言う。

「ごめんね」

「謝らなくていい。それよりお前は──どうして、『竜の巣』の真実が分かるんだ？」

　ミーシャは笑った。

「だって、竜の子だもん。知らないわけない」

　ミーシャの話が始まる。




　──有史以来、渓けい谷こくに阻まれて到達できなかった竜の巣に、ようやく橋が架かかったのは五十年ぐらい前だという。それから調査が始まって、竜が「魂」を持っているらしいことが判明した。それが分かったのは、竜の巣の──今はもう、崩れてしまったけれど──壁へき画がに描いてあったから。




「でも、竜はどうして『魂』を持ってるんだ？」

「それは、分からない。でも、『魂』を抽出する方法は、壁画に描いてあった」




　その話を聞いた、「皇こう国こく」以外の十カ国からなる「同盟」が、「皇国」に対して竜の正体を暴くよう求めたのも、また同じ頃の話。長年「竜の力」の正体を恐れていた「同盟」は、「竜の力」を人間に移すことを考えた。




　竜の持っている魂を、竜から人間に移し、竜から新しい人間を作る。そんな実験が、「同盟」主導で始まった。竜の力を持つ人間。より強く、より長い寿命を持つ、最強の人間。それを生み出す計画。そして、それらを使って──魔術師を殺す。




　竜の力をもった人物を兵器として使う。

　そして魔術師の国、「皇国」を解体する。

　もちろん、竜の力に刃向かう可能性のある魔術師は、全て殺す。

　それが「同盟」の目的だった。

　そして、彼らは成功した。

　竜の子──「ミーシャ」は生まれたのだ。




「それが、お前が生まれた理由か」

「そう。『同盟』の研究者たちは、それに成功した」

「けどさ、ということは、他にも何人か──」

「そう、何人か竜の子チルドレンが生まれた。でも」




　竜の子製造計画は、最初はうまくいった。だが、竜の子たちは竜の心にどんどん意識を侵食されていった。竜だって、魂を持ってるからって、そう簡単に明け渡せるものじゃない。竜の子は、人間の意識と同時に、竜の意識を植え付けられていた。──よく考えればすぐわかることのはずだった。そして、あっという間に竜の意識に人間の意識を侵された竜の子は、次々と反逆を企てた。




「もう、誰にも人間の心なんて残ってなかった。みんな竜になってしまってた。わたしだけが、人間の意識を残していた。そのときのわたしには、竜の心が、まだ意識になかった」




　人間の姿で生まれるとはいえ、中身は竜そのもの。やがて人の心を失い、竜の姿に変わった竜の子たちは、竜そのものの力を持って反乱を起こし始めた。そして──




「竜に対抗できるのは、竜と同じ力を持つ者だけ」

「お前だけ──だったのか」

「そう」

「魔術師を使おうという考えは──」

「ありえない。機密が漏れるから」




　かくしてミーシャは竜狩りに参加していくこととなった。魔術師を呼べば、今までどれだけ危険な研究をしていたのかバレるから。だからミーシャだけが戦った。同じ竜から生まれた、人間だったはずの、もとは人間の心を持っていたはずの仲間たちを、殺して、殺して、──




　ついに『同盟』は竜を手放すことにした。「皇国」に全て明け渡す形で、無理矢理引き継がせた。




「……その頃、わたしも、ついに、反乱を起こそうと思った」

「思った？」

「……アル、よく気がつくね」

「すげーだろ？」

　ふふ、とミーシャは笑う。

「うん。すごい」




　そう──竜の子の反乱は、竜に意識を乗っ取られてのものだった。が、ミーシャは人間の意思の方が強く、常に竜の意識を押さえつけてきた。自ら竜の意識を呼び起こすことを選ぼうとした──つまり、反乱を起こそうと思った。竜の意思ではなく、人間の意思で。他の竜の子は、思うことすら許されなかった。竜の意思に押しつぶされ、苦しみながら反乱にまた一人、一人と加わっていった。




「それで、間かん一いつ髪ぱつ、やる前に？」

「ううん、たぶん読まれてたと思う」

「レキ姉に……？」

「ひげに」

「やっぱり──あのおっさんが責任者だったのか!?」

「そうじゃない。どちらかといえば、レキの方が研究チームに近かった。レキ姉は『竜の子』の管理者だったから」

「なに──!?」

「怒らないで。レキは何も知らされてなかった」




　レキ姉は竜の子の管理を任されていたが、その任務自体は三代目ぐらいで、魔術師小隊の管轄士官と兼務することができるぐらい、竜の子の数は減っていたという。




「最後、三人ぐらいになってから、レキが来た。……二年ぐらい前だと思う。レキは軍に入ったばっかりで、最初の任務だった。しかも魔術師小隊と掛け持ち。わたし以外の二人は、一年前に反乱を起こした。わたし一人になった。でも、レキは疑問に思った」

「なんで死んだのかって？」

「そう」

「……お前が、」

「そう。わたしが殺した。レキはその現場を見てないはず。反乱を起こした二人を、わたしは片付けて、戻っていった。レキは何が起こったのか聞いてきて、わたしはなんでもないと答えた。けど、レキはかしこくて、そのうち真実にたどり着いた」




　──「竜の巣計画」。

　人間が、竜の子を生み出す計画。




「レキはいっぱい泣いた。ただでさえ忙しいのに、ただの子供を押しつけられた、軍の託たく児じ所しよを任されたって、そう思ってたのに、本当は、すっごく残酷な運命を背負った子供たちだったんだって気づいた」

「それで──」

「そう。それで、わたしを守らないとって、お姉ちゃんだから、何でも頼ってねって、無理をし始めた」

「お前にもそれが無理だって分かったんだな」

「あたりまえ」

　ミーシャが笑う。

「──あんなの、無理してるに決まってる。すぐに慌あわてるし、えんえん泣くし、ばればれ。わたしは、それまでレキがあんまり好きじゃなかったけど、──レキも、つらかったんだなって思って、それ以来、レキの味方をしてる」

「なるほどね」

「でも、それで終わらなかった」




　それから──残りの「竜の子」がミーシャだけになってから、研究チームはいよいよきな臭くなっていった。最後の竜の子を、どう使うべきか。当面は竜と戦わせなければならないが、そのうち竜の意識に乗っ取られることを考えると、今のうちに処分するのも手だ。でも──そうすると、人類は竜に対する抵抗手段を失う。研究のせいで、竜は怒りを溜め、今にも暴れようとしているのに、だ。がしかし──そうしなければ、人類は二匹の竜に脅かされる。──そんな論争を続けているうちに、ついに世界が滅びる兆ちよう候こうが現れ始めた。

　竜が動き出した。




「ものすごく大変なことになった。みんなそう気づいた。気づいてから、大げんかし始めた。このまま計画を続行するか、やめるかで、殺しあいにもなった。わたしは、この隙に逃げだそうかとか、いろいろ考えてた。でも逃げたところで行き場なんかない。わたしは軍の他に世界を知らない。そしたらひげがきた」




　皇国に押しつけられてからは、「竜の巣計画」は軍の極秘プロジェクトだった。それゆえこのプロジェクトを隠すために、情報部の部長だったヒゲが使われていた。ヒゲは「竜の巣計画」の情報をかなり以前から摑んでいたようだったが、その中身に触れることはしなかった。それが職務だから。しかし、「竜の巣計画」で死人が出るに至って、その内容に踏み込むことを決断した。

　混乱に乗じてプロジェクトの責任者を全て放逐し、竜を倒すという目的一本に絞り、「竜の子」に関する研究を破却した。




「だから、たぶん、いい人」

「……でもさ」

「なに」

「そこまで……秘匿する任務があったなら、なんでもっと早くに……『計画』に介入して……止めることができなかったんだ」

「アル、それを責めちゃだめ」

「……分かってる。分かってるけど」

　どこかで。

　どこかで、止められなかったのか。

「──それで、ひげは、レキにわたしを管理するよう命じた。管理、といっても、こういう──」

　首輪を握る。

「──ことだから、レキは慌てた。ひげは困って、そうだ、魔術師小隊っていうのがあるから、って言って、わたしをそこに入れた」




　そして、魔術師小隊で暮らしながら、ミーシャは時折、レキと一緒に竜の巣に行き、竜を狩った。──けれど、最も大きな竜がついに目覚め始めた。




「最終手段が検討された。──といっても、方針は最初から決まっていた。竜の子であるわたしを使って、竜にして、竜と相討ちにさせる。相討ちにさせてもなお、生きていたら、小隊に処分させる。この作戦は、ずーっと前から決まっていた」

「ヒゲのおっさんは、それを防ぐために──俺たちに戦わせたのか？」

「ううん。ひげも知ってたと思う。アルたちじゃ手に負えないって」

「だったら結局──結局、お前を使うしか──なのになんで、俺たちに……」

「わかってる。すべてはこのシナリオを実行するために仕組んだ罠だったの」

「罠……？」

「前に、アルが言ったとおり。他の軍人の、誰でもいい、誰かにわたしを管理させて、竜と戦えと命じれば、わたしはそうしたはず──」

「……それが、奴ど隷れい化か」

「そう。その通り。首輪をつけて、命じればいいと、『計画』の責任者達は考えていた。──けど、ひげはそれで十分だとは考えなかった」

「なんで……だ？」

「だって、わたしがいやだ、世界を滅ぼす、って言ったら、この計画はすべて、なくなっちゃうから」

　その通りだった。

　だとしたら──。

　だとしたら、ミーシャにとって──。

「そう、わたしにとって、世界を──滅ぼしたくない存在に変えること。これがひげの使命だった」

「……まさか、その方法として、俺たちを」

「あたり」

　ミーシャは笑う。

「アルはさすが。かしこい。そう。その通り。わたしにとって、世界は滅ぼすべき、呪うべきものだった。それを変える、そのためだけに、アルたちが選ばれた」

　つまり。

　このミッションは、最初からミーシャが殺されなければならなかったのだ。

　しかも、ミーシャが納得するような形で。

　その方法として、俺たち魔術師小隊との共同生活が選ばれたのだ。

「……幸せな生活ができれば、わたしは自分が殺されるという運命も、納得する。いずれ自分が殺されるという任務も、受け入れる。それがひげの狙いだった」

　ヒゲは言った。

　大罪を犯そうとしている。

　──くそったれ。

　なにが大罪だ。人間のやることじゃない。人間の考えることじゃない。

「だから、わざと楽しい時間を過ごさせた。みんなで笑って、いろんな所に行って、一緒に討伐させて、楽しい思いをさせようとした。それも、できるだけ自然な形で……楽しい思い出がいっぱいあれば、世界は滅ぼしたくなくなるはず──」

　温おん和わな目つきで、ミーシャはつぶやいた。

「そしてひげの思い通り。わたしは心から、アルたちを守りたいと思った。みんなが大好きでたまらなくなった。自分を滅ぼしてでも、守りたくなってしまった──」

　ミーシャの満面の笑み、というものを。

　俺は、そこで、初めて見た。

「わたしは、この世界が、大好きになっちゃった。わたしが死んでも、残ってほしいと思えるぐらい」

　──思えば。

　最初から不可解な任務だった。

　竜の巣に討伐しに行って、はやく竜を倒せ、まだ倒せないのかといった叱責は一度も受けなかった。むしろ、ねぎらわれたぐらいだ。途中でミーシャが裏切るというアクシデントがあってさえもだ。

　本当に俺たちが竜を倒すしか世界を救う方法がないのなら、もっと地獄のように責め立てたはずだ。ずっと竜と戦わせるために、竜の巣の近くに住まわせるとか、あるいは、戦いが終わるまで帰ってくるなと命令するとか。

　悠ゆう長ちように三回も通わせる。

　進しん捗ちよくも大して聞かれない。

　おかしいと気づくべきだったのだ。

「なら──竜を殺しに行く、討伐しに行くというのは、欺ぎ瞞まんでしかなかったのか」

「そう。──でも」

「でも？」

「ほんのわずか、可能性は期待していたと思う。普通に討伐に行って、竜を倒せるという可能性も。わたしも、そんな可能性はないと思ってたけど、アルが前の、滅亡した世界から来て、ほんのわずかの可能性が、見えたと思った」

「…………」

「でも、奇跡は起きなかった。ざんねん」

　ざんねん、って。

　そんな一言で終わっていいのか。

「わたしの話はおしまい。この戦いは、アルたちの勝利」

「勝利──だと？」

「だって、竜は倒せるんだから。世界は滅亡しないんだから。きっと、アルたちは教科書に載るよ。竜から世界を救った、世界最強の魔術師集団だって」

　ああ。

　──ヒゲは、言った。

　教科書には、戦果は書かれていても、誰が喜んだとか、誰が悲しんだとかは、決して記録されないと。

　──一人の仲間を殺そうという判断をして、勝利を摑つかんでも。

　それは決して記録されない。結果が記録されるのみだ。

　ミーシャという名前は残らない。

　俺たちの名前は残っても。

　調べようとしても、その存在すら否定されるだろう。

　軍が生み出してしまった黒歴史。「竜の子」を作るというプロジェクトで生まれた子。

　──そうだ。

「待ってくれ。その前に俺がここに、転てん生せいした理由を聞かせてくれ」

「アルを転生させたのは、前の世界の竜の意思だと思う」

「……お前らを、救うため……だと、俺は思っていたけど、違うのか」

「……ううん、それで正解」

　ミーシャが笑う。

　正解？　それが、俺が生まれ変わった理由？

「でも──俺は救えなかった！」

「……興奮しないで、アル。違う。竜は、竜のくびきから、逃れたかっただけ」

「……どういう、ことだよ」

「竜は、何度も何度も時間を行き来している存在。でもそのたびに竜は人間を滅ぼした。ほとんどは怒りで、時々は失しつ望ぼうで。──でも、アルは時間を移動した」

「なんで……だよ」

「それはきっと、前の世界で、竜が不思議に思ったから」

「……え？」

「アルはなんにもない、平へい凡ぼんな魔術師だって、そんな風に振る舞ってる。でも、それだったら、サラやティーア、レキが、アルのことを守る必要なんてない。わたし、今なら分かる。前の世界の竜は不思議に思ったんだと思う。なんで、平凡な魔術師が、最後まで守ってもらえたのかって──」

「そ、んな、俺が」

「──アルは、全員を救うために、いつだって必死だったから。そんなアルなら、竜のくびき──〈盟約〉──から逃れる方法を見いだして、新しい世界に導けるんじゃないかって。だから前の世界で、竜は滅びの間際、アルをこの世界に送り込んだ」

「でも、それは、失敗──」

「してない。わたしをこうやって、世界を救う気にさせた。アルが前の世界から来なかったら、わたしはとっくに絶望して、世界を滅ぼしてた。もう、竜のくびきから逃れられるのは、目前だから」

「でも、それは、お前が──」

「あのね、アル」

「…………」

「最後にね、わたしが首輪をつけてもらってから、竜のしっぽを斬ったときのこと。あのとき、わたしは、勝てるかもしれないって思った。アルが奇跡を起こしてくれると思った」

「…………」

「でも、結局こうなっちゃった。わたしが竜との戦い方を間違えたせい」

「お前は悪くなんかない！」

　ううん、と。

「そう、わたしが悪いんだけど、それでも、幸せだった。痛い思いをするためだけ、苦しむためだけに生まれてきたはずなのに、わたしのために、みんなががんばってくれた。だから、ぜんぜん、辛くない。ねぇ、アル」

　ミーシャは悲しそうに、うつむいて、ぽつりと言う。

「もう、『約束』の話、して、いいよね」

　──俺は。

　もう、これ以上、悲しませることができない。

　言わせないことで悲しませることができない。

　俺は受け入れるしかない。

「構わない。言ってくれ」

「これからわたしは、……もうすぐ、竜になる」

　沈黙。

　様々な思いが巡めぐる。巡るが、ひとこと、言う。

「……止められ、ないのか」

　うなずく。

　……そう、だろう。

　そうだろうなぁ──！

「わたしは人間の心が強かった。けれど、もう竜の意識は抑えきれないところまで来てる。首輪をつけてもらって、アルや、サラ、ティーア、レキ、みんなに支えられて、なんとか保ってきた。けど、もう終わり。だから、最後の最後に、みんなを助ける。助けてから、竜になる。──竜になった後は、もう、人間の心は残らない」

「救えもしないのか」

「……無理。ううん、本当は、もう、ずっとずっと前に、竜になってるはずだった。みんなが助けてくれたおかげ。わたしにとって、本当は、なかったはずの時間」

「……おい」

「ありがとう。アル」

「やめろ！」

「楽しかった。すごく楽しかった。わたし、こんなに楽しい生活が、最後に送れるなんて、思わなかった。ずっと竜と戦って、なんにも起こらないまま、じわりじわりと心を侵されていって、自分も竜になって、人間の心をなくして、世界を滅ぼすんだって思ってた。わたしの人生には、なにひとつ良いことなんて用意されてなかったはずなのに、アルたちが、楽しいことを教えてくれた。世界が、こんなに綺き麗れいで、楽しくて、愛に満ちあふれてるなんて、知らなかった」

「やめろ!!」

　ミーシャは笑っていた。

　穏やかに、そして楽しそうに。

　涙はもう、出ていなかった。

「わたし、幸せだった。幸せっていう気持ちも、みんなが教えてくれた。もう、ぜったいに、忘れたくない。だから──アル、『約束』して欲しい」

「……やめろ、これ以上言うな、お前は絶対に俺が、」

　ミーシャは、俺に抱きついた。

　抱きしめた。

「ありがとうアル。『約束』はぜったいだから。ぜったいにぜったいだから、改めて、お願いするね」

　ミーシャが自らの首輪を握る。

　それは、『ご主人様』へのお願い。

「わたしは竜になる。いずれわたしも世界を滅ぼすようになる。そのとき、必ず竜と戦って弱ったわたしを殺して」

　馬車が止まった。

　すり鉢山の頂上に達した。

　そして、俺たちは、皇都に迫り来る竜の姿を、肉眼ではっきりと見た。

　竜にはミーシャの短剣が頸けい部ぶに刺さっていて、うめき声を上げながらこっちに向かっていた。竜の体は隅すみ々ずみまで硬化し、銀色の光を放っている。どこからどう見ても、剣は通用しないし、呪文も通用しないだろう。

　──時間切れ。

「だいじょうぶ。わたしを殺したら、次の世界に行ける。竜のくびきから解き放たれた、新しい世界に」

「待てよ！　じゃあ、じゃあ、俺がやってきたことはなんなんだよ！」

　聞いてくれない。

「ありがとうアル。とっても楽しかった。もう何も怖くない。アルに殺されるなら、それがわたしの一番の幸せ」

「殺さない！　全員で、みんなで、この世界なんか滅ぼして──」

「サラやティーアを救ってあげて。レキもたすけてあげて。ひげもいい人だから」

「間違ってる──」

「間違ってなんかない。わたしを、──この世を滅ぼすために作られたわたしを、みんなを守るために使って欲しいだけ」

「死ぬのに、」

　違う、とミーシャは言う。

「わたしは、ずっとここにいるから」

「死んじまったら、意味、ねえんだよ……」

「ごめんね。ごめんねアル。アルにばっかり、つらい思い、させてる。知ってる。けど、わたしが頼めるのは、アルだけだから」

　俺が。

　なんで俺が、こいつに泣きついてるんだ。

　なんで俺はこいつに慰められてるんだ。

「わたし、先に行ってるから。先に行って、竜を殺してくるから。その後、わたしがまだ生きていたらわたしを殺しに来て──」

　──俺は。

　ミーシャに抱きしめられるのを感じた。

　最後の、人間として最後の姿だった。まだ鼓こ動どうは打っていた。温かみも感じた。これまで戦って戦って、戦い続けて、一度も抱きしめられたことのない俺が、ついに抱きしめられてしまった。

「生きて。わたしを殺して生きて。それは絶対に辛いことだけど、辛くても、アルは、生きる価値のある人だって、わたしは信じてる。だって、前の世界の竜にも、生きて欲しいって思われた人だから。わたしだって、次の世界に、絶対にアルを送る──」




「──アルを愛してるから。愛してるって気持ちを教えてくれたのも、アルだから」




　まだだ。

　諦める理由を探すな。諦める理由を探すな。諦める理由を探すな。




「さよならじゃない。『約束』を果たすまで、さよならじゃない──」




　待ってくれ──、




「約束、してくれないと、飛べないから。わたしには、首輪があるから」




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……………………………………」




　そう、叫んで、しばらくの静せい寂じやくが流れた。

　俺はミーシャの胸の中で、ぐずりながら泣き続けた。

　ミーシャはそんな俺の頭を、優しくなで続けた。

　諭すように。

　不安で泣き叫ぶ赤ちゃんを、なだめるように。




　どれほどの時間が経ったのか。

　俺は抱きしめられたまま、ついに、うなずいた。

　ありがとう、と小さな声がした。

　サラによろしく、ティーアによろしく、そして、

「レキに、ありがとう、って言っておいて」

　そう言って、ミーシャは目を閉じた。

　背中から羽が生える音。

　俺を抱きしめていた体が、離れていく。

　背中の羽が大きくなっていく。

　大きな翼よく竜りゆうになっていく。




「待って──待って、待って、待って待って待って、待ってくださいぃいっ!!」




　大きな声。続いて小さな体たい軀くが山の斜面から現れる。

　追いかけるようにサラとティーアの声が聞こえるが、レキ姉は山を駆け上ってもなお、息を切らしながら、苦しそうにしながら、激しく叫ぶ。

「間違ってますっ！　こんなの間違ってますっ!!　世界が滅びようと、世界がなくなろうと、私が地獄の業ごう火かに焼かれようと!!　この子だけは──殺したくない……」

　全員が押し黙る中、レキ姉は告白を続ける。

「ひ、酷ひどいことを、私はミーシャさんに酷いことをしましたっ!!　構って欲しそうだったのに無視したり、うるさい、うっとうしい、あっちいけって言いました!!　忙しくて忙しくて忙しくて、小隊の管理と、軍の雑務に押しつぶされて、壊れそうなときに、構って欲しいと言われて、死んじゃえとも思いました!!　ミーシャさんが──これまで──どんなに辛い目に遭ってきたのか知らずに──うるさい、死んじゃえって──言いました……」

「なのに、あれだけ──あれだけ、辛い思いをさせた子を、殺すなんて……」

　俺は遮さえぎる。

　そうか。

　だから、レキ姉は、首輪をつけられなかったのか。

「レキ姉、俺が悪いんです」

「……」

「俺が約束してしまったんです。相討ちにならなければ殺してくれって頼まれたんです。俺はそれに、その約束に……」

　うなずいてしまったから。

「俺のせいです。全部俺のせいにしてください。『約束』をして、ミーシャが死んだのも──いや、死ぬのも」

「なんで、そんな約束をしたんですか」

「みんなを、助けて欲しいと、頼まれたから。──レキ姉も」

「私、も──」

「そうです。──レキ姉の気持ちを、分かってあげられなくて、ごめんなさい、と。そして最後に──ありがとう、と」

「噓、」

「噓じゃありません。俺は聞きました。言い訳でもありません。──今、ミーシャが人間の姿に戻っても、同じことを言います。その言葉を伝えるというのも──ミーシャと交わした約束なんです」

　レキ姉はその場に膝ひざから崩れ落ちた。

　そして竜となったミーシャの体を抱いた。

　抱いて、しばらく、泣いていた。

　泣き終わって、レキ姉は、立ち上がった。

「私が、間違ってました」

　レキ姉は手で目元をぬぐう。

「私は……ミーシャさんが怖かったんですね。最後の日まで優しくしてあげて、世界が滅び、私も死んでしまえば、私の罪も、消えると思いました。──みなさん、これが最後の任務です。魔ま術じゆつ師し小しよう隊たい管かん轄かつ士し官かんとして命じます」

　レキ姉はもう泣かない。

　絶対に泣かない。

　命令するまでは、命令が実行されるまでは。

　空を見上げ、レキ姉は叫んだ。

「ミーシャさん！　竜を倒しなさい!!」





　　　　＊






　翼竜は大空を何度も何度も旋せん回かいした。

　思い出を体で表すように。

　竜の光で光る空を、何度もミーシャは旋回した。

　俺は直視できなかった。

　直視できないまま、上に上がってみろと、指さしてみた。

　まだ生まれたての翼竜が、上に飛翔した。

　ぱんつが見えるぞ、と言ってみた。

　竜の高度が下がった。

　あいつはまだ、人の心を失ってはいない。

　人の心を失ってはいない竜を、殺さねばならない。

　俺は背負わなければいけない。

　うつむく。

　そんな俺を、まるで勇気づけるかのように、翼は羽ばたく。

　何度も何度も羽ばたく。

　俺が悔しくてうつむいている間、ずっと。

「はぁーっ、はぁーっ、はぁーっ……」

　思い出せ。自分が何をすべきだったか思い出せ。サラやティーアを救うんじゃなかったのか。レキ姉を助けてあげるんじゃなかったのか。あいつらはまだ死にたくないんだ。生きたいんだ。俺だけの、俺の、思い入れで、ミーシャの願いをつぶし、あいつらの「生」を奪っていいのか。

　過去を捨てるな。

　未来を選べ。

　物語を紡つむぎ続けろ。

　──覚悟を決める。

　俺は空を見上げた。





　　　　＊






　そして、翼竜は、世界を滅ぼそうとしている竜にかみついた。

　大きな閃せん光こうが走る。




　──大きな大きな光。




　その中で、俺はミーシャの記憶を見た。

　それは、まるで、絵日記のようだった。

　ミーシャの体には、生まれたときから、ずっとずっと、全部の記憶が残っていた。竜から生まれたとき、研究員がそれを拾い上げたとき、喧けん嘩かをする研究員、人間だったはずの、竜になった仲間を殺していく日々、魔術師を殺す訓練、研究員の怒号、怒号、怒号──そして初めてレキ姉がやってきたときのこと、冷たい目線で見下ろすレキ姉の顔、過か酷こくな軍務の中で、ミーシャに「死んじゃえ」と言ってしまったレキ姉の顔、最後の竜の子を殺したときの瞬間、真実を知って泣きはらすレキ姉の顔、ヒゲのおっさんが来て、魔術師小隊で自己紹介するときの顔。

　けれど、そこから先は、楽しかった日々の記憶が、いっぱいに詰まっていた。

　転生する前、俺の中にはわずかしか残っていないような記憶に始まり、俺が階段から落っこちたこと、一緒に竜と初めて戦ったときのこと、みんなでピクニックみたいにして研修コースに行ったこと、くだらない話で何度も何度も笑い合ったこと。

　──でも、ついに裏切ってしまったこと、首輪をもらったこと、竜の巣が崩壊していったこと。それを不安そうに見ている俺の顔。

　夜が明けないあの日、泣きじゃくるティーアを抱きしめていたときの俺の顔、その後サラが現れて、一緒に苦笑いしている俺の顔、一緒に学校を回った俺の顔、一緒にすり鉢山に登った俺の顔、最後の記憶は、全部全部俺の顔。

　こっちばっかり見ていたのだ。

　でも、本当の最後は、レキ姉が、竜になったミーシャを抱きしめて泣いた顔。




　光は消えた。

　閃光がおさまったとき、わずかな灰が残っていた。

　俺は灰をかき分けた。

　残っているはずのものがあった。

　果たして、それは残っていた。





　　　　＊






　サラとティーアは、ただただ悔しそうに、肩をふるわせた。

　そして──。

「ごめんね……お姉ちゃんらしいこと、何一つできなくて、ごめんね……」

　レキ姉は、灰にまみれた首輪を抱きしめて泣いた。












[image: ]




　あれからいくつもの月日が流れた。

　竜は世界を愛さないと言われている。この皇こう都とも、竜に愛された街だというひどい誤解が過去にあって、そのせいで人間は痛い目に遭あった。

　幸い、この世界は、数人の勇気ある魔術師によって竜の滅びから免まぬがれた。でも、もう二度と危機に陥おちいるようなことがあってはならない。次に竜が現れるようなことがあれば、どんな小さな竜でも──たとえ少女に竜の翼が生えたような見かけでも──、魔術師は全員一致して、それを狩ることになっている。それぐらい痛い目を見たのだ。




　でも、俺は知っている。

　最期まで、世界を愛した竜の名前を。

　いつかまた、その名を呼びに行かねばならない──。









あとがき






　はいどうも。水み無な瀬せです。今回あとがきは一ページしかないので飛ばしていきます。まず最近の出来事。省略。作品について。省略。謝しや辞じ。省略。以上。

　と、いきたいところ、謝辞はどうしても省略せずに書いておかないといけません。ちゃらんぽらんでぐーたらな私ですが、この本はそのちゃらんぽらんさをずっと我慢していただいたファミ通文庫編集部の皆様、なかんずく担当編集和わ田だ様の忍耐によってようやく完成しました。実は企画が通ってからもう三年近くになります。それだけ長い間書いたり消したりを繰り返してきたのですから、もう文体自体も微妙に変わってしまっていて、鋭い読者の方にはどこが三年前のオリジナルで、どこが最近の加筆か、分かってしまうのではないかという感さえあります。さらには、美び麗れいなイラストで飾っていただきましたフルーツパンチ先生にも感謝の念はつきません。

　謝辞と言えば、何よりも読者の皆さんに感謝します。長い間「そろそろ出るかも？」と匂わせて、結局こんなにお待たせしてしまいました。ひとまずは、この一冊をお送りしますが、今後に向けてさらなる応援をいただければ幸いです。
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あの頃は、そう、僕が小学生だった頃は、世紀末に恐怖の大王がやってきて、核戦争とかが起こって世界が滅亡するのだと、かなりの人が信じていたものです。でも世界は滅亡せず、僕は血糖値を気にして糖質制限にいそしむアラサーになってしまい、世紀末の話はみんな忘れてしまったようです。
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